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福
島
県
川
内
村
小
田
代
集
落
の
儀
礼
文
書
（
一
）

　
　
　

│
山
之
神
講
文
書

│

金　

子　

祥　

之

一
、
儀
礼
文
書
か
ら
み
る
祭
祀
の
変
遷

本
稿
の
目
的
は
、
福
島
県
川
内
村
小
田
代
集
落
に
残
さ
れ
た
、「
順
廻
帳
」

と
い
わ
れ
る
儀
礼
文
書
を
通
し
て
、
山
の
神
へ
の
祭
祀
が
い
か
に
変
遷
し
て

い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
の
前
半
で
は
、「
順
廻
帳
」

の
分
析
を
行
な
い
、
後
半
で
は
「
順
廻
帳
」
の
翻
刻
を
示
す
。

本
稿
の
事
例
地
は
、福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
に
あ
る
小
田
代
集
落
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
本
稿
の
い
わ
ば
舞
台
と
な
る
地
域
社
会
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
い
き
た
い
。

川
内
村
は
、福
島
県
内
の
地
域
区
分
に
よ
る
と
浜
通
り
に
位
置
し
て
い
る
。

浜
通
り
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
海
に
面
し
た
場
所
で
あ
る
よ
う
に
受
け
取
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
実
際
に
は
、
浜
通
り
の
う
ち
内
陸
部
に
位
置
し

て
お
り
、
阿
武
隈
高
地
の
山
村
で
あ
る
。
川
内
村
と
そ
の
近
隣
地
域
を
、
俗

に
「
山
楢
葉
」
や
、「
楢
葉
山
中
」
と
呼
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
原
発
災
害
に
よ
っ
て
、
川

内
村
の
名
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
川
内
村
は
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
か
ら
、
わ
ず
か
二
〇
か
ら
三
〇
㎞
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

全
村
避
難
を
決
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
発
災
か
ら
一
年
も
た
た
な
い

二
〇
一
二
年
一
月
二
十
六
日
に
帰
村
宣
言
を
行
な
っ
た
。
強
制
避
難
が
実
施

さ
れ
た
多
く
の
自
治
体
で
、
い
ま
だ
帰
還
の
目
途
が
立
た
な
い
な
か
、
川
内

村
は
い
ち
は
や
く
、
行
政
と
し
て
帰
村
の
意
思
を
明
確
に
示
し
た
。
賛
否
そ

れ
ぞ
れ
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
現
在
ま
で
に
、
人
口
は
震
災
前
の
約
三

分
の
二
ま
で
回
復
し
て
い
る）

1
（

。

川
内
村
の
歴
史
を
、『
川
内
村
史
』
に
よ
っ
て
、
概
観
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
地
域
の
歴
史
が
史
料
上
明
確
に
な
る
の
は
、
中
世
末
の
文
禄
検
地
か
ら

で
あ
る
。
文
禄
検
地
で
は
、「
上
河
内
村
」、「
下
河
内
村
」
と
み
え
て
お
り
、

「
上
河
内
村
」
が
二
百
五
十
石
、「
下
河
内
村
」
は
五
百
六
十
石
余
り
で
あ
っ

た
。江

戸
時
代
に
入
り
、
川
内
で
は
、
新
田
開
発
が
何
度
も
行
な
わ
れ
て
い
っ

た
。
寛
永
六
（
一
六
二
九
）
年
か
ら
元
禄
十
二
（
一
六
九
九
）
年
に
か
け
て
、

高
田
島
新
田
・
小
田
代
新
田
・
子
安
川
新
田
・
毛
土
新
田
・
糠
塚
新
田
・
吉

野
田
和
新
田
・
木
葉
橋
新
田
・
五
枚
沢
新
田
な
ど
が
誕
生
し
て
い
っ
た
。
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新
田
開
発
の
結
果
、
両
村
の
石

高
は
大
幅
に
増
加
す
る
。
天
保
七

（
一
八
三
七
）
年
に
は
上
川
内
村

が
一
五
八
七
石
を
越
え
、
下
川
内

村
も
一
四
〇
〇
石
余
と
い
う
大
規

模
な
村
落
を
形
成
す
る
に
い
た
っ

た
。す
な
わ
ち
、新
田
開
発
に
よ
っ

て
、
村
高
は
、
三
〜
六
倍
に
も
増

加
し
た
の
で
あ
る
﹇
川
内
村
史
編

纂
委
員
会
編
、
一
九
九
二
、

二
七
八
〜
二
八
〇
﹈。

本
稿
で
対
象
と
す
る
小
田
代
集

落
は
、
旧
下
川
内
村
に
属
し
た
。

集
落
は
江
戸
初
期
の
新
田
開
発
に

よ
り
拓
か
れ
、
寛
永
十
三

（
一
六
三
六
）
年
に
成
立
し
た
。

川
内
で
行
な
わ
れ
た
新
田
開
発
で

も
、
初
期
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
、

川
内
村
の
社
会
組
織
を
考
え
る
に

は
、
三
つ
の
レ
ベ
ル
を
念
頭
に
お

く
必
要
が
あ
る
（
表
1
参
照
）。

第
一
に
大
字
＝
旧
村
で
あ
る
。

川
内
村
は
、
明
治
二
十
二

（
一
八
八
九
）
年
に
、
二
つ
の
近
世
村
（
上
川
内
村
・
下
川
内
村
）
の
合
併

に
よ
り
成
立
し
た
。
旧
村
は
現
在
、
大
字
と
し
て
残
り
、
役
場
や
学
校
は
両

大
字
の
境
界
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
通
り
、小
田
代
集
落
は
、

こ
の
う
ち
旧
下
川
内
村
（
現
在
の
大
字
下
川
内
）
に
属
し
た
。

第
二
は
、
行
政
区
＝
村
組
で
あ
る
。
旧
下
川
内
村
は
大
村
で
あ
り
、
四
つ

の
村
組
に
分
か
れ
て
い
た
。
町
組
・
西
山
組
・
東
山
組
、
そ
し
て
下
川
内
新

田
で
あ
る
。
現
在
、こ
れ
ら
は
行
政
区
に
再
編
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
第
五
区
（
坂

シ
内
）・
第
六
区（
西
山
）・
第
七
区（
東
山
）・
第
八
区（
毛
戸
ほ
か
）と
な
っ

て
い
る
。
小
田
代
集
落
は
、
旧
東
山
組
、
現
在
の
第
七
区
行
政
区
内
の
集
落

で
あ
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
班
＝
ヤ
シ
キ
で
あ
る）
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。
第
二
の
行
政
区
＝
村
組
の
下
位

組
織
と
し
て
、
班
＝
ヤ
シ
キ
が
あ
る
。
集
落
内
が
五
軒
か
ら
十
軒
程
度
の
班

に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
く
一
般
的
な
事
柄
で
あ
る
。
た
だ
川
内
村
の

場
合
、
班
が
近
代
に
新
た
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
多
く
が
近
世

以
来
の
ヤ
シ
キ
（
屋
敷
）
を
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

第
七
区
の
場
合
に
は
、
荒
宿
・
原
・
東
山
・
小
田
代
の
四
つ
の
班
＝
ヤ
シ
キ

が
あ
る
。
ヤ
シ
キ
は
地
縁
組
織
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
荒
宿
ヤ
シ
キ
の
よ
う

に
同
族
団
で
構
成
さ
れ
、
血
縁
集
団
と
な
る
場
合
も
み
ら
れ
る
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
小
田
代
集
落
は
、
大
字
下
川
内
（
旧
下
川
内
村
）
の

う
ち
、
第
七
行
政
区
（
旧
東
山
組
）
を
構
成
す
る
班
（
ヤ
シ
キ
）
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
集
落
の
成
立
は
新
田
開
発
に
よ
る
た
め
、
七
区
の
中
心
部
か
ら
や

や
離
れ
た
山
中
に
位
置
す
る
。
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
二
十
四
軒
で
構
成
さ

れ
て
い
た
が
、
天
保
の
大
飢
饉
に
よ
り
人
口
が
急
減
し
、
明
治
初
年
に
は
わ

ず
か
八
軒
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
十
軒
程

表 1 : 川内村の社会組織

レベル 1 近世村
《大字》＊1 下川内村 225戸→ 109戸＊2

レベル 2 村組
《行政区》

町組
72戸→ 31戸

西山組
60戸→ 32戸

東山組
69戸→ 35戸

下川内新田
24戸→ 11戸

レベル 3

ヤシキ
（屋敷）
《班》

大
町

横
町

根
子
町

新
町

宮
ノ
下

宮
渡

西
山

中
平

上
ノ
台

沼
田

堂
小
屋

松
原

荒
宿

坊
之
内
（
原
）

東
山

東
山
下

小
田
代

わ
ら
び
平

萩
新
田

五
枚
沢

ぬ
か
塚

毛
戸

吉
野
田
和

1764年 15 13 16 12 4 12 33 8 4 8 6 1 5 15 13 12 19 5 1 3 5 8 7

1875年 22 9 24 8 11 16 8 11
＊1《　》内には現在の該当する社会組織を示した。＊2戸数はいずれも 1764年と 1875年のものを記した。天保の大飢饉の前後の変化を示す。
下川内諏訪神社文書『旧記録』に筆写された 1764年「楢葉郡下川内村人別記」、1875年「十戸組合帳」をもとに筆者作成
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度
の
小
集
落
で
あ
る
。

二
、
小
田
代
の
山
の
神
と
「
順
廻
帳
」

（
一
）　

小
田
代
集
落
に
と
っ
て
の
山
の
神

小
田
代
集
落
は
、
た
し
か
に
小
集
落
で
あ
る
が
、
多
く
の
神
仏
が
祀
ら
れ

て
き
た
。
氏
神
で
あ
る
八
雲
神
社
の
ほ
か
、
山
祇
神
社
（
山
神
社
）・
稲
荷

神
社
・
金
刀
比
羅
神
社
・
秋
葉
神
社
・
石
尊
社
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
山

の
神
に
つ
い
て
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
山
之
神
講
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
男

山
之
神
（
山
之
神
講
）
は
集
落
内
の
山
祇
神
社
の
祭
祀
を
行
な
い
、
女
山
之

神
（
小
牛
田
山
之
神
講
）
は
安
産
祈
願
で
知
ら
れ
る
、
宮
城
県
遠
田
郡
美
里

町
の
山
神
社
を
信
仰
対
象
と
し
て
き
た）

3
（

。
本
稿
で
見
て
ゆ
く
の
は
、
男
性
が

祀
り
手
と
な
っ
た
山
之
神
講
で
あ
る
。

小
田
代
集
落
の
山
の
神
は
、
歴
史
的
に
み
て
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
下
川
内
村
の
佐
久
間
義
隣
が
記
し
た
『
下
川
内
村
寺
社
由

緒
記）

4
（

』（
以
下
、『
寺
社
由
緒
記
』
と
す
る
）
を
紐
解
い
て
み
た
い
。

『
寺
社
由
緒
記
』
は
、
下
川
内
村
の
庄
屋
相
役
を
務
め
た
、
佐
久
間
義
隣

〔
一
八
二
三
│
一
八
九
九
〕
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
下
川
内
村
の
寺
社
由
緒

を
丁
寧
に
記
録
し
て
い
る
。
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
修
験
寺
院
に
関

す
る
記
述
が
豊
富
で
あ
り
、
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
こ
の
地
域
の
社
寺

の
実
態
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
著
者
で
あ
る
義
隣
の
実
証
的

な
態
度
は
、
こ
の
史
料
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
。
寺
社
に
残
さ
れ
て

い
た
歴
史
史
料
や
棟
札
な
ど
を
、
自
ら
各
所
を
め
ぐ
っ
て
筆
写
し
た
。
そ
れ

ら
の
一
次
史
料
を
基
礎
に
し
な
が
ら
、
自
ら
の
実
体
験
や
地
域
の
故
老
が
語

る
口
承
も
交
え
、
本
書
を
編
纂
し
て
い
る
。

『
寺
社
由
緒
記
』
に
は
、
小
田
代
の
山
の
神
に
つ
い
て
、
二
つ
の
記
述
が

あ
る
。
第
一
は
、
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
の
棟
札
の
写
し
で
あ
る
。
棟
札

の
大
き
さ
ま
で
記
録
さ
れ
て
お
り
、
義
隣
が
実
見
し
筆
写
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
記
載
か
ら
は
新
造
立
で
あ
っ
た
か
、
再
建
で
あ
っ
た
か
は
判

断
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
社
殿
を
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

小
田
代
向
坂
相
立　
　

棟
札
施
主　

太
右
衛
門

　

奉
建
立
山
神
宮
一
社　
　
　
　

小
田
代
郷
中

明
和
四
丁
亥
年
載
閏
九
月
吉
日　

別
当　

地
蔵
院

棟
札
長
サ
一
尺
一
寸
四
分
、　　

名
主　

猪
狩
藤
治
右
衛
門

　

横
三
寸
二
分
、
下
タ
二
寸
八
分　

大
工　

西
山
定
右
衛
門

第
二
は
、
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
十
月
、
光
山
院
幣
先
宮
書
上
で
あ
る
。

こ
の
史
料
は
修
験
光
山
院
が
祭
祀
に
関
わ
っ
た
、
上
川
内
・
下
川
内
の
三
十

あ
ま
り
の
神
仏
を
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

覚

一ダ
ン
ノ
コ
シ

、
山
ノ
神　
　
　
　
　
　

氏
子
持

一
、
西
内
稲
荷　
　
　
　
　

右
同
断

【
中
略
】

一東
山

、
山
ノ
神　
　
　
　
　
　

氏
子
持

一〃

、
山
ノ
神　
　
　
　
　
　

右
同
断
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一小
田
代、

山
ノ
神　
　
　
　
　
　

右
同
断

【
中
略
】

　

寛
保
二
年
戌
十
月　

右
之
通
幣
先
御
座
候

こ
れ
ら
二
つ
の
史
料
か
ら
、
つ
ぎ
の
事
実
が
確
認
で
き
る
。
小
田
代
の
山

の
神
は
「
小
田
代
郷
中
」、
す
な
わ
ち
小
田
代
集
落
全
体
で
祀
っ
た
神
で
あ

る
こ
と
、
江
戸
中
期
に
は
社
殿
を
構
え
る
規
模
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
祭

祀
に
は
宗
教
者
（
幣
先
は
光
山
院
、
建
立
別
当
は
地
蔵
院
）
が
関
与
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
山
の
神
は
、
小
田
代
集
落
に
と
っ
て
は
、
氏
神
で
あ
る
牛
頭
天
王

宮
（
現
・
八
雲
神
社
）
に
次
ぐ
重
要
な
祭
祀
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
す
で
に
江
戸
中
期
に
は
社
殿
を
も
つ
規
模
に
な
っ
て
お
り
、
祭

祀
に
も
宗
教
者
が
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）　
「
順
廻
帳
」
の
保
管
状
況
と
基
本
的
な
記
載
内
容

本
稿
で
扱
う
「
順
廻
帳）

5
（

」
は
、
こ
の
山
の
神
を
祭
祀
し
て
き
た
山
之
神
講

に
残
さ
れ
た
儀
礼
文
書
で
あ
る
（
写
真
1
）。
残
念
な
が
ら
近
世
の
記
録
は

失
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
か
ら
、
祭
祀
が
八

雲
神
社
の
祭
祀
（
天
王
講
）
に
統
合
さ
れ
る
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
ま

で
、
約
百
三
十
年
に
わ
た
る
、
村
落
祭
祀
の
記
録
が
残
さ
れ
た
。

「
順
廻
帳
」
の
約
百
三
十
年
に
わ
た
る
記
録
の
な
か
で
、
本
稿
で
は
、
昭

和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
ま
で
を
対
象
と
し
て
分
析
を
行
な
う
。
こ
れ
は

後
掲
の
翻
刻
と
対
応
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、明
治
七（
一
八
七
四
）

年
か
ら
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
ま
で
の
記
載
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

こ
の
「
順
廻
帳
」
は
、
二
〇
一
九
年
度
に
第
七
行
政
区
で
実
施
し
た
、
集

落
調
査
の
際
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
集
落
調
査
は
、
福
島
県
地
域
振

興
課
「
福
島
県
大
学
生
の
力
を
活
用
し
た
集
落
復
興
支
援
事
業
」
の
助
成
を

受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
域
文
化
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
た）

6
（

。

そ
の
際
に
、
志
賀
喜
代
登
氏
が
「
順
廻
帳
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
り
、
実
見

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
山
之
神
講
は
天
王
講
へ
と
統
合
さ
れ
継
続
さ
れ
て
き

た
が
、
長
く
つ
づ
い
た
祭
祀
は
、
震
災
に
よ
っ
て
、「
平
成
二
十
二
年
十
一

月
七
日
」
を
最
後
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
山
之
神
講
も
天
王
講
も
、
集
落

内
の
一
軒
を
当
番
と
し
て
行
な
わ
れ
る
ト
ウ
ヤ
祭
祀
で
あ
っ
た
。「
順
廻
帳
」

に
は
、
そ
の
年
の
祭
祀
に
関
す
る
記
述
が
残
さ
れ
、
当
番
と
な
る
ヤ
ド
（
宿
）

が
保
管
し
て
き
た
。
喜
代
登
氏
は
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
の
当
番

を
務
め
る
予
定
で
あ
っ
た
た
め
、
震
災
後
は
喜
代
登
氏
宅
に
保
存
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。

で
は
、「
順
廻
帳
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
最
も
古
い
記
録
で
あ
る
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
十
月
の
内
容

は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
（
写
真
2
）。

一
、
三
〆
弐
百
文　
　
　
　
　

酒
代

一
、
拾
壱
〆
文　
　
　
　
　
　

鹿
代

　

〆
拾
四
〆
弐
百
文

一内
御
祝
儀、三

〆
四
百
拾
文

一壱
人
ニ
付、

壱
〆
四
百
拾
文
宛

一有
銭

、
弐
〆
百
八
拾
文
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戌
十
月
廿
一
日　

常
陸
戸
右
衛
門
ゟ
相
渡
シ
志
賀
久
左
衛
門
様

　
　
　
　

志
賀
熊
治
郎

　
　
　
　

常
陸
豊
三
郎

　
　
　
　

志
賀
孫
左
衛
門

　
　
　
　

志
賀
豊
蔵

　
　
　
　

常
陸
戸
右
衛
門

　
　
　
　

志
賀
久
左
衛
門

　
　
　
　

猪
狩
亀
吉

右
之
通
リ
正
ニ
相
渡
シ
申
候
、
以
上

こ
の
よ
う
に
基
本
的
な
記
載
内
容
は
、
①
山
の
神
講
の
成
員
〔
史
料
後
段

の
七
名
〕、
②
当
前
の
受
渡
し
〔
中
段
の
戸
右
衛
門
か
ら
久
左
衛
門
へ
の
記

載
〕、
③
祭
祀
の
費
用
負
担
〔
前
段
の
費
用
と
割
当
の
記
載
〕
で
あ
る
。
こ

れ
ら
に
加
え
、
そ
の
後
、
新
し
く
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
内
容
が
二
つ

あ
る
。
④
祭
祀
規
約
と
、
⑤
そ
の
年
の
出
来
事
の
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
初
出
は
、
④
祭
祀
規
約
が
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
、
⑤
は
明
治

二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
で
あ
る
。

「
巡
廻
帳
」
の
記
載
内
容
の
一
覧
を
示
す
と
、
表
2
の
よ
う
に
整
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
①
成
員
と
③
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
百
二
十
回
い
ち
ど

も
欠
け
る
こ
と
な
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
②
の
当
前
の
受
渡
し
に
つ
い

て
も
、
不
完
全
な
も
の
も
含
め
、
百
十
二
回
記
載
が
あ
り
、
記
載
さ
れ
た
割

合
は
九
三
・
三
％
に
も
及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
①
②
③
の
ほ
ぼ
毎
回
記
載
さ
れ
る
項
目
に
対
し
て
、
④
規

約
や
⑤
記
録
は
記
載
率
が
低
い
。
④
は
六
八
回
（
五
六
・
七
％
）、
⑤
は
八
八

回
（
七
三
・
三
％
）
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
た
項
目

で
あ
る
た
め
、
記
載
率
が
低
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
両
者
を
比
較
す

る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。
④
規
約
は
と
く
に
昭
和
三
十
二
年
以

降
、
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
一
方
で
⑤
記
録
は
、
ほ
ぼ
途
切
れ
る
こ

と
な
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
④
は
断
続
的
で
あ
る
が
、
⑤
は
書
か

れ
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

（
三
）　
「
順
廻
帳
」
と
は
何
か

こ
う
し
た
内
容
が
記
載
さ
れ
た
「
順
廻
帳
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
性
格
の
儀
礼
文
書
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

写真 2 : 明治 7（1874）年の記録

写真 1 : 巡廻帳



表 2 :「順廻帳」の記載内容一覧
番号 年 ①成員 ②当前の引継ぎ ③費用 ④規約 ⑤記録
1-1 明治 7年 1874 ○ ○ 常陸戸右衛門 → 志賀久左衛門 ○
1-2 明治 8年 1875 ○ ○ 志賀久左衛門 → 猪狩亀吉 ○
1-3 明治 9年 1876 ○ ○ 猪狩亀吉 → 志賀孫左衛門 ○
1-4 明治 10年 1877 ○ ○ 志賀孫左衛門 → 常陸初太郎 ○
1-5 明治 11年 1878 2月 ○ ○ 志賀熊次郎 → 常陸初太郎 ○
1-6 明治 11年 1878 10月 ○ △ （志賀）熊二郎 → ○
1-7 明治 12年 1879 2月 ○ ○ 志賀丹吾 → 常陸戸右衛門 ○
1-8 明治 12年 1879 10月 ○ ○ （常陸）戸右衛門 → 志賀豊蔵 ○
1-9 明治 13年 1880 2月 ○ ○ 志賀豊蔵 → 志賀久左衛門 ○

1-10 明治 13年 1880 10月 ○ ○ （志賀）久左衛門 → （猪狩）亀吉 ○
1-11 明治 14年 1881 2月 ○ ○ （猪狩）亀吉 → （志賀）孫左衛門 ○
1-12 明治 14年 1881 10月 ○ ○ 志賀孫左衛門 → 常陸初太郎 ○
1-13 明治 15年 1882 2月 ○ ○ （常陸）津右衛門 → 志賀熊次郎 ○
1-14 明治 15年 1882 10月 ○ ○ 志賀熊次郎 → 志賀丹吾 ○
1-15 明治 16年 1883 ○ ○ 志賀丹吾 → 志賀豊造 ○
1-16 明治 17年 1884 ○ ○ 志賀豊造 → 常陸戸右衛門 ○
1-17 明治 18年 1885 ○ ○ 常陸戸右衛門 → 志賀久左衛門 ○
1-18 明治 19年 1886 ○ ○ 志賀久吉 → 猪狩亀吉 ○
1-19 明治 20年 1887 ○ ○ 猪狩亀吉 → 常陸初太郎 ○
1-20 明治 21年 1888 ○ ○ 常陸初太郎 → 志賀喜治郎 ○
1-21 明治 22年 1889 ○ △ 志賀喜治郎 → ○
1-22 明治 23年 1890 ○ △ 志賀松之助 → ○ ○
1-23 明治 24年 1891 ○ ○ 常陸豊次 → 志賀久吉 ○ ○
1-24 明治 25年 1892 ○ ○ 志賀久吉 → 猪狩田丸 ○ ○
1-25 明治 26年 1893 ○ ○ 志賀亀吉 → 志賀喜次郎 ○ ○
1-26 明治 27年 1894 ○ ○ 志賀喜治郎 → 志賀松之助 ○ ○ ○
1-27 明治 28年 1895 ○ ○ 志賀松之助 → 常陸豊治 ○ ○ ○
1-28 明治 29年 1896 ○ ○ 常陸豊治 → 志賀久吉 ○ ○ ○
1-29 明治 30年 1897 ○ ○ 猪狩亀吉 → 志賀久吉 ○ ○ ○
1-30 明治 31年 1898 ○ ○ 志賀久吉 → 志賀喜治郎 ○ ○ ○
1-31 明治 32年 1899 ○ ○ 志賀喜治郎 → 志賀松之助 ○ ○ ○
1-32 明治 33年 1900 ○ ○ 志賀松之助 → 常陸留五郎 ○ ○ ○
1-33 明治 34年 1901 ○ ○ 志賀久蔵 → 常陸留五郎 ○ ○ ○
1-34 明治 35年 1902 ○ ○ 常陸留五郎 → 猪狩積 ○ ○ ○
1-35 明治 36年 1903 ○ ○ 猪狩積 → 志賀主殿 ○ ○
1-36 明治 37年 1904 ○ ○ 志賀主殿 → 志賀孫三郎 ○ ○ ○
1-37 明治 38年 1905 ○ ○ 志賀孫三郎 → 志賀喜治郎 ○ ○ ○
1-38 明治 39年 1906 ○ ○ 志賀喜次郎 → 志賀保 ○ ○
1-39 明治 40年 1907 ○ ○ 志賀保 → 常陸留五郎 ○ ○ ○
1-40 明治 41年 1908 ○ ○ 常陸留五郎 → 猪狩積 ○ ○ ○
1-41 明治 42年 1909 ○ ○ 猪狩積 → 志賀久三 ○ ○ ○
1-42 明治 43年 1910 ○ ○ 志賀久三 → 志賀主殿 ○ ○ ○
1-43 明治 44年 1911 ○ ○ 志賀主殿 → 志賀孫三郎 ○ ○ ○
1-44 大正元年 1912 ○ ○ 志賀孫三郎 → 志賀喜義 ○ ○
1-45 大正 2年 1913 ○ ○ 志賀喜義 → 志賀保 ○ ○ ○
1-46 大正 3年 1914 ○ ○ 志賀保 → 常陸留五郎 ○ ○ ○
1-47 大正 4年 1915 ○ ○ 常陸留五郎 → 猪狩積 ○ ○ ○
1-48 大正 5年 1916 ○ ○ 猪狩積 → 志賀久蔵 ○ ○ ○
1-49 大正 6年 1917 ○ ○ 志賀久蔵 → 志賀主殿 ○ ○ ○
1-50 大正 7年 1918 ○ ○ 志賀主殿 → 志賀孫三郎 ○ ○ ○
1-51 大正 8年 1919 ○ ○ 志賀孫三郎 → 志賀喜義 ○ ○ ○
1-52 大正 9年 1920 ○ ○ 志賀喜義 → 志賀保 ○ ○ ○
1-53 大正 10年 1921 ○ ○ 志賀保 → 常陸留五郎 ○ ○ ○
1-54 大正 11年 1922 ○ ○ 常陸豊 → 猪狩新 ○ ○ ○
1-55 大正 12年 1923 ○ ○ 猪狩新 → 志賀久蔵 ○ ○ ○
1-56 大正 13年 1924 ○ ○ 志賀久蔵 → 志賀清記 ○ ○
1-57 大正 14年 1925 ○ ○ 志賀清記 → 志賀兵蔵 ○ ○ ○
1-58 大正 15年 1926 ○ ○ 志賀兵蔵 → 志賀伝三郎 ○ ○ ○
1-59 昭和 2年 1927 ○ ○ 志賀伝三郎 → 志賀喜義 ○ ○ ○
1-60 昭和 3年 1928 ○ ○ 志賀喜義 → 志賀伝 ○ ○ ○
1-61 昭和 4年 1929 ○ ○ 志賀伝 → 常陸豊 ○ ○ ○
1-62 昭和 5年 1930 ○ → ○ ○ ○
1-63 昭和 6年 1931 ○ ○ 猪狩新 → 志賀久蔵 ○ ○ ○
1-64 昭和 7年 1932 ○ ○ 志賀久蔵 → 志賀清記 ○ ○ ○



番号 年 ①成員 ②当前の引継ぎ ③費用 ④規約 ⑤記録
1-65 昭和 8年 1933 ○ ○ 志賀清記 → 志賀孫三郎 ○ ○ ○
1-66 昭和 9年 1934 ○ ○ 志賀孫三郎 → 志賀喜義 ○ ○ ○
1-67 昭和 10年 1935 ○ △ 志賀喜代治 → ○ ○ ○
1-68 昭和 11年 1936 ○ ○ 志賀伝 → 常陸豊 ○ ○ ○
1-69 昭和 12年 1937 ○ △ → 猪狩新 ○ ○ ○
1-70 昭和 13年 1938 ○ → ○ ○ ○
1-71 昭和 14年 1939 ○ △ → 三瓶忠美 ○ ○ ○
1-72 昭和 15年 1940 ○ ○ 三瓶忠美 → 矢内鹿蔵 ○ ○ ○
1-73 昭和 16年 1941 ○ ○ 矢内鹿造 → 菅野清 ○ ○ ○
1-74 昭和 17年 1942 ○ ○ 菅野清 → 志賀主殿 ○ ○ ○
1-75 昭和 18年 1943 ○ ○ 志賀清記 → 志賀伝三郎 ○ ○
1-76 昭和 19年 1944 ○ ○ 志賀伝三郎 → 志賀喜義 ○ ○
1-77 昭和 20年 1945 ○ ○ 志賀喜義 → 志賀伝 ○ ○
1-78 昭和 21年 1946 ○ ○ 志賀伝 → 常陸豊 ○ ○ ○
1-79 昭和 22年 1947 ○ ○ 常陸豊 → 猪狩新 ○ ○
1-80 昭和 23年 1948 ○ ○ 猪狩新 → 志賀泰明 ○ ○ ○
1-81 昭和 24年 1949 ○ ○ 志賀泰明 → 三瓶忠美 ○ ○
1-82 昭和 25年 1950 ○ ○ 三瓶忠美 → 菅野伊佑 ○ ○
1-83 昭和 26年 1951 ○ ○ 菅野清 → 志賀栄 ○ ○
1-84 昭和 27年 1952 ○ ○ 志賀栄 → 志賀留夫 ○ ○ ○
1-85 昭和 28年 1953 ○ ○ 志賀清記 → 志賀伝三郎 ○ ○ ○
1-86 昭和 29年 1954 ○ ○ 志賀伝三郎 → 志賀喜代治 ○ ○ ○
1-87 昭和 30年 1955 ○ ○ 志賀喜代治 → 志賀弘 ○ ○ ○
1-88 昭和 31年 1956 ○ ○ 志賀弘 → 常陸茂 ○ ○ ○
1-89 昭和 32年 1957 ○ ○ 常陸茂 → 猪狩俊二 ○ ○ ○
1-90 昭和 33年 1958 ○ △ 猪狩俊二 → ○
1-91 昭和 34年 1959 ○ ○ 志賀貞夫 → 三瓶忠美 ○
1-92 昭和 35年 1960 ○ ○ 三瓶忠美 → 菅野伊祐 ○ ○
1-93 昭和 36年 1961 ○ ○ 菅野清 → 志賀栄 ○ ○
1-94 昭和 37年 1962 ○ → ○ ○
1-95 昭和 38年 1963 ○ ○ ㋣ → 志賀英記 ○ ○
1-96 昭和 39年 1964 ○ → ○ ○
1-97 昭和 40年 1965 ○ ○ 志賀伝三郎 → 志賀喜代治 ○ ○
1-98 昭和 41年 1966 ○ → ○ ○
1-99 昭和 42年 1967 ○ → ○ ○
1-100 昭和 43年 1968 ○ → ○ ○
1-101 昭和 44年 1969 ○ ○ 猪狩俊二 → 志賀泰明 ○ ○
1-102 昭和 45年 1970 ○ ○ 志賀泰三 → 三瓶忠美 ○ ○
1-103 昭和 46年 1971 ○ ○ 三瓶忠美 → 志賀英記 ○ ○ ○
1-104 昭和 47年 1972 ○ ○ 志賀英記 → 志賀泰臣 ○ ○ ○
1-105 昭和 48年 1973 ○ △ 志賀泰臣 → ○ ○ ○
1-106 昭和 49年 1974 ○ ○ 志賀喜代治 → 志賀盛 ○ ○
1-107 昭和 50年 1975 ○ ○ 志賀盛 → 常陸茂 ○ ○ ○
1-108 昭和 51年 1976 ○ ○ 常陸茂 → 猪狩俊二 ○ ○
1-109 昭和 52年 1977 ○ ○ 猪狩俊二 → 志賀泰三 ○ ○ ○
1-110 昭和 53年 1978 ○ ○ 志賀泰三 → 三瓶哲夫 ○ ○
1-111 昭和 54年 1979 ○ ○ 三瓶哲夫 → 志賀英記 ○
1-112 昭和 55年 1980 ○ △ → 志賀泰臣 ○ ○
1-113 昭和 56年 1981 ○ → ○ ○
1-114 昭和 57年 1982 ○ ○ 志賀喜代治 → 志賀泰臣 ○ ○
1-115 昭和 58年 1983 ○ ○ 志賀盛 → 常陸茂 ○ ○
1-116 昭和 59年 1984 ○ ○ 常陸茂 → 猪狩新 ○ ○
1-117 昭和 60年 1985 ○ ○ 猪狩新 → 志賀泰三 ○ ○ ○
1-118 昭和 61年 1986 ○ ○ 志賀泰三 → 三瓶忠美 ○ ○
1-119 昭和 62年 1987 ○ ○ 三瓶忠美 → 志賀英記 ○ ○
1-120 昭和 63年 1988 ○ ○ 志賀英記 → 志賀泰臣 ○ ○ ○

2 大正 8年 1919 「御神幸記録」猪狩積謹記
3 昭和 12年 1937 「小田代山津見神社々御移記録」
4 昭和 15年 1940 「紀元二千六百年奉祝祭典　御神幸記録」猪狩新謹記
5 昭和 39年 1964 「金毘羅神社・山祇神社　雨覆修繕遷宮記録」記録係猪狩新
6 昭和 43年 1968 「明治百年を記念して　御神幸記録」猪狩新謹記
凡例　○ : 記載あり、△ : 不完全であるが記載あり、空欄 : 記載なし
「順廻帳」をもとに筆者作成
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『
寺
社
由
緒
記
』
に
は
、小
田
代
集
落
の
氏
神
で
あ
る
、牛
頭
天
王
宮
の
「
廻

り
宿
連
名
記
」
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
安
永
四

（
一
七
七
五
）
年
二
月
の
「
疫
癘
除
村
祈
祷
帳
」
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
内

容
を
示
す
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

当
所
村
祈
祷
始
覚
、
同
廻
り
宿
連
名
記

半
蔵　
　

徳
之
丞　
　

武
兵
衛　
　
　

幸
吉　
　

彦
之
丞　

豊
松　

喜
幸
治

吉
弥　
　

孫
七　
　
　

喜
惣
兵
衛　
　

孫
三
郎　

喜
伝
治　

孫
左
衛
門

富
七　
　

元
右
衛
門　

庄
兵
衛　
　
　

勘
七　
　

忠
七　
　

杢
七　

恒
七

甚
之
丞　

運
七　
　
　

多
左
右
衛
門　

久
太
郎　

与
五
郎

勘
右
衛
門
右
父
市
兵
衛
代
宮
立
致
し
、
惣
世
話
致
来
申
候

「
疫
癘
除
村
祈
祷
帳
」
に
は
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
二
月
の
祭
祀
規

約
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
示
し
て
み
よ
う
。

右
村
祈
祷
等
者
牛
頭
天
王
於
社
内
、
毎
年
二
月
朔
日
ニ
勤
来
申
候

【
中
略
】

一
、 

廻
り
宿
之
儀
者
帳
面
之
通
相
廻
可
被
勤
候
、
尤
其
節
血
忌
・
服
忌
等
有

之
衆
中
ハ
、
次
番
之
衆
へ
相
廻
シ
順
達
ニ
可
被
致
候
、
此
帳
面
末
世
ニ

罷
成
む
し
喰
候
ハ
ヽ
、
御
書
写
し
置
可
然
候
、
以
上

牛
頭
天
王
社
で
疫
癘
除
の
村
祈
祷
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
と
、
祭
祀
の
執
行
方
法
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
祭
祀

規
約
で
は
、「
廻
り
宿
」
の
務
め
方
を
定
め
て
い
る
。
近
年
ま
で
続
い
て
き

た
よ
う
に
、
集
落
内
の
一
軒
が
祭
祀
を
担
当
す
る
ト
ウ
ヤ
制
が
と
ら
れ
て
き

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
帳
面
が
破
損
し
た
場
合
で
も
、
書
き
写

す
様
に
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
は
「
廻
り
宿
」
を
確
認
す
る
う
え
で
、「
廻

り
宿
連
名
記
」
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
内

容
は
宗
教
者
（
地
蔵
院
第
二
十
五
世
・
宥
英
法
印
舜
応
）
が
関
与
し
て
定
め

ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
牛
頭
天
王
宮
「
廻
り
宿
連
名
記
」
は
、
祭
祀
を
担
う
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
と
、
ト
ウ
ヤ
の
順
序
と
を
示
し
た
儀
礼
文
書
と
い
え
る
。
す
る
と
、

山
之
神
講
の
「
順
廻
帳
」
は
、
そ
の
呼
称
か
ら
し
て
も
、
ま
た
内
容
か
ら
し

て
も
、「
廻
り
宿
連
名
記
」
と
同
じ
性
格
の
記
録
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
、「
順
廻
帳
」
は
①
や
②
を
基
礎
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
ト
ウ
ヤ
祭
祀
に
か
か
わ
る
儀
礼
文
書
と
し
て
、
近
年
、
関
東

地
方
の
オ
ビ
シ
ャ
文
書
研
究
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
﹇
水
谷
、
二
〇
一
七
、

水
谷
・
渡
部
編
、
二
〇
一
八
な
ど
﹈。
こ
の
な
か
で
水
谷
は
、
畿
内
・
近
畿

地
方
の
村
落
祭
祀
研
究
の
豊
富
な
蓄
積
に
対
し
、「
関
東
・
東
北
で
は
、
そ

も
そ
も
中
世
は
お
ろ
か
、
近
世
初
期
に
ま
で
遡
る
史
料
自
体
が
極
め
て
稀
で

あ
り
、と
り
わ
け
村
落
や
村
落
祭
祀
に
関
す
る
古
文
書
、記
録
は
近
世
に
至
っ

て
か
ら
の
も
の
さ
え
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
」﹇
水
谷
、

二
〇
一
七
、
五
〇
﹈
と
い
い
、
関
東
地
方
に
残
さ
れ
た
、
オ
ビ
シ
ャ
文
書
の

重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
順
廻
帳
」
の
場
合
、
現
存
す
る
範
囲
は
明
治
初
期
か
ら
で
あ
り
、
歴
史

的
に
遡
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
だ
が
、「
順
廻
帳
」
は
、
少
な
く
と
も
近
世

中
期
か
ら
の
連
続
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
天
王
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講
に
関
し
て
は
近
世
末
か
ら
の
帳
簿
が
残
っ
て
お
り
比
較
研
究
が
可
能
で
あ

る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
順
廻
帳
」
の
内
容
を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に

積
極
的
意
義
が
見
出
せ
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
「
順
廻
帳
」
の
記
載
内
容
に
し
た
が
い
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
分
析
を
行
な
う
。
三
章
で
は
①
②
③
の
内
容
を
も
と
に
、
祭
日
・
講
員
・

費
用
な
ど
祭
祀
の
基
本
構
造
に
つ
い
て
、四
章
で
は
④
祭
祀
規
約
に
つ
い
て
、

五
章
で
は
⑤
そ
の
年
の
記
録
の
う
ち
、
臨
時
祭
礼
の
記
録
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
相
互
に
や
や
重
複
す
る
内
容
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
検
討
を
通
じ
て
、
六
章
で
は
「
順
廻
帳
」
か
ら
み
え
る
村
落
祭
祀
の
変
化

を
整
理
す
る
。

三
、
祭
祀
の
基
本
構
造
の
変
化

（
一
）　

祭
日
お
よ
び
講
員

山
之
神
講
の
祭
日
に
つ
い
て
は
、
山
本
明
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、「
旧
十

月
十
七
日
が
集
り
の
日
で
、
こ
の
日
は
県
下
の
山
神
講
と
共
通
し
て
い
る
」

﹇
山
本
、
一
九
八
八
﹈
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「
順
廻
帳
」
の
記
述
か
ら
祭
日
を
整
理
す
る
と
、
表
3
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
山
本
の
記
し
た
よ
う
に
、
戦
後
の
山
之
神
講
の
祭
日

は
、
旧
暦
十
月
十
七
日
で
ほ
ぼ
一
定
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
戦
後
の
動
向

に
関
し
て
は
、
記
録
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

だ
が
、
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
明
治
期
の
祭
日
は
旧
暦
十

月
末
日
を
基
本
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
期
間
に
は
、
山
之
神

講
は
十
月
十
七
日
に
、ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。

表 3 : 山之神講と祭日

年代

旧暦 新暦

10月 17日 10月晦日 11月 12月

10日～
16日 17日 18日～

24日
25日～

28日
29日
30日

～11月
7日 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

～1890 1 3 8 4 7 6 3

1891～1910 1 2 4 11 2＊1 5 9 6

1911～1930 3＊2 3 6 3 3 3 6 7 2＊3

1931～1950 5＊4 10 3 1 2 3 9 5

1951～1970 17 8 4 5

1971～ 3 14 1 6 5 5

小計 13 44 14 16 18 2 3 20 36 37 11

計 107＊5 107＊5

＊1 : 1894年は、旧 11月 8日開催であるがこちらに含めた（以下同様）。＊2 : 1914年は、旧 10月 7日開催である。
＊3 : 1911年は、新 12月 19日開催である。＊4 : 1941年は、旧 10月 7日開催である。
＊5 : 記載のない 8年間（1883、1913、1920、1946、1955、1965、1969、1980）、および 2月祭礼（1878-1882）を除く。
「順廻帳」をもとに筆者作成
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そ
れ
が
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
、
徐
々
に
旧
十
月
十
七
日
へ

と
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
表
3
か
ら
は
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の
変
化
に

対
応
す
る
よ
う
に
、
明
治
期
ま
で
は
新
暦
に
換
算
す
る
と
、
十
一
月
下
旬
か

ら
十
二
月
中
旬
に
か
け
て
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、時
代
が
下
る
に
つ
れ
、

十
一
月
中
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
へ
と
移
行
し
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

加
え
て
、
全
期
間
を
通
じ
て
、
必
ず
し
も
祭
日
が
固
定
さ
れ
て
い
た
と
は

言
い
切
れ
な
い
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
旧
十
月
末
日
や
旧
十
月
十
七
日
を

中
心
と
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
と
は
い
え
、
そ
れ
以
外
の
日

も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
祭
祀
規
約
に
あ
る
よ
う
に
、忌
服
の
場
合
に
は
、

協
議
の
上
で
祭
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
か
ら
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に

か
け
て
は
、
二
月
に
も
祭
祀
を
行
な
っ
て
い
た
。
祭
日
は
二
月
九
日
・
十
日
・

十
四
日
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
な
ぜ
こ
の
五
ヶ
年
の
み
二
月

に
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
と
な
る
記
載
は
、「
順

廻
帳
」
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
に
祭
祀
の
拡

大
が
模
索
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、「
順
廻
帳
」
の
記
載
か
ら
、
講
員
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
い
き
た
い
。

さ
き
に
、「
順
廻
帳
」
は
、本
来
、講
員
と
当
番
を
記
す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ

た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
表
4
は
、「
順
廻
帳
」
か
ら
講
員
と
当
番
に
か
か

わ
る
記
述
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
講
員
の
氏
名
を
記
す

際
に
ど
の
よ
う
な
表
題
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
当
番
を
ど
の
よ
う

な
名
称
で
記
し
て
い
る
か
を
整
理
し
た
。

表
題
と
し
て
は
、「
順

廻
」
と
い
う
表
記
が
多
数

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。「
順
廻
帳
」
が
、

講
員
の
間
で
、当
番
を〝
順

に
回
し
て
い
く
〞
た
め
に

用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と

は
、
こ
の
点
か
ら
も
明
白

で
あ
る
。

つ
ぎ
に
当
番
の
名
称
と

し
て
は
、
宿
と
当
前
（
当

ま
い
、
当
ま
へ
）
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十

年
代
ま
で
は
、
当
前
と
い

う
言
葉
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
時
代
が
下
る
な
か
で
そ
の
頻
度
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。「
順
廻
帳
」
の
後
段
に
は
、
誰
か
ら
誰
へ
当
番
が
渡

さ
れ
た
か
を
記
す
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
載
方
法
は
変
わ
ら

な
い
が
、
そ
こ
で
当
前
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。

宿
も
当
前
も
当
番
を
指
す
用
語
で
あ
る
が
、
宿
は
空
間
を
、
当
前
は
役
職

を
指
す
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宿
は
ど
の
家
を
当

番
と
し
て
執
行
し
た
か
、
当
前
は
、
誰
か
ら
誰
に
役
職
が
移
っ
た
か
を
記
す

文
脈
で
、
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
見
て
と
れ
る
。

つ
ぎ
に
「
順
廻
帳
」
の
記
載
か
ら
講
員
数
の
変
化
を
み
よ
う
。
講
員
数
の

変
化
は
、
図
1
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
講
員
数
の
最
小
値
は
五
軒
、
最
大

表 4 : 講員・当番にかかわる記載

年代
人名の記載 当番の記載

順廻＊1 記＊2 講人名 なし 当前 宿 なし

～1890 4 2 16 9 2 11

1891～1910 10 8 1 1 20

1911～1930 20 18 2 1

1931～1950 20 14 1 5

1951～1970 20 3 4 15

1971～ 18 5 5 10

小計 92 10 1 17 69 14 42

計 120 125＊3

＊1 : 順廻には、宿廻（1915）・順廻記（1883）を含めた。
＊2 : 記には、キ（1895、1898）・覚（1899）を含めた。
＊3 : 5ヶ年（1915、1956、1957、1971、1972）は、宿・当前ともに記載がある。
「順廻帳」をもとに筆者作成
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値
は
十
軒
で
、
平
均
は
、
七
・

八
九
軒
で
あ
っ
た
。
小
田
代
は

小
集
落
で
あ
り
、
講
も
小
規
模

で
あ
る
。

山
之
神
講
は
、基
本
的
に
は
、

集
落
の
全
戸
が
加
入
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ

が
、
実
際
に
は
数
軒
が
加
入
し

て
い
な
い
時
期
が
あ
る
。
明
治

初
期
か
ら
明
治
十
八
年
ま
で

は
、
集
落
全
戸
が
山
之
神
講
に

属
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
明

治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
か
ら

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
ま
で
は
、
講
員
数
は
全
戸
数
よ
り
二
、
三
軒
少
な

い
状
態
が
続
く
。
な
ぜ
講
を
離
れ
た
家
が
あ
る
の
か
、
記
載
か
ら
は
判
断
が

つ
か
な
い
。
た
だ
、
こ
の
時
期
に
は
、
祭
祀
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
た

し
か
で
あ
る
。

一
方
で
こ
の
講
は
、
新
規
に
講
へ
加
入
す
る
こ
と
に
寛
容
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
戦
後
、
講
員
数
が
増
加
す
る
が
、
こ
の
な
か
に
は
少
な
く
と
も
二
軒

の
移
住
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
移
住
者）

7
（

が
加
入
す
る
際
に
は
、
十
円
か
ら

三
十
円
の
寄
付
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
年
の
各
戸
の
割
り
当
て
の

一
・
六
七
〜
二
・
一
四
倍
に
あ
た
る
金
額
で
あ
る
。

つ
ま
り
、割
当
の
二
倍
程
度
の
金
額
を
寄
付
す
る
こ
と
で
、移
住
者
で
あ
っ

て
も
加
入
で
き
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
移
住
者
が
木
炭
産
業
や
林
業

に
携
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
之
神
講
へ
の
加
入
が
容
易
で
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
し
、
宗
教
講
へ
の
移
住
者
の
加
入
は
容
易
で
あ
る
と
は
い
え

ず
、
川
内
村
内
に
は
、
加
入
さ
せ
な
い
判
断
を
し
た
講
も
あ
っ
た
。

（
二
）　

費
用
負
担
と
購
入
品
目

つ
ぎ
に
祭
祀
に
か
か
わ
る
費
用
負
担
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

山
之
神
講
の
場
合
、
費
用
負
担
は
戸
数
割
で
あ
っ
た
。
か
か
っ
た
費
用
を

加
入
し
て
い
る
成
員
数
で
割
り
、そ
れ
を
各
家
に
割
り
当
て
る
方
式
で
あ
る
。

こ
の
割
り
当
て
に
は
、
忌
服
に
よ
っ
て
参
加
が
で
き
な
い
家
は
、
免
除
な
い

し
、割
引
き
を
受
け
て
い
た
。
明
治
二
十
四（
一
八
九
一
）年
規
約
で
は
、「〔
忌

服
に
よ
っ
て
参
加
で
き
な
い
場
合
に
は
〕
掛
差
金
半
額
ヲ
割
ま
い
と
ス
」
と

あ
り
、
半
額
を
割
り
当
て
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
で
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
の
祭
祀
規
約
で
は
、「〔
忌
服
に
よ
っ

て
〕
出
合
ザ
ル
者
ヘ
ハ
会
費
掛
ザ
ル
コ
ト
」
と
あ
り
、
免
除
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
規
約
に
も
、
同
様
の
規
定
が
あ
り
、

こ
の
規
定
が
長
く
適
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
昭
和
十
六

（
一
九
四
一
）
年
に
は
、「
出
征
ノ
タ
メ
会
ヒ
カ
ケ
ザ
ル
コ
ト
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
出
征
し
た
講
員
に
対
し
て
も
負
担
を
求
め
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
忌
服
や
出
征
と
い
う
本
人
の
意
思
に
依
ら
な
い
欠
席
に
は
、
寛
容
な

措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
集
め
た
金
銭
を
、
山
之
神
講
で
は
、
ど
の
よ
う
な
物

品
の
購
入
に
充
て
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
5
は
、
そ
れ
ら
を
一
覧
表
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
5
か
ら
は
、
購
入
し
た
物
品
が
、
時
代
に
よ
り
大

き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　　図 1 : 講員数の変化



表 5 : 祭祀にあったって購入した物品

年 神酒 豆腐
大型動物 大型鳥類 小動物 食肉

魚 菓子
シカ イノシシ ヤマドリ キジ ウサギ 鶏肉 豚肉

明治 7年 1874 ○ ○
明治 8年 1875 ○ ○
明治 9年 1876 ○ ○ ○
明治 10年 1877 ○ ○ ○
明治 11年 1878 2月 ○ ○ ○ ○
明治 11年 1878 10月 ○ ○ ○ ○
明治 12年 1879 2月 ○ ○ ○
明治 12年 1879 10月 ○ ○ ○
明治 13年 1880 2月 ○ ○ ○
明治 13年 1880 10月 ○ ○
明治 14年 1881 2月 ○ ○ ○ ○
明治 14年 1881 10月 ○ ○ ○
明治 15年 1882 2月 ○ ○ ○
明治 15年 1882 10月 ○ ○ ○
明治 16年 1883 ○ ○ ○
明治 17年 1884 ○ ○
明治 18年 1885 ○ ○
明治 19年 1886 ○ ○
明治 20年 1887 ○ ○
明治 21年 1888 ○ ○
明治 22年 1889 ○ ○
明治 23年 1890 ○ ○
明治 24年 1891 ○ ○ ○ ○
明治 25年 1892 ○ ○ ○
明治 26年 1893 ○ ○ ○ ○
明治 27年 1894 ○ ○ ○
明治 28年 1895 ○ ○ ○
明治 29年 1896 ○ ○ ○
明治 30年 1897 ○ ○
明治 31年 1898 ○ ○ ○
明治 32年 1899 ○ ○ ○
明治 33年 1900 ○ ○
明治 34年 1901 ○ ○
明治 35年 1902 ○ ○
明治 36年 1903 ○ ○ ○
明治 37年 1904 ○ ○
明治 38年 1905 ○ ○
明治 39年 1906 ○ ○
明治 40年 1907 ○ ○
明治 41年 1908 ○ ○
明治 42年 1909 ○ ○
明治 43年 1910 ○ ○
明治 44年 1911 ○ ○
大正元年 1912 ○ ○ ○
大正 2年 1913 ○ ○
大正 3年 1914 ○ ○
大正 4年 1915 △ ○
大正 5年 1916 ○ ○
大正 6年 1917 ○ ○ ○
大正 7年 1918 ○ ○
大正 8年 1919 ○ ○
大正 9年 1920 ○ ○ ○ ○
大正 10年 1921 ○ ○ ○
大正 11年 1922 ○ ○ ○ ○
大正 12年 1923 ○ ○
大正 13年 1924 ○ ○ ○
大正 14年 1925 ○ ○ ○
大正 15年 1926 ○ ○ ○
昭和 2年 1927 ○ ○ ○ ○
昭和 3年 1928 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 4年 1929 ○ ○ ○



年 神酒 豆腐
大型動物 大型鳥類 小動物 食肉

魚 菓子
シカ イノシシ ヤマドリ キジ ウサギ 鶏肉 豚肉

昭和 5年 1930 ○ ○ ○
昭和 6年 1931 ○ ○
昭和 7年 1932 ○ ○ ○ ○
昭和 8年 1933 △ ○ ○ ○
昭和 9年 1934 ○ ○ ○
昭和 10年 1935 ○ ○ ○ ○
昭和 11年 1936 ○ ○ ○ ○
昭和 12年 1937 ○ ○ ○ ○
昭和 13年 1938 ○ ○ ○ ○
昭和 14年 1939 ○ ○ ○
昭和 15年 1940 ○ ○ ○
昭和 16年 1941 ○ ○ ○
昭和 17年 1942 ○ ○ ○
昭和 18年 1943 ○ ○ ○
昭和 19年 1944 ○ ○
昭和 20年 1945 ○ ○ ○
昭和 21年 1946 ○ ○
昭和 22年 1947 ○ ○
昭和 23年 1948 ○ ○ ○
昭和 24年 1949 ○ ○ ○
昭和 25年 1950 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 26年 1951 ○ ○ ○ ○
昭和 27年 1952 ○ ○ ○ ○
昭和 28年 1953 ○ ○ ○ ○
昭和 29年 1954 ○ ○ ○ ○
昭和 30年 1955 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 31年 1956 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 32年 1957 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 33年 1958 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 34年 1959 ○ ○ ○ ○ △ ○
昭和 35年 1960 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 36年 1961 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 37年 1962 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 38年 1963 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 39年 1964 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 40年 1965 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 41年 1966 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 42年 1967 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 43年 1968 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 44年 1969 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 45年 1970 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 46年 1971 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 47年 1972 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 48年 1973 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 49年 1974 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 50年 1975 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 51年 1976 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 52年 1977 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 53年 1978 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 54年 1979 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 55年 1980 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 56年 1981 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 57年 1982 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 58年 1983 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 59年 1984 ○ ○ ○ ○ ○
昭和 60年 1985 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 61年 1986 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 62年 1987 ○ ○ ○ ○ ○ ○
昭和 63年 1988 ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　「順廻帳」をもとに筆者作成
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購
入
さ
れ
た
物
品
は
、大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、

酒
と
豆
腐
で
、
こ
れ
ら
の
物
品
は
必
ず
購
入
さ
れ
た
物
品
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
山
之
神
講
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
の
必
需
品
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。た

だ
酒
は
、明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
か
ら
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）

年
に
か
け
て
、
購
入
さ
れ
て
い
な
い
時
期
が
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
当
番
が

酒
を
自
家
醸
造
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
祭
祀
規
約
の
と
こ
ろ

で
再
度
ふ
れ
る
が
、
明
治
中
期
ま
で
は
、
当
番
が
自
家
醸
造
す
る
こ
と
が
多

く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
は
鳥
獣
で
、
こ
れ
に
は
時
代
に
よ
り
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
明
治
中

期
ま
で
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
山
の
神
祭
祀
に
あ
っ
て
、
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
中
期
以
降
に
な
る
と
、
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
に
か
わ
っ
て
、
ヤ
マ
ド
リ
・
キ
ジ
・
ウ
サ
ギ
と
い
っ
た
鳥
獣
が

購
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
ヤ
マ
ド
リ
・
キ
ジ
・

ウ
サ
ギ
と
い
っ
た
鳥
獣
は
、
身
近
な
里
山
に
暮
ら
す
生
き
物
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
は
、
こ
う
し
た
野
生
動
物
で
は
な
く
、
鶏
肉

や
豚
肉
が
購
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
次
章
に
記
す
、
山
追
い

行
事
と
も
、
深
く
か
か
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
は
、
魚
や
菓
子
と
い
っ
た
、
付
加
的
な
物
品
で
あ
る
。
魚
や
菓
子
は
、

毎
年
き
ま
っ
て
購
入
さ
れ
る
物
品
で
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
菓
子
は
明
治
・

大
正
期
に
は
ま
っ
た
く
購
入
さ
れ
て
い
な
い
。
魚
に
関
し
て
は
、
同
時
期
に

は
、
タ
コ
や
イ
ワ
シ
が
時
お
り
購
入
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
頃
か
ら
、
魚
や
菓
子
を
毎
年
購
入
す
る
よ
う
に

な
っ
て
ゆ
く
。
も
っ
と
も
戦
時
中
は
こ
れ
ら
の
物
品
を
購
入
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
戦
後
、
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
以
降
は
、
つ
ね
に
購
入

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
く
に
魚
代
は
経
費
の
半
額
を
占
め
る
規
模
に
な

る
ま
で
膨
ら
む
。
つ
ま
り
、
身
近
な
里
山
の
鳥
獣
を
山
の
神
へ
の
祭
祀
で
用

い
る
形
式
か
ら
、
肉
や
魚
（
海
魚
）、
菓
子
と
い
っ
た
、
地
元
で
は
手
に
入

ら
な
い
品
を
購
入
す
る
形
式
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
購
入
物
品
の
変
化
は
、
お
そ
ら
く
、
山
之
神
講
の
性
格
の
変
化
を

示
す
の
だ
ろ
う
。
祭
祀
そ
の
も
の
よ
り
も
、
徐
々
に
親
睦
を
目
的
と
す
る
も

の
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
祭
祀
規
約
に
み
る
儀
礼
の
実
態

（
一
）　

祭
祀
規
約
の
記
載

百
二
十
回
の
記
述
の
う
ち
、
祭
祀
規
約
が
登
場
す
る
の
は
六
十
八
回
で
あ

る
。
た
だ
そ
の
う
ち
、
約
半
数
の
三
十
二
回
は
、「
規
約
例
年
の
通
り
」「
規

約
例
年
ニ
同
ジ
」
と
い
っ
た
規
約
に
変
更
点
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
も
の

に
過
ぎ
な
い
。
残
る
三
十
六
回
が
規
約
の
全
文
を
記
載
す
る
か
、あ
る
い
は
、

規
約
の
変
更
点
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
（
表
6
参
照
）。

つ
ま
り
、
規
約
が
書
か
れ
な
い
年
も
多
く
、
規
約
が
書
か
れ
る
場
合
で
も

変
更
点
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
に
と
ど
ま
る
記
述
も
多
い
。
だ
が
そ
れ
で

も
、
重
要
な
変
更
点
は
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
注
目
し
て
祭
祀
の
変

化
を
と
ら
え
て
み
よ
う
。

も
っ
と
も
古
い
規
約
は
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
も
の
で
、
直
会

に
用
い
る
米
を
持
参
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。「
右
一
飯
ニ
付
五
合
宛
時（

持
）

参
致
へ
き
事
、此
規
則
ハ
志
賀
松
之
助
様
当
前
ヨ
リ
相
定
め
候
也
」
と
あ
る
。



表 6 : 山之神講の祭祀規約
年 名称 内容

明治 23年 1890 右一飯ニ付五合宛時（持）参致へき事、此規則ハ志賀松之助様当前ヨリ相定め候也

明治 24年 1891 一、酒料ハ其年ノ米相場ヲ以テ御勘定致スヘキ事。一、山神定日之義ハ一昼夜ニ付、飯米ハ二飯やと持ニ相
定メ。一、由ヒ々シ差合等有之節者、此掛差金半額ヲ割まいとス。

明治 26年 1893 酒料ハ其年之米相場ヲ以テ御勘定可致候事。山之神定日之儀者二日一ト夜ニ限ル。飯米ハ三度やと持とス。

明治 27年 1894 山之神
規約

山之神規約之儀ハ左ノ如ク、酒料ハ其年ノ米相場ヲ以テ御勘定可致候事。山之神定日ハ二日一夜ニ限ル。
飯米ハ三度やと持ト定メ、若シ差合等在之候節ハ、仲間談事之上祭日ヲ定ムルコト。

明治 28年 1895 山之神
規約

一、山之神規約之義ハ左之如ク、酒料者其年の米相場ヲ以テ御勘定可致候事。山之神祭日者二日二夜に限り、
飯米者四度やと持とす。若シ差合等有之候節者、仲間談事之上祭日を相定メ可申候事。

明治 29年 1896 山之神
規約

一、山之神規約之儀者、左之通リ定メ候事
一、神社祭日者二日二夜ニ限リ候事。一、飯米ハ四度家宿持トス。一、御神酒代ハ其年の米相場ヲ以定むべ
き事。一、加名者之内差合等有之節ハ、中間協儀之上祭日を定むべし。右之通り相定メ候也

明治 30年 1897 山之神取
極メ之事

酒代者其年之米相場ヲ以御勘定可仕候事、祭日者二日二夜ニ限リ、飯米者四度宿持とス。
差合等有之候節者、仲間談事之上祭日を定む可き候事。

明治 31年 1898 山之神取
極メ之事

一、酒代ハ其年ノ米相場ヲ以テ御勘定可仕候事。一、祭日ハ二日二夜ニ限リ、一、飯米者四度宿持トス。
一、仲間にて差合等有之節ハ、談事之上祭日を定むべき事。

明治 32年 1899 山神規約 一、酒代濁酒之節者、其年の米相場にて御勘定可仕候、一、祭日者二日二夜ニ限リ、飯米者四度宿持トス。
一、仲間にて差合等有之候節者、談事之上祭日を定む事。

明治 33年 1900 規約 一、祭日者二日二夜ニ限リ、飯米者四度宿持トス。一、山神連中ニ而差合等有之候節ハ、談事之上祭日を定
むへき事。

明治 34年 1901 規約 一、祭典ハ二日二夜ニ限リ、飯米者四度宿持トス。一、山神連中ニテ差合等有之候節ハ、談事之上祭日ヲ定
ヘキ事。一、連中ニテ二日山追致シ、山鳥三羽狩猟アリ

明治 35年 1902 規約 例年ニ相かはらず候、本年寅之不作ニ付、飯米者壱度宿持とす。仲間ニテ山追半日致シ、山鳥二羽狩猟あり。

明治 36年 1903 規約 一、祭典ハ二日二夜ニ限リ、飯米者四度宿持とす。一、仲間ニテ差合等有之候節ハ、談事之上祭日定ムベキ事。
一、仲間ニテ二日山追致、山鳥五羽・鴨壱羽狩猟アリ。

明治 37年 1904 規約
一、祭典ハ二日二夜ニ限リ、米ハ四度宿持とす。一、仲間ニテ差合等有之候節ハ、談事之上祭日ヲ定ムルコト。
一、仲間ニテ壱日半山追いたし、漸ク兔壱羽狩猟アリ。又堂小屋菅波酉治氏ヨリ、御祝儀トシテ清酒壱升被下、
皆目出度相済ス。

明治 38年 1905 規約 本年は不作ニ付、飯米者壱度宿持とす。一、仲間に而山追壱日致、兔壱羽狩猟あり。本日ノ狩猟仲間、宿ヲ
除クノ外六名。一、仲間にて差 合等有之節者、談事之上祭日定むべき事

明治 39年 1906 規約
本年半作ニ付、飯米ハ弐度宿持トス。一、本年ヨリ規約改正シテ、飯米ハ弐度宿持トス。一、仲間ニテ差合
有之出合ザル節ハ、談事ノ上祭日ヲ定ムル事。一、仲間ニテ山追壱日致シ、山鳥弐羽・青ジ壱羽・ミヽヅク
壱羽狩猟あり。

明治 40年 1907 規約 祭典ハ改正ノ通リ壱日一夜限リ。飯米ハ二度宿持トス。一、仲間ニテ差合等有之出合ザル節ハ、談事ノ上祭
日ヲ定ルコト。一、仲間ニテ山追二日致シ、山鳥一羽・兔二羽・バンドリ小三羽狩猟アリ。

明治 41年 1908 規約 祭典ハ改正ノ通リ壱日一夜限リ、飯米ハ二度宿持トス。一、仲間ニテ差合等有之出合ザル節ハ、談事ノ上祭
日ヲ定ルコト。一、仲間ニテ山追壱日致シ、（キジ）壱羽・兔三羽狩猟あり。

明治 42年 1909 規約 祭典ハ列（例）年ノ通リ、壱日一夜限リ。飯米ハ二度宿持トス。一、仲間ニテ差合等有之出合ザル節ハ、談
事ノ上祭日ヲ定ルコト。一、仲間ニテ山追壱日致シ、兔三羽狩猟アリ。

明治 43年 1910 祭典ハ列（例）年ノ通リ、壱日一夜限リ。飯米ハ二度宿持トス。一、仲間ニテ差合等有之出合ザル節ハ、談
事ノ上祭日ヲ定ルコト。一、仲間ニテ山追二日致シ、山鳥一羽・兔壱羽・カケス一羽・ミミツク一羽狩猟アリ。

大正 2年 1913 規約
一、祭典ハ一日一夜夜ニ限リ、飯米ハ弐度宿持トス。一、仲間（氏子）ニテ差合等有之候節ハ、談事ノ上祭
日ヲ定ムルモ差閊ナキ事。但シ出合ザル者ヘハ会費掛ザルコト。一、連中ニテ山追一日致シ、兔三羽及ケ一・
リ一ノ狩猟アリ。

大正 3年 1914 規約 一、例年之通り。祭典ハ壱日壱夜ニ限リ、飯米ハ弐度宿持トス。

大正 4年 1915 規約 一、祭典ハ壱日壱夜ニ限リ、飯米ハ弐度宿持トス。一、氏子ニテ（連名）差合等有之候節ハ、談事ノ上祭日
ヲ定ムルモ差閊ナキ事。一、出会ザル者ヘハ会費掛ザル事。

大正 9年 1920 規約 一、祭典ニ付、飯米ハ宿持。一、祭日ハ一日一夜ニ限ル。一、連中ニテ差合等有之、出会セザル者ヘハ会費
掛ザルコト。一、差合等有之候節ハ、談事ノ上祭日ヲ定ムルコト。但シ祭日ハ十月中ニ祭典執行ノコト。

大正 10年 1921 規約
一、祭典ニ付飯米ハ二度宿持トス。一、祭日ハ一日一夜ニ限ル。一、連中ニテ差合等有之、出合ハザル者ヘ
ハ会費掛ザルコト。一、差合等有之候節ハ、談事ノ上祭日ヲ定ムルコト。但シ祭日ハ旧十月中ニ祭典執行ノ
コト。

大正 11年 1922 きやく 一、祭典に付飯米は二度宿持とす。一、祭日は一日一夜に限る。一、連中にて差合等有之、出合はざる者ニ
は会費掛ざる事。一、差合等有之候節者、談事の上祭日を定むる事。但シ祭日者旧拾月中に祭典執行の事。

大正 15年 1926 規約 一、祭典ニ付飯米ハ二度宿持トス。一、祭典ハ一日一夜ニ限ル。一、連中ニテ差合等有之、出合ザル者ニハ
会費掛ザル事。一、差合等有之節ハ、談事ノ祭日ヲ定ムル事。但シ祭典ハ旧拾月中ニ執行ノ事。

昭和 5年 1930 本年ヨリ当前前後ニテ世話スルコトニ定ム。

昭和 21年 1946 規約 一、祭典ニ付飯米ハ二度宿持トス。一、祭典ハ一日一夜ニ限ル。一、連中ニテ差合等有之、出合ハザル者ヘ
ハ会費掛ケザルコト。一、差合等有之節ハ、談事ノ上祭日ヲ定ムルコト。但シ祭典日ハ旧十月中ニ執行ノコト。

昭和 23年 1948 今回ノ申合セデ、以後豆腐ハ壱箱トスルコト。

昭和 27年 1952 昭和二十三年度ノ申合セニヨリ、豆腐ハ壱箱トスルコト。

昭和 29年 1954 規約 一、来年度ヨリ山追ハ一時中止スルコトニ申合セスル。一、祭日ノ世話ハ宿ノ後光ニテスルコト。

昭和 30年 1955 一、前年の申合により山追はやらず。一、祭日の世話は宿の後光にてスル。

昭和 31年 1956 規約 一、祭典は一日とし、飯米は弐度宿持とす。一、祭典は旧十月十七日とするが、差合等有之場合は、談合の
上祭典日を決することを得。一、連中にて差合等有之出会せざる者へは、会費掛ざること。

昭和 46年 1971 規約 一、祭典は一日とし、飯米は弐度宿持とす。一、祭典は旧十月十七日とするも、差合等有之場合は、談合の
上祭典日を決することを得。一、氏子にて差合等有之出会せざる者へは、会費かけざること。

昭和 60年 1985 規約
一、祭典は旧暦十月十七日とし、宿は順廻りとし、二回の食事は宿持とし、費用は頭割とす。一、出会せざ
る者へも割当てること。一、祭典の十七日前の日曜日を祭日日と決定し、宿に都合ある場合は後日日曜日と
する。一、八雲神社祭日は、二月第一日曜日と決定する。

「順廻帳」をもとに筆者作成
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共
食
す
る
米
を
各
家
が
持
参
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
規
則
で
あ
る
。
だ
が
、

翌
年
に
な
る
と
、
米
は
宿
が
負
担
す
べ
き
も
の
と
し
て
改
め
ら
れ
て
い
る
。

規
約
の
形
式
が
整
う
の
は
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
の
規
約
で
あ

る
。

　
　
　

山
之
神
規
約
之
儀
者
、
左
之
通
リ
定
メ
候
事

一
、
神
社
祭
日
者
二
日
二
夜
ニ
限
リ
候
事

一
、
飯
米
ハ
四
度
家
宿
持
ト
ス

一
、
御
神
酒
代
ハ
其
年
の
米
相
場
ヲ
以
定
む
べ
き
事

一
、
加
名
者
之
内
差
合
等
有
之
節
ハ
、
中
間
協
儀
之
上
祭
日
を
定
む
べ
し

　

右
之
通
り
相
定
メ
候
也

こ
の
よ
う
に
、
山
之
神
講
規
約
は
、
祭
日
の
規
定
（
第
一
条
）、
費
用
負

担
に
関
す
る
規
定
（
第
二
条
・
第
三
条
）、そ
し
て
、忌
服
に
関
す
る
規
定
（
第

四
条
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
以
降
も
ほ
ぼ
変
わ
る
こ
と
な
く
、
た
と
え
ば
、
昭
和

四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
の
規
約
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

規
約

一
、
祭
典
は
一
日
と
し
、
飯
米
は
弐
度
宿
持
と
す

一
、 

祭
典
は
旧
十
月
十
七
日
と
す
る
も
、
差
合
等
有
之
場
合
は
、
談
合
の
上

祭
典
日
を
決
す
る
こ
と
を
得

一
、
氏
子
に
て
差
合
等
有
之
出
会
せ
ざ
る
者
へ
は
、
会
費
か
け
ざ
る
こ
と

　

以
上

順
序
が
入
れ
替
わ
っ
た
り
、条
文
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
が
、

や
は
り
祭
日
の
規
定
（
第
二
条
）、
費
用
負
担
に
関
す
る
規
定
（
第
一
条
・

第
三
条
）、
忌
服
に
関
す
る
規
定
（
第
二
条
・
第
三
条
）
か
ら
成
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）　

規
約
内
容
の
変
化

こ
の
祭
祀
規
約
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
変
化
が
四
つ
あ
る
。
そ
れ

ら
を
順
に
整
理
し
て
ゆ
こ
う
。

第
一
に
、
祭
日
の
変
化
で
あ
る
。
祭
祀
に
か
か
る
日
数
に
つ
い
て
、
明
治

二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
時
点
で
は
、「
山
神
定
日
之
義
ハ
一
昼
夜
」
と
あ
る
。

こ
れ
が
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
に
は
、「
山
之
神
定
日
之
儀
者
二
日

一
ト
夜
」
と
な
り
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に
は
、「
山
之
神
祭
日

者
二
日
二
夜
」
と
増
加
し
て
ゆ
く
。

こ
の
よ
う
な
祭
日
の
拡
大
傾
向
は
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
〜
明
治

十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
か
け
て
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
は
成
文
規
約
が

書
か
れ
て
い
な
い
が
、
十
月
と
二
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
祭
祀
が
行
な
わ
れ

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
な
る

と
、
従
前
通
り
、
十
月
の
一
回
に
戻
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
明
治
中
期
ご
ろ
は
、
祭
日
の
拡
大
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
米

を
中
心
と
し
て
、
祭
祀
に
か
か
る
食
事
は
宿
が
負
担
す
る
と
定
め
ら
れ
て

い
っ
た
こ
と
は
先
に
ふ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
日
数
の
増
加
は
、
宿
の
負
担
増

に
つ
な
が
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

明
治
後
期
に
な
る
と
、
一
転
し
て
、
祭
日
は
一
日
一
夜
に
限
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
の
改
正
で
は
、「
祭
典
ハ
改
正
ノ



東北学院大学論集　歴史と文化　第 63号

17（　 ）

通
リ
壱
日
一
夜
限
リ
」
と
定
め
ら
れ
た
。
前
年
が
不
作
、
前
々
年
が
半
作
と

記
さ
れ
て
お
り
、
負
担
の
大
き
さ
が
自
覚
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
と

え
ば
、
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
規
約
に
は
、「
本
年
は
不
作
ニ
付
、

飯
米
者
壱
度
宿
持
と
す
」
と
あ
り
、四
回
の
負
担
を
一
度
に
限
定
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
四
十
年
以
降
、
一
日
一
夜
が
祭
日
で
あ
り
、
二
度
の

食
事
を
宿
が
負
担
す
る
と
形
が
定
ま
っ
て
い
っ
た
。

第
二
に
、
宿
の
負
担
と
関
連
す
る
が
、
御
神
酒
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

先
に
示
し
た
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
規
約
に
、「
一
、
御
神
酒
代
ハ

其
年
の
米
相
場
ヲ
以
定
む
べ
き
事
」
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
宿

が
酒
を
造
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
み
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
規
約
に
は
、「
一
、
酒
代

濁
酒
之
節
者
、
其
年
の
米
相
場
に
て
御
勘
定
可
仕
候
」
と
あ
る
。
宿
が
濁
酒

を
造
り
用
意
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
か
か
っ
た
米
代
を
、
米
相
場
を
も
と

に
負
担
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
清
酒
を
購
入
し
た
場
合
は
、
経
費
の

精
算
が
容
易
で
あ
る
が
、
造
酒
の
場
合
は
、
経
費
を
ど
の
よ
う
に
精
算
す
る

か
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
応
す
る
規
定
で

あ
る
。
じ
つ
は
、
こ
の
明
治
三
十
二
年
規
約
が
、
宿
の
造
酒
に
関
す
る
最
後

の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
は
、
清
酒
を
購
入
す
る
形
に
変
化
し
た
と
み
ら

れ
る
。

自
家
醸
造
の
濁
酒
か
ら
、
清
酒
の
購
入
へ
の
変
化
に
関
し
、
見
逃
す
こ
と

が
で
き
な
い
政
策
的
動
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
年
に
自
家
用
酒
税
法
が
廃

止
さ
れ
、
さ
ら
に
自
家
醸
造
の
全
面
禁
止
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
﹇
日

本
の
食
生
活
全
集
宮
城
編
集
委
員
会
編
、
一
九
九
〇
﹈。
福
島
県
は
比
較
的

少
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
東
北
地
方
で
は
、
自
家
醸
造
に
対
す
る
厳
し
い
摘

発
が
行
な
わ
れ
た
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
ま
で
の
二
十
年
間
に
、

六
万
六
九
四
件
が
摘
発
さ
れ
て
い
る
﹇
内
薗
、
一
九
七
八
﹈。
こ
の
よ
う
な

政
策
的
動
向
を
受
け
、
当
番
が
酒
を
造
る
慣
習
も
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

第
三
に
、
祭
祀
主
体
と
な
る
当
番
の
負
担
軽
減
が
模
索
さ
れ
て
ゆ
く
。
昭

和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
は
、「
本
年
ヨ
リ
当
前
前
後
ニ
テ
世
話
ス
ル
コ
ト

ニ
定
ム
」
と
あ
り
、
当
番
の
両
隣
家
が
手
伝
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
・
三
十
（
一
九
五
五
）
年
規
約
に
は
、「
一
、

祭
日
ノ
世
話
ハ
宿
ノ
後
光
ニ
テ
ス
ル
コ
ト
」
と
あ
る
が
、「
後
光
」
が
何
を

意
味
す
る
か
定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
、
当
番
の
補
助
を
う
た
う
規

定
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
補
助
に
加
え
て
、
祭
日
も
当
番
の
負
担
を
軽
減
す
る
方
向
が
模

索
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
規
約
で
は
、「
一
、
祭
典
の

十
七
日
前
の
日
曜
日
を
祭
日
日
と
決
定
し
、
宿
に
都
合
あ
る
場
合

0

0

0

0

0

0

0

0

は
後
日
日

曜
日
と
す
る
」
と
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
講
員
に
忌
服
が
あ
る
場
合
は
、
祭
日

を
変
え
る
と
い
う
規
定
で
あ
っ
た
が
、
当
番
の
都
合
に
合
わ
せ
る
形
に
変
更

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
表
3
に
示
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
む

し
ろ
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
、
祭
日
が
旧
十
月
十
七
日
に
固
定
化
さ
れ
て
い
っ

た
事
実
に
対
応
し
て
い
る
。祭
日
が
固
定
化
さ
れ
た
た
め
に
不
都
合
が
生
じ
、

規
定
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
規
定
以
降
は
、

旧
十
月
十
七
日
の
当
日
で
は
な
く
、
近
い
日
取
り
が
設
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
第
一
か
ら
第
三
の
変
化
は
、山
之
神
講
が
当
番
と
な
る
家（
当

前
・
宿
）
が
祭
祀
を
担
う
ト
ウ
ヤ
祭
祀
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
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る
。
明
治
中
期
の
祭
日
拡
大
の
要
求
と
、
当
番
の
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
み

る
な
か
か
ら
、
祭
日
は
「
一
昼
夜
」
に
限
る
も
の
と
定
ま
っ
た
。
ま
た
、
こ

の
時
期
ま
で
は
、当
番
が
濁
酒
を
用
意
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

政
策
的
動
向
と
も
関
係
し
な
が
ら
、
清
酒
の
購
入
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
昭

和
に
入
る
と
、
宿
の
負
担
軽
減
が
模
索
さ
れ
、
隣
家
の
補
助
を
規
定
す
る
に

至
っ
た
。
ま
た
昭
和
末
期
に
な
る
と
、
当
番
の
都
合
で
祭
日
を
変
更
で
き
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

（
三
）　

山
追
い
行
事

第
四
の
変
化
は
、
山
追
い
で
あ
る
。
山
追
い
と
は
、「
講
日
が
来
る
と
全

員
で
山
へ
入
っ
て
、
雉
、
山
鳥
、
兎
な
ど
、
見
つ
け
次
第
狩
っ
て
来
る
」
し

き
た
り
で
あ
り
、「
そ
れ
を
肴
に
料
理
し
て
酒
を
飲
ん
だ
」﹇
山
本
、

一
九
八
八
﹈
と
い
う
。

明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
規
約
を
初
出
と
し
て
、
規
定
の
な
か
に
、

山
追
い
に
関
す
る
記
事
が
書
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
記
述
は
、
山

追
い
に
関
す
る
規
約
で
は
な
く
、
そ
の
年
の
、
山
追
い
の
成
果
が
規
約
の
欄

に
書
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

規
約

一
、
祭
典
ハ
二
日
二
夜
ニ
限
リ
、
飯
米
者
四
度
宿
持
ト
ス

一
、
山
神
連
中
ニ
テ
差
合
等
有
之
候
節
ハ
、
談
事
之
上
祭
日
ヲ
定
ヘ
キ
事

一
、
連
中
ニ
テ
二
日
山
追
致
シ
、
山
鳥
三
羽
狩
猟
ア
リ

あ
え
て
規
約
に
山
追
い
の
成
果
が
書
き
込
ま
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は
、

山
の
神
祭
祀
に
お
け
る
山
追
い
行
事
の
重
要
性
を
示
す
の
で
あ
ろ
う）

8
（

。
や
が

て
、
山
追
い
の
成
果
は
、
規
約
欄
で
は
な
く
、
そ
の
年
の
出
来
事
と
し
て
独

立
し
て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

山
追
い
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
約
に
先
だ
つ
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）

年
に
、
初
め
て
山
追
い
の
記
事
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
後
も
継
続
的
に
記
録

さ
れ
て
い
っ
た
が
、
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
規
約
に
お
い
て
、「
本

年
度
ヨ
リ
山
追
ハ
一
時
中
止
ス
ル
コ
ト
ニ
申
合
セ
ス
ル
」
と
中
止
が
宣
言
さ

れ
て
い
る
。
翌
三
十
年
に
は
、
前
年
の
申
合
せ
に
従
い
実
際
に
中
止
し
た
旨

が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
毎
年
の
成
果
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
表

7
の
よ
う
に
な
る
。
か
つ
て
は
祭
祀
に
合
わ
せ
て
、
山
か
ら
多
様
な
鳥
獣
を

捕
獲
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

こ
の
山
追
い
と
い
う
行
事
も
、
政
策
的
動
向
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
消

え
て
い
っ
た
と
い
う
。「〔
か
つ
て
は
〕
地
区
に
狩
猟
免
許
を
と
っ
た
者
が
一

人
で
も
い
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
、
タ
マ
を
分
け
あ
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
鉄
砲
を
持
っ
て
出
か
け
た
。
そ
の
ほ
か
の
者
は
勢
子

に
加
っ
た
り
、
川
で
魚
と
り
を
し
た
り
し
た
。
…
し
か
し
戦
後
に
な
る
と
鳥

獣
類
が
減
少
し
て
来
て
、
…
免
許
も
や
か
ま
し
く
な
っ
て
来
た
の
で
、
昭
和

二（
二
十
九
年
）

十
七
年
に
は
旧
来
の
慣
行
を
や
め
て
、
そ
の
代
り
に
経
費
を
出
し
合
し
て

豚
肉
な
ど
を
買
っ
て
来
て
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
」﹇
山
本
、
一
九
八
八
﹈。

購
入
物
品
で
み
た
よ
う
に
、
山
追
い
が
失
わ
れ
た
あ
と
も
、
昭
和
三
十
年

代
は
キ
ジ
や
ヤ
マ
ド
リ
が
購
入
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
豚
肉
や
鶏
肉
、
そ
し

て
魚
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
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五
、
臨
時
祭
礼
の
記
録
と
姿

（
一
）　
「
順
廻
帳
」
に
綴
じ
ら
れ
た
史
料

「
順
廻
帳
」
に
は
、
そ
の
年
に
起
き
た
出
来
事
が
記
録
さ
れ
て
い
っ
た
。

時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
内
容
は
豊
富
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
毎

年
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
八
雲
神
社
の
「
人
名
帳
」
と
合
わ
せ
、
今
後
分
析

し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

じ
つ
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
記
録
が
、「
順
廻
帳
」
に
は
、
も
う
ひ
と
つ

残
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
、
昭
和
十
二
年
、
昭
和
十
五
年
、
昭
和
三
十
九

年
、昭
和
四
十
三
年
と
、五
度
の
臨
時
祭
礼
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
順

廻
帳
」
の
最
後
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

記
録
さ
れ
た
臨
時
祭
礼
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
そ
れ
は
す
な

わ
ち
、
小
田
代
と
い
う
集
落
に
と
っ
て
の
臨
時
祭
礼
（
＝
内
的
世
界
の
臨
時

祭
礼
）
と
、
川
内
村
や
全
体
社
会
に
と
っ
て
の
行
事
に
合
わ
せ
た
臨
時
祭
礼

（
＝
外
的
世
界
と
か
か
わ
る
臨
時
祭
礼
）
で
あ
る
。

前
者
は
、
昭
和
十
二
年
の
山
津
見
神
社
移
転
祭
、
お
よ
び
昭
和
三
十
九
年

の
遷
宮
祭
が
該
当
す
る
。
後
者
に
は
、
大
正
八
年
の
神
饌
幣
帛
料
供
進
指
定

記
念
祭
、 

昭
和
十
五
年
の
紀
元
二
千
六
百
年
祭
、
昭
和
四
十
三
年
の
明
治
百

年
祭
が
該
当
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
順
を
追
っ
て
検
討
し
よ
う
。

（
二
）　

内
的
世
界
の
臨
時
祭
礼

二
つ
の
内
的
世
界
の
臨
時
祭
礼
の
う
ち
、
昭
和
十
二
年
の
祭
礼
は
、
神
社

の
移
転
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
移
転
の
理
由
は
、
境
内
地
に
危
険
が
あ
る

た
め
に
実
施
さ
れ
た
。「
昭
和
十
二
年
七
月
ニ
至
リ
、
小
田
代
大
山
津
見
神

社
ノ
境
内
、
松
樅
等
数
年
前
ヨ
リ
枯
レ
、
石
段
ハ
其
形
ナ
ク
崩
レ
、
之
ガ
暴

風
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
根
ヨ
リ
倒
ル
ヽ
ハ
勿
論
、人
家
ニ
モ
及
ス
恐
レ
ア
ル
為
メ
、

山
神
尊
ヲ
他
ニ
御
移
シ
ス
ル
事
ヲ
小
田
代
氏
子
一
決
シ
」
た
と
あ
る
。
移
転

先
は
、「
調
査
ノ
上
、金
比
羅
神
社
々
宅
ニ
御
移
シ
ス
ル
事
」
と
し
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
神
社
の
移
転
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
祭
礼
も
盛
大

に
行
な
わ
れ
た
。「
旧
六
月
十
五
日
ヲ
以
テ
遷
宮
式
ヲ
挙
行
シ
、
神
職
ヲ
招

聘
シ
、
又
石
出
シ
手
伝
及
部
落
ノ
年
老
者
等
ヲ
招
キ
、
女
衆
ノ
手
伝
ニ
テ
撒

餅
ヲ
シ
、
盛
大
ナ
ル
遷
宮
式
ヲ
挙
行
後
、
区
長
志
賀
喜
義
氏
宅
ニ
テ
夜
ノ
九

時
頃
迄
大
宴
会
ア
リ
」。

昭
和
三
十
九
年
の
臨
時
祭
礼
は
、
落
雷
に
よ
り
金
刀
比
羅
社
と
山
神
社
の

社
殿
が
損
傷
し
、
修
復
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。「
落
雷
の
た
め
、
境

内
の
松
立
木
二
本
を
損
傷
し
、
つ
い
で
雨
屋
の
柱
二
本
、
及
び
ツ
カ
等
を
裂

傷
せ
し
た
め
、
こ
れ
が
修
理
に
右
赤
松
を
売
却
す
べ
く
、
氏
子
総
出
で
伐
採

搬
出
に
当
り
、
屋
曲
り
を
ス
ジ
カ
イ
を
入
足
し
て
直
し
、
周
囲
の
雨
す
ぶ
き

を
防
ぐ
た
め
、
三
方
を
ト
タ
ン
張
と
な
し
た
り
」。

山
の
神
の
祭
祀
と
、
二
つ
の
神
社
の
遷
宮
と
を
合
わ
せ
て
盛
大
に
行
な
っ

た
。「
た
ま
た
ま
山
ノ
神
講
の
祭
典
を
期
し
、
宮
司
久
保
田
税
氏
を
招
聘
し
、

遷
宮
せ
り
。
当
日
部
落
の
古
老
連
も
招
待
し
、
宿
に
於
い
て
は
婦
人
達
も
総

出
で
投
餅
を
作
り
、
あ
ん
こ
餅
を
馳
走
し
、
盛
大
裡
に
散
会
せ
り
」。

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
臨
時
祭
礼
は
、
神
社
の
移
転
や
修
復
に
伴
う
臨
時
祭

礼
で
あ
り
、
通
常
の
よ
う
に
、
男
性
の
講
員
だ
け
が
祭
祀
を
担
う
か
た
ち
で

は
な
く
、
集
落
を
あ
げ
て
祭
礼
が
執
り
行
な
わ
れ
た
。



表 7： 山追いで捕えた鳥獣

年＊1

大型の鳥類 小動物 小型の鳥類
ヤ
マ
ド
リ

キ

ジ

タ

カ

ウ
サ
ギ

木
ネ
ズ
ミ

リ

ス

バ
ン
ド
リ

イ
タ
チ

カ
ケ
ス

ス
ズ
メ

ハ

ト

チ
ョ
ウ
マ

ツ
グ
ミ

カ

モ

ミ
ミ
ズ
ク

キ
ツ
ツ
キ

シ

ギ

フ
ク
ロ
ウ

ヒ
ヨ
ド
リ

ア
オ
ジ

小

鳥
明治 27年 1894
明治 28年 1895 2
明治 29年 1896 1
明治 30年 1897 1
明治 32年 1899 2
明治 33年 1900 6
明治 34年 1901 3
明治 35年 1902 2
明治 36年 1903 5 1
明治 37年 1904 1
明治 38年 1905 1
明治 39年 1906 2 1 1
明治 40年 1907 1 2 3
明治 41年 1908 1 3
明治 42年 1909 3
明治 43年 1910 1 1 1 1
明治 44年 1911 2 2 1 1
大正 2年 1913 3
大正 3年 1914 2
大正 4年 1915 3
大正 5年 1916 1
大正 6年 1917
大正 7年 1918 1 1 1
大正 8年 1919 1 1
大正 9年 1920 1
大正 10年 1921 4
大正 11年 1922 1
大正 12年 1923 1 1 1
大正 13年 1924 1
大正 14年 1925
大正 15年 1926 1
昭和 2年 1927 1
昭和 3年 1928 1
昭和 4年 1929 3
昭和 6年 1931 1 1
昭和 7年 1932 2
昭和 8年 1933
昭和 9年 1934 1 1 4
昭和 10年 1935 1 4
昭和 11年 1936 2 4
昭和 13年 1938 2 1 1
昭和 16年 1941 1 1
昭和 17年 1942 1 1 1 2
昭和 18年 1943 1 1
昭和 19年 1944 1
昭和 20年 1945 1 4 1 1
昭和 21年 1946 2 1
昭和 22年 1947 1 1 1 12 1 1
昭和 23年 1948 1 2 1 2 1 1
昭和 24年 1949 2 1
昭和 26年 1951 1 2 1
昭和 27年 1952 1 1
昭和 28年 1953 3 1
昭和 29年 1954 1 1
計 43 8 2 33 4 3 1 14 12 5 5 3 3 2 1 1 1 1 23
＊1 : 1898年、1912年、1930年、1937年、1939年、1940年は山追いの記載がない。1950年は中止となった。
「順廻帳」をもとに筆者作成
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（
三
）　

外
的
世
界
と
か
か
わ
る
臨
時
祭
礼

三
つ
の
臨
時
祭
礼
は
、
郷
社
諏
訪
神
社
か
ら
御
神
幸
が
あ
っ
た
記
録
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
川
内
村
あ
げ
て
の
祝
典
に
際
し
て
、
諏
訪
神
社
か
ら
神
輿

を
各
集
落
へ
と
渡
御
し
た
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
山
之
神
講
と

直
接
的
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
全
体
社
会
の
動
向
が
、

小
さ
な
集
落
に
も
影
響
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
興
味
深
い
。

こ
の
う
ち
、
最
も
古
い
大
正
八
年
の
祭
礼
は
、
郷
社
諏
訪
神
社
か
ら
御
神

幸
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な

い
。「
大
正
八
年
閏
七
月
廿
八
日

0

0

0

0

0

0

御
祭
典
執
行
、
同
日
御
神
幸
廿
七
日
定
祭

タ
リ
。
然
ル
ニ
郡
長
田
中
得
太
郎

0

0

0

0

0

0

0

殿
臨
祭
都
合
ニ
依
リ
一
日
延
テ
、
即
チ
廿

八
日
祭
典
ト
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
傍
点
を
付
し
た
通
り
、
祭
典
の
日
取

り
や
郡
長
の
参
加
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

諏
訪
神
社
に
つ
い
て
は
、『
川
内
村
郷
土
誌
』
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載

が
あ
る
。

一
、
宝
物

【
中
略
】

　
　

幣
一
本　

長
三
尺
巾
一
寸
八
分
厚
八
分　

白
木
製

　
　

大
正
八
年
九
月
双
葉
郡
長
田
中
得
太
郎
奉
納

一
、
神
饌
幣
帛
料
供
進
指
定

　
　

 

大
正
八
年
九
月
十
六
日
福
島
県
ヨ
リ
指
定
﹇
川
内
村
史
編
纂
室
編
、

一
九
八
五
、二
一
八
﹈

大
正
八
年
の
臨
時
祭
礼
は
、閏
七
月
二
十
八
日
に
執
り
行
な
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
新
暦
九
月
二
十
二
日
に
あ
た
る
。
こ
の
一
週
間
ほ
ど
前
の
九
月
十
六

日
に
、諏
訪
神
社
は
神
饌
幣
帛
料
供
進
社
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
臨
席
し
た
田
中
得
太
郎
双
葉
郡
長
の
奉
納
し
た
御
幣
が
、
宝
物
に
数
え

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
大
正
八
年
の
臨
時
祭
礼
は
、
神
饌
幣
帛
料
供
進
指
定

の
記
念
祭
と
判
断
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、「
順
廻
帳
」
の
同
年
の
記
事

に
は
、「
大
正
八
年
旧
閏
七
月
廿
八
日
、
郷
社
御
位
ニ
付

0

0

0

0

0

0

諏
訪
神
社
御
神
幸
、

小
田
代
稲
荷
神
社
ヘ
廿
九
日
午
前
十
時
着
、
午
後
壱
時
目
出
度
御
帰
社
、
紀

念
ト
シ
テ
鳥
居
新
築
、
後
年
参
考
の
為
め
筆
記
ス
」
と
あ
り
、
郷
社
指
定
に

か
か
わ
る
と
い
う
。
し
か
し
、『
川
内
村
郷
土
誌
』
に
は
「
明
治
六
年
三
月

磐
前
県
ヨ
リ
山
楢
葉
六
ヶ
村
郷
社
ニ
被
定
」﹇
同
、
二
一
七
﹈
と
あ
る
た
め
、

や
は
り
供
進
社
指
定
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

指
定
を
受
け
た
神
社
は
、
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
・
例
祭
に
あ
た
っ
て
県
よ
り

神
饌
幣
帛
料
を
供
進
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
祭
祀
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負

担
す
る
神
社
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
指
定
は
、「
自

分
た
ち
の
神
社
が
そ
の
公
認
性
を
高
く
し
、
か
つ
他
に
対
し
て
優
位
に
立
つ

と
の
思
い
を
い
だ
か
せ
る
」﹇
櫻
井
、
一
九
九
二
、
七
六
﹈
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
祝
し
臨
時
祭
礼
が
催
さ
れ
た
。

三
つ
の
臨
時
祭
礼
に
お
け
る
御
神
幸
を
比
較
す
る
と
、
表
8
の
通
り
と
な

る
。
い
ず
れ
も
下
川
内
中
を
神
輿
渡
御
す
る
た
め
、
大
掛
か
り
な
祭
礼
で
あ

る
。
大
正
八
年
祭
と
昭
和
十
五
年
祭
は
、
人
力
の
み
で
の
渡
御
で
あ
り
、
各

所
に
御
仮
屋
を
立
て
、
休
息
を
と
り
な
が
ら
実
施
さ
れ
た
。
対
し
て
、
昭
和

四
十
三
年
祭
は
、
こ
れ
ま
で
渡
御
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
、
八
区
を
渡
御
す

る
計
画
で
あ
っ
た
た
め
、
車
も
利
用
し
各
所
を
回
っ
た
。「
神
社
側
の
方
針
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と
し
て
、
今
日
の
御
神

幸
は
今
迄
一
度
も
渡
行（

御
）

の
な
か
つ
た
八
区
に
行

く
こ
と
ゝ
し
た
為
、
小

田
代
・
宇
津
川
方
面
へ

は
時
間
の
関
係
上
行
か

ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、

小
田
代
集
落
へ
の
神
輿

渡
御
は
な
か
っ
た
。

大
正
・
昭
和
前
期
の

二
つ
の
臨
時
祭
礼
は
、

祭
礼
に
あ
た
っ
て
の
負

担
が
大
き
な
も
の
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、

集
落
内
を
清
浄
に
保
つ

よ
う
に
、
細
心
の
注
意

が
払
わ
れ
た
。
大
正

十
五
年
祭
の
場
合
に

は
、「
道
掃
除
ハ
三
日

間
モ
掛
リ
テ
、
志
賀
ノ

氏
神
稲
荷
社
ニ
御
仮
屋

ヲ
設
、
平
梨
ヨ
リ
熊
吉

氏
ノ
門
、久
蔵
氏
ノ
門
、

稲
荷
社
マ
テ
盛
沙
ヲ
致

シ
、
屋
敷
中
ハ
所
々
ニ
松
ヲ
立
テ
、
縄
ヲ
張
リ
、
紙
ヲ
ハ
サ
ミ
、
不
浄
ニ
ハ

青
木
ヲ
立
テ
沙
ヲ
マ
キ
、
又
ハ
布
ヲ
張
リ
、
糸
立
等
ヲ
廻
シ
タ
ル
ハ
、
実
ニ

心
地
能
ク
ア
リ
マ
シ
タ
」
と
あ
る
。「
小
屋
敷
ナ
ル
タ
メ
、
女
中
ハ
糯
コ
シ

ラ
イ
、
男
ハ
道
掃
除
・
御
仮
屋
等
ノ
準
備
等
、
実
ニ
多
忙
デ
ア
リ
マ
シ
タ
」

と
い
う
の
は
、
偽
ら
ざ
る
感
想
で
あ
ろ
う
。
昭
和
十
五
年
祭
で
も
、「
当
日

ハ
早
朝
ヨ
リ
平
梨
迄
ノ
道
路
ヲ
掃
キ
、
新
宅
入
口
ヨ
リ
ハ
両
側
ニ
竹
ヲ
立
テ

注
連
縄
ヲ
廻
シ
、
紙
ヲ
挟
ミ
、
盛
砂
ヲ
シ
、
不
浄
ニ
ハ
杉
等
ヲ
以
テ
囲
ヒ
、

砂
ヲ
蒔
キ
浄
メ
」
る
対
応
が
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
大
正
期
か
ら
、
外
部
世
界
の
祝
賀
の
た
め
に
、
集
落
と
し
て

対
応
を
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
の
神
は
、
そ

の
直
接
の
舞
台
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
臨
時
祭

礼
は
、小
田
代
集
落
と
し
て
、い
わ
ば
フ
ォ
ー
マ
ル
に
対
応
し
た
経
験
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
集
落
全
戸
の
担
う
山
之
神
講
の
「
順
廻
帳
」
に
、
こ
れ

ら
の
記
録
が
綴
じ
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

六
、
結
語
：
祭
祀
の
一
般
化

本
稿
の
目
的
は
、
小
田
代
集
落
に
残
さ
れ
た
「
順
廻
帳
」
を
通
じ
て
、
山

の
神
へ
の
祭
祀
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

本
稿
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
、
祭
祀
の
変
化
を
つ
ぎ
の
四
つ
の
時

期
に
分
け
て
整
理
し
て
み
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
①
明
治
中
期
（
概
ね

一
八
九
〇
年
頃
）
ま
で
、
②
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
、
③
昭
和
前
期
か
ら
昭

和
三
十
年
頃
ま
で
、
④
そ
れ
以
降
で
あ
る
。

表 8 : 御神幸の内容比較

大正八年祭 昭和十五年祭 昭和四十三年祭

臨時祭礼の目的 神饌幣帛料供進指定記念 紀元二千六百年記念 明治百年記念

来賓 田中得太郎双葉郡長 記載なし 記載なし

御神幸ルート 諏訪神社→坂シ内→田沢→荒
宿→原→東山→小田代→西山
→堂小屋→宮渡→諏訪神社

諏訪神社→坂シ内→荒宿→東
山→小田代→西山→堂小屋→

宮渡→諏訪神社

諏訪神社→宮ノ下→堂小屋→
西山→東山→熊越→毛戸→五

枚沢→諏訪神社

御仮屋 ①坂シ内
②荒宿・元学校（小学校跡）

③東山・姥神社
④小田代・稲荷神社
⑤西山・八幡神社

⑥堂小屋・馬橋ノ座元
⑦宮渡・座元

①荒宿・佐久間長造氏庭
②東山・姥神社

③小田代・稲荷神社
④西山・八幡神社
⑤堂小屋・馬橋広場

①宮ノ下・せり場
②西山・渡辺一氏庭
③東山・七区公民館
④熊越・福田哲之助氏宅

⑤毛戸分校
⑥五枚沢県道筋

日程 2日 1日 1日

　　「順廻帳」をもとに筆者作成
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①
明
治
中
期
に
は
、
祭
日
は
旧
十
月
末
日
を
基
本
と
し
て
お
り
、
祭
日
の

拡
大
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
祭
日
は
一
日
一
夜
か
ら
、二
日
一
夜
、

二
日
二
夜
と
増
加
し
て
い
っ
た
。
し
か
も
祭
日
の
拡
大
は
、
秋
の
祭
祀
の
み

な
ら
ず
、
二
月
祭
祀
の
実
施
と
い
う
か
た
ち
で
も
あ
ら
わ
れ
た
。
た
だ
し
、

二
月
祭
祀
は
定
着
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
祭
祀
に
あ
っ
て
は
、
当
番
が
濁

酒
を
自
家
醸
造
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
。
ま
た
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
が
祭
祀
に
使

わ
れ
て
い
た
。
山
か
ら
鳥
獣
を
狩
っ
て
く
る
山
追
い
行
事
は
、
こ
の
時
期
に

も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
全
戸
加
入
で
あ
っ
た
山
之
神
講
か
ら
、
数

軒
が
離
脱
し
て
い
っ
た
。
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て
、
何
ら
か
の
対
立
が
生
じ
た
可

能
性
が
あ
る
。

②
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
、
祭
日
は
や
は
り
旧
十
月
末
日
を

基
本
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
前
期
に
み
ら
れ
た
祭
日
の
拡
大
傾
向
は
見
ら

れ
ず
、
祭
日
は
一
昼
夜
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
当
番
が
講
員
た
ち
の
共

食
す
る
米
の
負
担
を
負
っ
て
お
り
、
祭
日
の
拡
大
に
よ
る
負
担
が
自
覚
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
明
治
後
期
の
不
作
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
当
番
が
醸
造
し
て
い
た
濁
酒
は
、
自
家
醸
造
が
政
策
的
に
禁
止
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
清
酒
の
購
入
へ
と
切
り
替
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
追
い
行

事
も
継
続
さ
れ
て
い
た
が
、
祭
祀
の
場
で
用
い
ら
れ
た
野
生
動
物
が
イ
ヤ
マ

ド
リ
・
キ
ジ
・
ウ
サ
ギ
に
変
化
し
た
。
明
治
後
期
ま
で
は
、
講
員
の
減
少
が

続
き
、
最
小
の
五
軒
に
ま
で
減
少
し
た
。
こ
の
時
期
に
祭
祀
規
約
が
確
立
し

た
が
、
そ
れ
は
講
員
の
減
少
と
い
う
困
難
な
状
況
へ
の
対
応
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。「
共
同
体
が
十
全
に
機
能
し
て
い
る
と
き
に
は
、
規
制
な
ど
不
文
律

で
す
む
」﹇
岩
本
、
一
九
八
四
、四
一
二
﹈
か
ら
で
あ
る
。

③
昭
和
三
十
年
ま
で
の
期
間
に
は
、
祭
日
が
旧
十
月
十
七
日
へ
と
移
行
し

て
い
っ
た
。
新
宅
の
加
入
な
ど
講
員
数
は
上
昇
し
、
移
住
者
の
加
入
も
み
ら

れ
る
。
購
入
さ
れ
た
物
品
を
み
る
と
、
魚
や
菓
子
な
ど
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
み

ら
れ
な
か
っ
た
、付
加
的
な
物
品
が
継
続
的
に
購
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
に
は
ま
た
、
祭
祀
に
関
わ
る
負
担
の
軽
減
が
模
索
さ
れ
始
め
る
。

祭
祀
規
約
に
は
当
番
を
隣
家
が
補
助
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。そ
れ
で
も
、

負
担
の
大
き
い
山
追
い
行
事
は
、
実
施
が
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
。
昭
和

十
二
年
に
は
、
山
祇
神
社
の
社
地
が
移
転
さ
れ
た
。

④
そ
れ
以
降
の
時
期
に
な
る
と
、祭
日
は
旧
十
月
十
七
日
に
固
定
さ
れ
る
。

祭
日
の
流
動
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
当
番
に
と
っ
て
不
都
合
が
多
か
っ

た
た
め
、
当
番
都
合
に
よ
り
祭
日
を
変
更
で
き
る
規
約
が
設
け
ら
れ
た
。
山

之
神
講
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
集
落
全
戸
加
入
に
戻
っ
た
が
、
一
方
で
祭
祀

を
特
徴
づ
け
て
い
た
山
追
い
行
事
が
、
銃
規
制
の
強
化
の
影
響
も
受
け
、
中

止
さ
れ
る
に
至
る
。
ま
た
山
の
鳥
獣
を
祭
祀
の
場
で
用
い
る
こ
と
は
な
く
な

り
、
む
し
ろ
、
鶏
肉
や
豚
肉
が
購
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
魚
の
購
入

費
用
は
、
経
費
の
半
額
を
占
め
る
程
度
に
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
。
講
の
目

的
も
信
心
か
ら
親
睦
へ
と
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
明
治
初
期
か
ら
の
山
之
神
講
の
変
化
は
、
地
域
性
に
富
ん
だ
山
の

神
祭
祀
が
、
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、「
順
廻
帳
」
の
記
載
は
、
山
の
神
へ
の
祭
祀
か
ら
地
域
性
・
固
有
性
が

失
わ
れ
、
祭
祀
内
容
が
一
般
化
す
る
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
や
が

て
山
之
神
講
は
、
天
王
講
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間

に
、統
合
が
可
能
に
な
る
程
度
に
、山
の
神
祭
祀
の
独
自
性
は
失
わ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
祭
祀
内
容
の
一
般
化
に
は
、
も
ち
ろ
ん
講
員
で
あ
る
小
田
代
集
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落
の
人
び
と
の
決
断
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
が
唯
一
の

要
因
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
自
家
醸
造
や
猟

銃
へ
の
規
制
と
い
っ
た
政
策
的
動
向
は
、
小
集
落
の
小
さ
な
祭
祀
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
、
地
域
性
に
富
ん
だ
祭
祀
を
一
般
的
な
そ
れ
へ
と
変
え
て
ゆ

く
要
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

注（
1
） 

川
内
村
の
震
災
対
応
、
そ
の
後
の
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
論
じ
た
代
表
的
な
成

果
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
田
中
﹇
二
〇
一
六
、
二
〇
一
七
、
二
〇
一
九
﹈、
鳥

越
編
﹇
二
〇
一
八
﹈、
藤
川
﹇
二
〇
一
八
﹈
な
ど
。

（
2
） 

厳
密
に
は
、
ヤ
シ
キ
＝
班
と
は
い
え
な
い
事
例
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
班
に
は
、
新

規
居
住
者
を
中
心
と
す
る
班
な
ど
、
新
規
に
形
成
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
か
ら
で

あ
る
。

（
3
） 

小
牛
田
山
神
社
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
﹇
一
九
八
三
﹈
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
） 

本
史
料
は
題
箋
を
欠
き
、
原
題
は
不
明
で
あ
る
。『
光
山
院
代
々
略
記
』
と
い
う
後
年

の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
題
と
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
本

史
料
の
内
容
は
、
光
山
院
の
み
の
由
緒
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
下
川
内

村
の
寺
社
全
体
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
仮
題
を
『
下
川

内
村
寺
社
由
緒
記
』
と
し
た
。
成
立
も
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
期
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
今
後
、
義
隣
に
関
す
る
研
究
が
進
む
な
か
で
解
明
さ
れ

よ
う
。

（
5
） 

こ
の
記
録
が
「
順
廻
帳
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
記
載
か
ら
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば

明
治
四
十
一
年
の
記
録
に
は
、「
当
前
目
出
度
相
渡
シ
申
候
、
志
賀
久
三
ヨ
リ
順
廻
帳
・

有
銭
共
志
賀
主
殿
ヘ
」
と
あ
る
。

（
6
） 

そ
の
際
の
成
果
は
、
金
子
編
﹇
二
〇
二
〇
﹈
と
し
て
公
表
し
た
。

（
7
） 

か
つ
て
炭
焼
の
村
と
し
て
、
著
名
で
あ
っ
た
川
内
村
は
、
外
部
か
ら
定
着
す
る
人
び

と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
移
住
の
様
子
を
描
い
た
も
の
と
し
て
、﹇
佐
藤
ほ

か
、
一
九
四
九
﹈﹇
鈴
木
、
一
九
六
五
﹈﹇
山
口
、
一
九
三
八
﹈
な
ど
が
あ
る
。

（
8
） 

山
追
い
に
つ
い
て
、
筆
者
は
単
な
る
狩
猟
行
事
で
は
な
く
、
山
の
神
祭
祀
に
お
け
る

重
要
な
儀
礼
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

引
用
文
献

岩
本
由
輝
、一
九
八
四
、「
移
住
と
開
発
の
歴
史
―
〝
ム
ラ
〞
の
形
成
と
変
貌
」
網
野
善
彦
編
『
日

本
民
俗
文
化
大
系
第
六
巻　

漂
泊
と
定
住
』
小
学
館

内
薗
惟
幾
、
一
九
七
八
、「
税
務
職
員
の
殉
難
小
史
―
酒
類
密
造
等
の
沿
革
と
併
せ
て
」『
税

務
大
学
校
論
叢
』 （
一
二
）

金
子
祥
之
編
、
二
〇
二
〇
、『
川
内
村
第
七
行
政
区
東
山
の
民
俗
―
変
わ
り
ゆ
く
地
域
文
化
と

原
発
災
害
』
跡
見
学
園
女
子
大
学
地
域
文
化
研
究
会

川
内
村
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
八
八
、『
川
内
村
史 

第
3
巻
民
俗
篇
』
川
内
村

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
、
一
九
九
二
、『
川
内
村
史 

第
1
巻
通
史
篇
』
川
内
村

川
内
村
史
編
纂
室
編
、
一
九
八
五
、『
川
内
村
郷
土
誌
』
川
内
村
教
育
委
員
会

櫻
井
治
男
、
一
九
九
二
、『
蘇
る
ム
ラ
の
神
々
』
大
明
堂

佐
藤
義
弥
ほ
か
、一
九
四
九
、『
林
業
調
査
実
態
報
告
（
福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
製
炭
業
調
査
）』

林
野
庁

鈴
木
岩
弓
、
一
九
八
三
、「
小
牛
田
山
神
社
に
お
け
る
現
世
利
益
信
仰
」
渡
辺
信
夫
編
『
宮
城

の
研
究　

第
7
巻
民
俗
・
方
言
・
建
築
史
扁
』
清
文
堂
出
版

鈴
木
貞
夫
、
一
九
六
五
、「
川
内
村
高
田
島
に
お
け
る
土
地
利
用
と
器
業
の
変
遷
」『
福
島
地

理
論
集
』（
八
）

田
中
正
人
、
二
〇
一
六
、「
原
発
被
災
地
に
お
け
る
居
住
者
の
避
難
プ
ロ
セ
ス
と 

帰
還
／
移
住

選
択
困
難
性
の
背
景
―
福
島
県
川
内
村
荻
・
貝
の
坂
地
区
の
事
例
」『
地
域
安
全
学
会
論

文
集
』（
二
九
）

―
―
―
―
、
二
〇
一
七
、「
原
発
被
災
地
に
お
け
る
居
住
者
の
帰
還
プ
ロ
セ
ス
の
実
態
と
そ
の

背
景
―
福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
の
事
例
」『
地
域
安
全
学
会
論
文
集
』（
三
一
）

―
―
―
―
、
二
〇
一
九
、「
原
発
被
災
地
に
お
け
る
居
住
者
の
帰
還
実
態
と
そ
の
論
点
―
福
島

県
双
葉
郡
川
内
村
旧
避
難
指
示
区
域
の
事
例
」『
地
域
安
全
学
会
論
文
集
』（
三
五
）
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鳥
越
皓
之
編
、
二
〇
一
八
、『
原
発
災
害
と
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
福
島
県
川
内
村
奮
闘
記
』

東
信
堂

日
本
の
食
生
活
全
集
宮
城
編
集
委
員
会
編
、
一
九
九
〇
、『
日
本
の
食
生
活
全
集
4　

聞
き
書

宮
城
の
食
事
』
農
山
漁
村
文
化
協
会

藤
川
賢
、
二
〇
一
八
、「
福
島
原
発
事
故
に
お
け
る
避
難
指
示
解
除
後
の
課
題
│
あ
ぶ
く
ま
地

域
の
地
域
再
生
に
向
け
て
」『
明
治
学
院
大
学
社
会
学
部
付
属
研
究
所
研
究
所
年
報
』

（
四
八
）

水
谷
類
、二
〇
一
七
、「
祭
り
の
は
じ
ま
り　

村
の
歴
史
―
オ
ビ
シ
ャ
文
書
の
発
見
と
課
題
」『
千

葉
史
学
』（
七
一
）

水
谷
類
・
渡
部
圭
一
編
、
二
〇
一
八
、『
オ
ビ
シ
ャ
文
書
の
世
界
―
関
東
の
村
の
祭
り
と
記
録
』

岩
田
書
院

山
口
弥
一
郎
、
一
九
三
八
、「
阿
武
隈
山
地
に
お
け
る
縁
故
下
戻
の
公
有
林
に
依
存
す
る
山
村

の
経
済
地
理
―
福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
（
其
二
）」『
地
學
雜
誌
』
五
〇
（
六
）

山
本
明
、
一
九
八
八
、「
小
田
代
の
山
神
講
」
川
内
村
史
編
纂
委
員
会
編
『
川
内
村
史　

第
3

巻
民
俗
篇
』
川
内
村

付
記本

研
究
は
J
S
P
S
科
研
費
J
P
1
7
H
0
2
3
8
、
J
P
1
7
K
T
0 

0
6
3
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

謝
辞本

稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
久
保
田
幸
男
区
長
・
志
賀
喜
代
登
氏
・
久
保

田
裕
樹
氏
に
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
ま
た
資
料
撮
映
で
は
、
加
藤
秀
雄
氏
（
成

城
大
学
）・
庄
子
諒
氏
（
一
橋
大
学
大
学
院
）
の
お
手
を
煩
わ
せ
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
本
稿
の
ベ
ー
ス
は
民
俗
学
調
査
入
門
の
講
義
を
通
じ
て
作
成
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
川
内
村
で
の
現
地
調
査
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
履
修
者

に
は
、
申
し
訳
な
い
思
い
で
あ
る
。
履
修
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
お
詫
び
と

謝
意
を
表
し
た
い
。
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凡
例

（
1
）
こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
福
島
県
川
内
村

小
田
代
集
落
に
残
さ
れ
た
山
之
神
講
文
書

「
順
廻
帳
」
の
一
部
で
あ
る
。「
順
廻
帳
」

に
は
、
毎
年
の
山
の
神
祭
祀
の
儀
礼
文
書

（
横
帳
一
冊
）
と
、
小
田
代
集
落
の
臨
時
祭

礼
の
儀
礼
文
書
（
横
帳
五
冊
）
が
一
括
し

て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
が
本
来
の
「
順

廻
帳
」
で
あ
り
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）

年
か
ら
、
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
ま

で
の
記
録
が
現
存
す
る
。
こ
こ
で
は
昭
和

六
十
三（
一
九
八
八
）年
ま
で
を
翻
刻
し
た
。

後
者
は
、「
順
廻
帳
」
に
綴
じ
込
ま
れ
た
五

冊
の
資
料
、
す
べ
て
を
翻
刻
し
た
。

（
2
）
史
料
は
古
い
順
に
配
列
し
、﹇
史
料
1
﹈

の
よ
う
に
通
し
番
号
を
つ
け
た
。
こ
の
う

ち
、
本
来
の
「
順
廻
帳
」
の
部
分
に
つ
い

て
は
、﹇
史
料
1
―
1
﹈
の
よ
う
に
、
一
回

の
祭
祀
記
録
ご
と
に
枝
番
号
を
つ
け
た
。

（
3
）
文
書
番
号
は
、
表
2
に
対
応
し
て
い
る
。

（
4
）
漢
字
は
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。

（
5
）
変
体
仮
名
は
仮
名
に
あ
ら
た
め
た
が
、
助

詞
の
「
者
」「
江
」「
而
」
な
ど
は
残
し
た
。

（
6
）
適
宜
読
点
「
、」
と
中
黒
「
・
」
を
補
っ
た
。

ま
た
、
長
文
に
わ
た
る
記
載
事
項
に
つ
い

て
は
、
句
点
「
。」
も
使
用
し
た
。

（
7
）
判
読
で
き
な
い
文
字
は
、
該
当
す
る
文
字

数
を
□
で
示
し
た
。
文
字
数
が
判
読
で
き

な
い
場
合
に
は
、﹇　
　
　

﹈
と
し
た
。
内

容
が
推
定
で
き
る
場
合
に
は
（　
　

）
で

注
記
し
た
。

（
8
）
明
ら
か
な
誤
字
は
、
正
し
い
字
を
（　

）

内
に
注
記
し
た
。

（
9
）
抹
消
箇
所
に
は
、
抹
消
線　
　
　

を
付
し

た
。
抹
消
後
に
書
き
加
え
ら
れ
た
文
字
が

あ
る
場
合
に
は
、
抹
消
線
の
直
後
に
示
し

た
。
た
だ
し
、「
順
廻
帳
」
は
、
費
用
負
担

を
記
載
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
計
算

の
メ
モ
や
数
字
の
誤
記
の
修
正
が
多
く
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
費
用
負
担
に
か

か
わ
る
修
正
を
反
映
す
る
と
、
却
っ
て
煩

瑣
に
な
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
再

現
し
な
か
っ
た
。

（
10
）
改
行
は
再
現
し
な
か
っ
た
。

﹇
史
料
1
―
1
﹈
明
治
七
年

（
表
紙
欠
・
横
帳
）

一
、
三
〆
弐
百
文　
　
　

酒
代

一
、
拾
壱
〆
文　
　
　
　

鹿
代

〆
拾
四
〆
弐
百
文

一内
御
祝
儀

、三
〆
四
百
拾
文

一壱
人
ニ
付
、
壱
〆
四
百
拾
文
宛

一有
銭、

弐
〆
百
八
拾
文

　

戌
十
月
廿
一
日

　
　
　

常
陸
戸
右
衛
門
ゟ
相
渡
シ

　
　
　

志
賀
久
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
熊
治
郎

　
　
　
　
　
　
　

常
陸
豊
三
郎

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
孫
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
豊
蔵

　
　
　
　
　
　
　

常
陸
戸
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
久
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

猪
狩
亀
吉

右
之
通
リ
正
ニ
相
渡
シ
申
候
、
以
上

﹇
史
料
1
―
2
﹈
明
治
八
年

一
、
金
壱
円
七
銭
五
リ　
　
　

酒
代

一
、
金
壱
円
弐
拾
九
銭　
　
　

鹿
代

〆
弐
円
三
拾
六
銭
五
リ

一御
祝
儀、三
〆
三
拾
文
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一壱
人
ニ
付

、
壱
〆
五
百
四
拾
五
文

一有
銭、
弐
〆
六
百
八
拾
文

右
之
通
リ
正
ニ
受
取
申
候
也

　
　
　

志
賀
久
左
衛
門
ゟ
相
渡
シ
引
受

　
　
　

猪
狩
亀
吉

　

亥
十
月
旧
廿
六
日

○
志
賀
熊
次
郎

○
常
陸
豊
三
郎

○
志
賀
孫
左
衛
門

○
志
賀
豊
蔵

○
常
陸
戸
右
衛
門

○
志
賀
伊
左
衛
門

○
志
賀
久
左
衛
門

〆
猪
狩
亀
吉

右
之
通
リ
実
正
ニ
相
済
申
候
、
已
上

ス
ン
ダ
ゾ
〳
〵
〳
〵

﹇
史
料
1
―
3
﹈
明
治
九
年

一
、
壱
〆
百
文　
　
　
　

鹿
肉

一
、
九
百
六
拾
文　
　
　

と
う
ふ

一
、
四
貫
文　
　
　
　
　

酒
価

〆
金
壱
円
拾
七
銭
六
厘

壱壱
人
ニ
付
　

〆
百
拾
七
文

一有
銭、
弐
〆
九
百
五
文

一御
祝
儀、弐
〆
八
百
三
拾
文

　
　
　
　

順
廻

○
亀
吉

○
孫
左
衛
門

○
初
太
郎

○
熊
次
郎

○
丹
吾

○
豊
蔵

○
戸
右
衛
門

○
久
左
衛
門

三
貫
百
三
拾
五
文

右
之
通
リ
正
ニ
相
渡
シ
申
候
也

　
　
　

志
賀
孫
左
衛
門
ゟ

　
　
　

常
陸
初
太
郎
殿

﹇
史
料
1
―
5
﹈
明
治
十
一
年
二
月

　
　
　
　

記

一
、
壱
円
拾
弐
銭
五
厘　
　
　

猪
代

一
、
八
銭　
　
　
　
　
　
か
し
ら
鹿
代

一
、
三
拾
銭　
　
　
　

 　
壱
斗
酒
代

一
、
四
銭　
　
　
　
　
　

 

壱
箱
た
う
ふ
代

一
、
〆
壱
円
五
拾
三
銭
五
厘

一
、
拾
五
銭　
　
　
　
　
　
　

隠
居
様
御
祝
儀

一引
〆、

壱
円
三
拾
八
銭
五
厘

拾壱
人
ニ
附
七
銭
三
厘
弐
毛

有
銭
三
拾
四
銭
九
厘
六
毛

　

明
治
十
一
年
旧
ノ
二
月
拾
四
日

○
亀
吉

○
孫
左
衛
門

○
初
太
郎

○
熊
二
郎

○
丹
吾

○
豊
造

○
登
右
衛
門

○
久
左
衛
門

拾壱
人
ニ
附

壱
銭
壱
厘
七
毛
宛

　

九
年
拾
月
廿
七
日

　
　
　

猪
狩
亀
吉
ゟ

　
　
　

志
賀
孫
左
衛
門
引
受

右
之
通
リ
正
ニ
相
渡
申
候
、
御
賀

﹇
史
料
1
―
4
﹈
明
治
十
年

　
　
　
　

覚

一
、
鹿
代　
　
　
　
　
　

拾
壱
貫
文
也

一
、
豆
腐
代　
　
　
　
　

八
百
九
拾
文

一
、
弐
貫
八
百
文　
　
　

酒
代

皆
〆
拾
四
貫
六
百
八
十
文
也

御
祝
儀
壱
〆
三
百
六
十
文

〆引
拾
三
貫
三
百
弐
十
文

　

壱壱
人
ニ
付
〆
六
百
六
十
文
宛

　

明
次
十
年
旧
十
月
廿
六
日

一有
銭、
三
貫
百
三
拾
五
文
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順
廻

○
亀
吉

○
孫
左
衛
門

○
初
太
良

○
熊
次
郎

○
丹
吾

○
豊
造

○
戸
右
衛
門

○
久
左
衛
門

三有
銭拾

三
銭
九
厘
六
毛

　
　
　

志
賀
熊
次
郎
ゟ

　
　
　
　

秋
迄
借
文　

印

　
　
　

常
陸
初
太
郎　

印

﹇
史
料
1
―
6
﹈
明
治
十
一
年
十
月

　
　
　
　

諸
掛

一
、
金
弐
拾
八
銭　
　
　

雉
子
代

一
、
〃
三
銭　
　
　
　

○
肴
代

一
、
九
銭
三
リ　
　
　
　

と
ふ
ふ
代

一
、
〃
拾
銭　
　
　
　
　

左
右
衛
門
祝
儀

一
、
四
拾
銭　
　
　
　
　

神
酒
代

〆
九
拾
六
銭
三
リ
、
内
拾
弐
銭
四
リ
祝
儀
ヲ
引

引
〆
金
八
拾
四
銭

拾壱
人
ニ
付
銭
五
リ
宛

一
、
三
拾
六
銭
四
リ
三
毛　
　
　

有
銭

　

亀
吉

　

孫
左
衛
門

　

初
太
郎

　

熊
次
郎

　

丹
吾

　

戸
右
衛
門

　

久
左
衛
門

　

明
次
拾
弐
年
旧
二
月
十
日

　
　
　

壱
番
屋
敷
志
賀
丹
吾
宿

﹇
史
料
1
―
8
﹈
明
治
十
二
年
十
月

一
、
拾
弐
銭　
　
　
　
　

熊
吉

一
、
拾
弐
銭
八
リ　
　
　

豊
三
郎

一
、
拾
銭　
　
　
　
　
　

孫
七

一
、
六
銭
四
リ　
　
　
　

松
之
介

一
、
四
銭
五
リ　
　
　
　

長
四
郎

〆
金
四
拾
五
銭
七
リ

○
亀
吉

○
孫
左
衛
門

○
初
多
郎

○
熊
二
郎

○
丹
吾

○
戸
右
衛
門

○
久
左
衛
門

○
豊
造

〆
八
名
也

○
亀
吉

○
孫
左
衛
門

○
津
右
衛
門

○
熊
二
郎

○
丹
吾

○
豊
造

○
登
右
衛
門

○
久
左
衛
門

　

合
八
名
也

右
之
通
リ
御
決
候
也

　

旧
十
月
廿
八
日　

宿
熊
二
郎

﹇
史
料
1
―
7
﹈
明
治
十
二
年
二
月

一
、
七
〆
弐
百
文　
　
　

鹿
代

一
、
六
貫
文　
　
　
　
　

神
酒
代

一
、
九
百
文　
　
　
　
　

と
ふ
ふ

一
、
〆
拾
四
貫
八
百
文
也

一
、
御
祝
義
壱
〆
五
百
四
拾
文　
　
　

長
四
郎
御
隠
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
内
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
吉

壱壱
戸
ニ
付
〆
八
百
九
十
四
文
宛

一有
銭、

三
拾
九
銭
八
リ
三
毛

　
　
　

志
賀
丹
吾
ゟ
相
渡
シ

　
　
　

常
陸
戸
右
衛
門
殿
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旧
十
月
廿
二
日

一有
銭、
四
〆
百
五
十
三
文　

戸
右
衛
門
ゟ
志
賀
豊
蔵
ヘ

　
　
　
　

記

一
、
金
壱
円
九
拾
壱
銭
六
厘　
　
　

猪
代

一
、
〃
八
銭　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ふ
ふ

一
、
〃
九
拾
八
銭　
　
　
　
　
　
　

造
酒
代
壱
斗
四
升

一
、
金
弐
円
九
拾
七
銭
六
リ

　

内
四
拾
五
銭
七
リ
引

引
〆
金
弐
円
五
拾
壱
銭
四
リ

金壱
人
ニ
付
三
拾
壱
銭
五
リ

﹇
史
料
1
―
9
﹈
明
治
十
三
年
二
月

　

志
賀
孫
左
衛
門

○
猪
狩
亀
吉

○
常
陸
津
右
衛
門

○
志
賀
熊
次
郎

○
志
賀
伊
左
衛
門

○
常
陸
豊
治

○
志
賀
久
左
衛
門

○
志
賀
豊
蔵

一御
祝
儀、拾
銭　
　
　
　
　

孫
七

一
、
拾
銭　
　
　
　
　

熊
吉

一
、
拾
銭　
　
　
　
　

松
之
助

一
、
四
銭
八
リ　
　
　

長
四
郎

一
、
六
銭
四
リ　
　
　

豊
三
郎

一有
銭、

五
十
壱
銭
五
リ
五
毛

　
　
　
　

順
廻

○
丹
吾

○
熊
二
郎

○
孫
左
衛
門

○
初
太
郎

○
戸
右
衛
門

○
豊
蔵

○
久
左
衛
門

○
亀
吉

　
　
　
　
　
　

〆

　
　
　

久
左
衛
門
ゟ

　
　
　

亀
吉
殿

　

明
治
十
三
年
辰
ノ
十
月
廿
六
日

﹇
史
料
1
―
11
﹈
明
治
十
四
年
二
月

一御
祝
儀、金

十
銭　
　
　

豊
造
様

一
、
金
拾
銭　
　
　

孫
七
様

一
、
同
拾
銭　
　
　

豊
三
郎
様

一
、
同
十
銭　
　
　

元
次
様

一
、
同
十
銭　
　
　

六
之
丞
様

一
、
同
八
銭　
　
　

長
四
郎
様

〆
金
五
拾
八
銭

一
、
金
壱
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
代

〆
四
拾
壱
銭
弐
リ

一有
銭、
四
拾
四
銭
五
リ
也

一
、
金
壱
円
弐
拾
七
銭
八
リ　
　
　

鹿
代

一
、
六
拾
弐
銭
五
リ　
　
　
　
　
　

神
酒
代

一
、
九
銭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ふ
ふ

〆
拾
九
〆
九
百
三
十
文

一壱
人
ニ
付

、
壱
〆
九
百
八
拾
七
文
ツ
ヽ

右
之
通
り
相
済
シ
申
候
也

　
　
　

志
賀
豊
蔵
ゟ
相
渡
シ

　
　
　

志
賀
久
左
衛
門
殿

　

明
治
十
三
年
二
月
吉
日

　

壱割
返
七
銭
有

〆
八
百
九
拾
文
ツ
ヽ

﹇
史
料
1
―
10
﹈
明
治
十
三
年
十
月

　
　
　
　

記

一
、
四
円
也　
　
　
　
　

猪
代

　

壱
〆
八
百
七
拾
五
文　

猪
代
ま
シ

一
、
壱
円
五
十
銭　
　
　

神
酒
代

〆
金
五
円
五
十
銭

一御
祝
儀、十

銭　
　
　

孫
七

一
、
十
銭　
　
　

兼
松

一
、
十
銭　
　
　

熊
吉

一
、
八
銭　
　
　

長
四
郎

一
、
八
銭　
　
　

豊
三
郎

〆引
壱
人
分
六
十
五
銭
三
リ
五
毛
ツ
ヽ
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一
、
同
壱
円
三
十
七
銭
五
リ　
　
　

猪
代

一
、
酒
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
壱
円

一
、
豆
腐
代　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
十
銭
七
厘

〆
金
弐
円
九
拾
銭
弐
リ

一壱
人
ニ
付

、
三
〆
六
百
三
十
宛

　
　
　
　

記

有
銭
五
拾
四
銭
八
リ
五
毛

○
亀
吉

○
孫
左
衛
門

○
初
太
郎

○
登
ヱ
門

○
豊
造

○
熊
次
郎

○
久
左
衛
門

　

丹
吾

　
　
　

亀
吉
ヨ
リ

　
　
　

孫
左
衛
門
江
慥
ニ
相
渡
シ
申
候
也

　

明
治
十
四
年

﹇
史
料
1
―
12
﹈
明
治
十
四
年
十
月

一御
祝
儀、天
保
拾
枚　
　
　
　

長
四
郎
様

一
、
拾
銭　
　
　
　
　
　

兼
松
様

一
、
拾
弐
銭
五
リ　
　
　

豊
三
郎
様

〆
金
三
拾
銭
五
リ

一
、
金
三
円
三
拾
三
銭　
　
　

鹿
代

○
志
賀
熊
二
郎

○
志
賀
丹
吾

サ
シ
金
壱
人
ニ
付
三
拾
九
銭
也

一御
祝
儀、金
拾
銭　
　
　
　

猪
狩
兼
松
様

一
、
同
拾
銭　
　
　
　

常
陸
豊
三
郎
様

一
、
同
五
銭　
　
　
　

同　

長
四
郎
様

一
、
同
弐
拾
銭　
　
　

松
本
末
吉
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
左
衛
門
様

一
、
同
銭　
　
　
　
　

青
木
伊
重
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

下
た
や

一
、
同
拾
銭　
　
　
　

野
田
実
造
様

一
、
同
拾
銭　
　
　
　

原
辰
吉
様

惣
〆
金
八
拾
五
銭

　
　
　
　

記

〆御
祝
儀金八

十
五
銭

一
、
金　

弐
円
五
拾
銭　
　
　

猪
代

一
、
金　

壱
円
三
十
五
銭　
　

神
酒
代

一
、
金　

拾
弐
銭　
　
　
　
　

タ
ウ
フ
代

一有
銭、
金
七
拾
壱
銭
六
リ
五
毛

一ヒ
キ
〆、金

三
円
拾
弐
銭

　

明
治
十
五
年
旧
二
月
九
日

　
　
　

津
右
衛
門
当
前

　
　
　

熊
次
郎
様
エ
相
渡
シ
申
候
也

一
、
金
壱
円
三
拾
五
銭　
　
　

酒
代

一
、
金
拾
銭
弐
リ　
　
　
　
　

と
ふ
ふ

〆引
金
四
円
四
拾
七
銭
七
リ

一壱
人
ニ
付
、
金
五
拾
六
銭
ツ
ヽ

○
猪
狩
亀
吉

　

志
賀
孫
左
衛
門

○
常
陸
初
太
郎

○
同　

戸
右
衛
門

　

志
賀
豊
蔵

○
同　

熊
二
郎

○
同　

久
左
衛
門

○
同　

丹
吾

　

明
治
十
四
年
十
月
十
四
日

東
山
祝
儀　

孫
太
郎
様
金
八
銭
也

一有
銭
巡
シ

、
金
六
拾
銭
三
リ

　
　
　

志
賀
孫
左
衛
門
ゟ

　
　
　

常
陸
初
太
郎
様
ヘ
相
渡
申
候
也

﹇
史
料
1
―
13
﹈
明
治
十
五
年
二
月

○
猪
狩
亀
吉

○
志
賀
久
左
衛
門

○
志
賀
孫
左
衛
門

○
常
陸
初
多
郎

○
常
陸
戸
右
衛
門

○
志
賀
豊
蔵
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﹇
史
料
1
―
14
﹈
明
治
十
五
年
十
月

　
　
　
　

記

一
、
金
弐
円
弐
拾
銭　
　
　

鹿し
か

代

一
、
金
壱
円
弐
拾
銭　
　
　

酒
代

一
、
拾
三
銭
弐
リ　
　
　
　

ト
ウ
フ
代

惣
〆
三
円
五
拾
三
銭
弐
リ

一御
祝
儀、金

四
銭　
　
　
　
　

つ
ち
□

一同
、
金
五
銭　
　
　
　
　

長
四
郎
様

一引
〆、

金
三
円
四
拾
四
銭
弐
リ

四一
人
ニ
付
差

拾
三
銭
五
毛

有
銭
金
七
拾
五
銭
八
リ
、
又
二
銭

○
志
賀
熊
次
郎

○
〃　

丹
吾

○
同　

豊
造

○
常
陸
戸
右
衛
門

○
志
賀
久
左
衛
門

○
猪
狩
亀
吉

○
志
賀
孫
左
衛
門

○
常
陸
初
太
郎

　

明
治
十
五
年
十
月
廿
五
日

　
　
　

当
前
志
賀
熊
次
郎
様
宿
ス
ク
シ

　
　
　

旧
二
月
当
前
ハ
志
賀
丹
吾
様
相
渡
シ
申
候
也

﹇
史
料
1
―
15
﹈
明
治
十
六
年

　
　
　
　

記

○
志
賀
久
左
衛
門

○
猪
狩
亀
吉

○
志
賀
孫
左
衛
門

○
常
陸
初
太
郎

○
志
賀
熊
次
郎

○
志
賀
丹
吾

　

明
治
十
七
申
年
旧
十
月
廿
一
日

一
、
金
壱
円
弐
拾
六
銭
五
リ　
　

猪
子
代
二
枚

一
、
〃
七
銭
六
厘　
　
　
　
　
　

く
ろ
か
ら
二
疋

一
、
金
弐
拾
六
銭
八
リ　
　
　
　

と
ふ
代

〆
金
壱
円
六
拾
銭
九
リ

一壱
人
ニ
付
、
金
弐
拾
銭
壱
厘
弐
毛

一
、
金
八
拾
四
銭
八
厘
五
毛　

有
銭　

相
渡
シ

　
　
　

志
賀
豊
造
よ
り
当
前

　
　
　

常
陸
戸
右
衛
門
江
慥
ニ
相
渡
申
候

﹇
史
料
1
―
17
﹈
明
治
十
八
年

○
常
陸
戸
右
衛
門

○
志
賀
久
左
衛
門

○
猪
狩
亀
吉

○
志
賀
孫
右
衛
門

○
常
陸
初
太
郎

○
志
賀
熊
次
郎

○
志
賀
丹
吾

○
志
賀
豊
蔵

一明
治
十
六
未
年

、
金
三
円　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
代

一
、
金
壱
円
五
拾
銭　
　
　
　
　

御
神
酒

一
、
銭
壱
〆
六
百
八
十
文　
　
　

ト
ヲ
フ
代

〆
而
四
円
六
拾
六
銭
六
リ

一御
祝
儀、五

銭　
　
　

長
四
郎
様

一
、
拾
銭　
　
　

伊
左
衛
門
様

引
〆
金
四
円
四
拾
壱
銭
八
リ

五壱
人
ニ
付

拾
五
銭
弐
リ
宛

有
銭
八
拾
壱
銭
八
リ

　
　
　

志
賀
丹
吾
ゟ

　
　
　

志
賀
豊
造
様
江
相
渡
シ
申
候
也

　
　
　
　

順
廻
記○

志
賀
丹
吾

○
同　

豊
蔵

○
常
陸
戸
右
衛
門

○
志
賀
久
左
衛
門

○
猪
狩
亀
吉

○
志
賀
孫
左
衛
門

○
常
陸
初
太
郎

○
志
賀
熊
次
郎

﹇
史
料
1
―
16
﹈
明
治
十
七
年

○
志
賀
豊
造

○
常
陸
戸
右
衛
門
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壱
人
ニ
付
八
銭
五
リ

　

明
治
十
八
年
旧
十
月
丗
日

一御
祝
儀、金
拾
銭　
　
　

万
吉

一
、
金
八
銭　
　
　

熊
吉

一
、
金
五
拾
弐
銭
五
リ　
　

猪
子
壱
枚

一
、　

八
銭　
　
　
　
　
　

鴨
壱

一
、　

弐
拾
五
銭　
　
　
　

と
ふ
ふ

御
祝
儀
拾
八
銭

　

〆差
引金
六
拾
七
銭
五
リ

一有
銭、

金
九
拾
銭
九
厘
五
毛

　
　
　

常
陸
戸
右
衛
門
ヨ
リ
当
前

　
　
　

志
賀
久
左
衛
門
江
相
渡
シ
申
候
也

﹇
史
料
1
―
18
﹈
明
治
十
九
年

　
　
　
　

記

○
志
賀
久
吉

○
猪
狩
亀
吉

○
常
陸
初
太
郎

○
志
賀
喜
次
郎

○
志
賀
松
之
助

○
常
陸
豊
治

壱
人
ニ
付
拾
五
銭
七
厘

　

明
治
十
九
年
度
旧
十
月
三
十
日

一有
銭、
金
七
拾
銭
七
厘
壱
毛

　

猪
狩
亀
吉

　

常
陸
初
太
郎

　

志
賀
喜
治
郎

　

志
賀
松
之
助

　

常
陸
豊
治

　

志
賀
久
吉

　
　
　

猪
狩
亀
吉
ヨ
リ
常
陸
初
太
郎
様
江

　
　
　

秋
ノ
当
前
相
渡
シ
申
候
也

　

明
治
二
十
年
旧
十
月
廿
七
日

右
之
通
り
相
済
シ
候
也

﹇
史
料
1
―
20
﹈
明
治
二
十
一
年

　

猪
狩
亀
吉

　

常
陸
初
太
郎

　

志
賀
喜
次
郎

　

〃　

松
之
助

　

常
陸
豊
次

　

志
賀
久
吉

　

明
治
廿
一
年
子
十
月
廿
八
日

　
　
　

常
陸
初
太
郎
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
喜
治
郎
殿
江
当
ま
い
相
渡
候
也

　
　
　
　

キ

一
、
金
弐
拾
六
銭
四
リ　
　
　

豆
腐
代
・
六
拾
六
挺（

丁
）

一
、
金
七
拾
五
銭　
　
　
　
　

た
こ
弐
・
鮭魚

弐

〆
金
壱
円
壱
銭
四
リ

一御
祝
儀、金

拾
銭　
　
　
乙
次
郎　

青
木
喜
惣
太

一御
同、
金
拾
銭　
　
　
　
　

 

志
賀
熊
吉

一
、
金
九
拾
五
銭　
　
　
　

女
鹿
壱
枚

一
、
金
拾
九
銭
弐
リ　
　
　

豆
腐
四
十
八
丁

〆
金
九
拾
四
銭
弐
リ

壱
人
ニ
付
十
五
銭
七
リ
ツ
ヽ

　

明
治
十
九
年
旧
十
月
三
十
日

　
　
　

志
賀
久
吉
ゟ

　
　
　

猪
狩
亀
吉
様
江
当
前
正
ニ
相
渡
シ
申
候
也

﹇
史
料
1
―
19
﹈
明
治
二
十
年

　
　
　
　

キ

一
、
金
拾
三
銭　
　
　
　

い
わ
し
代

一
、
同
弐
拾
四
銭　
　
　

と
ふ
ふ
代
六
十
丁

一壱
人
ニ
付

、
金
七
銭
四
リ　
　
　

亀
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
吉

　

明
治
二
十
年
旧
十
月
廿
七
日

一有
銭、

金
七
拾
銭
四
リ
六
毛

右
之
有
銭
六
名
江
配
分
致
候
也

一壱
人
ニ
付
、
金
拾
弐
銭
七
毛
ツ
ヽ
当
ル
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金壱
人
ニ
付

拾
六
銭
九
リ

有
銭
弐
銭
五
毛

﹇
史
料
1
―
21
﹈
明
治
二
十
二
年

　
　
　
　

記

一
、
金
九
拾
六
銭　
　
　

鹿
代

一
、
金
九
銭
六
リ　
　
　

と
ふ
ふ
代

合
金
壱
円
五
銭
六
リ
、
五
人
割

一壱
人
ニ
付

、
金
弐
拾
壱
銭
壱
リ
弐
毛　

差
シ

一太
鼓
金
割
返
シ
利
壱
人
ニ
付

、
金
弐
拾
弐
銭
四
リ
ツ
ヽ

一そ
ば
金
利
壱
人
ニ
付

、
金
三
銭
三
リ
二
毛
ツ
ヽ

一有
金
壱
人
ニ
付

、
金
五
リ
五
毛
ツ
ヽ

　

志
賀
喜
治
郎

　

志
賀
松
之
助

　

常
陸
豊
治

　

志
賀
久
吉

　

猪
狩
亀
吉

　

明
治
廿
二
丑
年
旧
十
月
丗
日
ノ
当
ま
い
志
賀
喜
治
郎

﹇
史
料
1
―
22
﹈
明
治
二
十
三
年

　
　
　
　

記

一
、
金
四
拾
四
銭　
　
　

肴
代

一
、
金
三
拾
五
銭　
　
　

酒
代

〆
金
七
拾
九
銭

一六
人
割
壱
人
ニ
付

、
金
拾
三
銭
弐
リ

一太
鼓
金
利
子
弐
口
〆

、
壱
円
拾
弐
銭

一
、
四
拾
弐
銭　
　
　
　
　

さ
か
な
代

一
、
拾
四
銭　
　
　
　
　
　

き
ち
代

一
、
弐
拾
三
銭
弐
リ　
　
　

と
ふ
ふ
代

〆
金
壱
円
三
拾
五
銭
弐
リ

壱
人
ニ
付
弐
拾
四
銭
六
リ
宛

一
、
酒
料
ハ
其
年
ノ
米
相
場
ヲ
以
テ
御
勘
定
致
ス
ヘ
キ
事

一
、 

山
神
定
日
之
義
ハ
一
昼
夜
ニ
付
、
飯
米
ハ
二
飯
や
と
持
ニ

相
定
メ

一
、 

由
ヒ
々
シ
差
合
等
有
之
節
者
、
此
掛
差
金
半
額
ヲ
割
ま
い

と
ス

明
治
廿
四
年
旧
十
一
月
四
日
之
ヲ
決

一
、
壱
銭
三
リ　
　
　

有
銭

　
　
　

常
陸
豊
次
ヨ
リ

　
　
　

当
前
志
賀
久
吉
様
江
相
渡
し
申
候
也

一
、
金
弐
銭
六
リ　
　

有
銭

﹇
史
料
1
―
24
﹈
明
治
二
十
五
年

　
　
　
　

記

○
志
賀
久
吉

○
猪
狩
田
丸

○
志
賀
喜
次
郎

○
志
賀
松
之
助

○
常
陸
豊
次

一明
治
廿
五
年
旧
十
月
廿
五
日
掛

、
金
弐
拾
五
銭　
　
　
　

酒
代

一
、
〃
三
拾
四
銭　
　
　
　

キ
ジ
壱
・
カ
モ
弐

五
人
割
壱
人
ニ
付
弐
拾
弐
銭

一ソ
ハ
金
ノ
利
子

、
金
弐
拾
銭

六
人
割
壱
人
ニ
付
三
銭
三
リ
三
毛

明
治
廿
三
年
十
月
三
拾
日
調

一有
銭、

壱
銭
八
リ
五
毛

　

志
賀
松
之
助

　

常
陸
豊
次

　

志
賀
久
吉

　

猪
狩
亀
吉

　

常
陸
初
太
郎

　

志
賀
喜
次
郎

　

明
治
廿
三
寅
年
旧
十
月
三
十
日

右
当
前
松
之
助
殿
ヨ
リ

右
一
飯
ニ
付
五
合
宛
時（

持
）参
致
へ
き
事

此
規
則
ハ
志
賀
松
之
助
様
当
前
ヨ
リ
相
定
め
候
也

﹇
史
料
1
―
23
﹈
明
治
二
十
四
年

　
　
　
　

記
　

常
陸
豊
次

　

志
賀
久
吉

　

猪
狩
田
丸

　

常
陸
初
太
郎

　
　

拾
弐
銭
三
リ
是
ハ
半
差

志
賀
喜
二
郎

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
松
之
助

一明
治
廿
四
年

、
五
拾
六
銭　
　
　
　
　

酒
代
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一
、
〃
七
銭　
　
　
　
　
　

と
う
ふ
代

〆
金
六
拾
六
銭

一
、
金
拾
三
銭
弐
リ　
　
　

差
シ
壱
人
分
内

一御
祝
儀
差
引
〆

、
金
拾
壱
銭
四
リ　
　
　

壱
人
分
差
シ

但
シ
定
約
例
年
ノ
通
リ

一
、
金
壱
銭
九
リ
五
毛　
　
　

在
銭

　
　
　

志
賀
久
吉
ゟ

　
　
　

猪
狩
田
丸
様
江
相
渡
シ
申
候
也

一
、
金
九
銭　
　
　

常
陸
初
太
郎
殿
ゟ
御
祝
儀

　
　
　

志
賀
久
吉
ゟ

　
　
　

山
ノ
神
当
前
明
治
廿
五
年
旧
十
月
廿
五
日

　
　
　

猪
狩
田
丸
殿
江
相
渡
シ
申
候
也

﹇
史
料
1
―
25
﹈
明
治
二
十
六
年

酒
料
ハ
其
年
之
米
相
場
ヲ
以
テ
御
勘
定
可
致
候
事
、
山
之
神
定

日
之
儀
者
二
日
一
ト
夜
ニ
限
ル
、
飯
米
ハ
三
度
や
と
持
と
ス

　

明
治
廿
六
年
旧
十
月
廿
八
日

　
　
　

志
賀
亀
吉
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
喜
次
郎
殿
ヘ
当
前
相
渡
シ
申
候
也

○
猪
狩
亀
吉

○
志
賀
喜
次
郎

○
志
賀
松
之
助

○
常
陸
豊
次

○
志
賀
久
吉

一
、
金
拾
六
銭　
　
　
　
　

神
酒
代

一
、
金
拾
五
銭　
　
　

御
神
酒
代

一
、
金
拾
六
銭　
　
　

山
鳥
壱
把（

羽
）代

一
、
金
拾
壱
銭　
　
　

と
ふ
ふ
代

一外
ニ、
金
八
銭
八
リ　
　

差
シ
壱
人
分

一明
治
廿
七
年
度
分

、
金
四
銭
九
リ
五
毛　
　

在
銭

右
有
銭
之
儀
ハ
、
志
賀
松
之
助
殿
江
相
渡
シ
申
置
キ
候
也

﹇
史
料
1
―
27
﹈
明
治
二
十
八
年

一
、 

山
之
神
規
約
之
義
ハ
左
之
如
ク
、
酒
料
者
其
年
の
米
相
場

ヲ
以
テ
御
勘
定
可
致
候
事
、
山
之
神
祭
日
者
二
日
二
夜
に

限
り
、
飯
米
者
四
度
や
と
持
と
す
、
若
シ
差
合
等
有
之
候

節
者
、
仲
間
談
事
之
上
祭
日
を
相
定
メ
可
申
候
事

　

明
治
二
十
八
年
旧
十
月
二
十
七
日

　
　
　

志
賀
松
之
助
ゟ

　
　
　

常
陸
豊
治
殿
へ
当
前
相
渡
申
候
也

本
年
ハ
狩
猟
壱
日
、
山
鳥
男
女
打
チ
、
と
う
ふ
三
拾
八
丁
・
酒

四
升
、
父
駒
ノ
世
話
ニ
テ
猪
狩
栄
氏
来
ル
、
ア
イ
ヅ
ヲ
ン
サ
マ

黒
鹿
毛
駒
引
来
、
イ
イ
物
ハ
百
弐
拾
円
、
依
テ
八
拾
円
ニ
付
ル

相
談
ニ
ナ
ラ
ス
引
戻
リ
候
、
又
当
日
山
西
紋
蔵
氏
戸
渡
父
馬
世

話
ニ
来
ル
。
之
ニ
付
廿
八
日
三
名
ニ
テ
戸
渡
ニ
駒
見
参
ル
ハ
ヅ

ニ
テ
、
相
談
は
整
ハ
リ
候
、
午
后
十
時
敗（

散
）会

ス
、
天
気
ハ
晴
天

也
。

　
　
　
　

キ

○
志
賀
松
之
助

○
常
陸
豊
次

一
、
〃
弐
拾
四
銭　
　
　
　

キ
ジ
壱
把（
羽
）・

山
鳥
壱
把（

羽
）

一
、
〃
拾
五
銭
九
リ　
　
　

と
う
ふ
代

計
金
五
拾
五
銭
九
リ

一壱
人
分、金
拾
壱
銭
壱
リ
八
毛
ヅ
ヽ

明
治
廿
六
年
旧
十
月
廿
八
日

一
、
金
三
銭
三
リ
五
毛　
　
　

有
銭

﹇
史
料
1
―
26
﹈
明
治
二
十
七
年

山
之
神
規
約
之
儀
ハ
左
ノ
如
ク
、
酒
料
ハ
其
年
ノ
米
相
場
ヲ
以

テ
御
勘
定
可
致
候
事
、
山
之
神
定
日
ハ
二
日
一
夜
ニ
限
ル
、
飯

米
ハ
三
度
や
と
持
ト
定
メ
、
若
シ
差
合
等
在
之
候
節
ハ
、
仲
間

談
事
之
上
祭
日
ヲ
定
ム
ル
コ
ト

廿
七
年
十
一
月
六
日
雪
ふ
ル
、七
日
狩
猟
致
シ
候
得
共
猟
ナ
シ
、

依
テ
山
鳥
壱
把（

羽
）買

万
々
目
出
度
叶
ひ
候
也

　

明
治
廿
七
年
旧
十
一
月
八
日

　
　
　

志
賀
喜
治
郎
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
松
之
助
殿
ヘ
当
前
相
渡
シ
申
候
也

　
　
　
　

記

　
　
　
　

相
済
○
志
賀
喜
治
郎

　
　
　
　

同　

○
志
賀
松
之
助

　
　
　
　

同　

○
常
陸
豊
次

　
　
　
　

相
済
○
志
賀
久
吉

　
　
　
　

相
済
○
猪
狩
太
丸

一
、
合
計
金
四
拾
五
銭
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○
志
賀
久
吉

○
猪
狩
積

○
志
賀
喜
治
郎

一
、
金
四
拾
銭　
　
　
　

御
神
酒
代

一
、
〃
弐
拾
八
銭　
　
　

山
鳥
二
羽

一
、
〃
拾
九
銭　
　
　
　

豆
腐
代

計
金
八
拾
七
銭

　

金一
人
分
差

拾
七
銭
四
リ

一
、
金
六
銭
四
リ
五
毛　
　
　

有
銭

右
有
銭
之
義
者
、
志
賀
松
之
助
よ
り
常
陸
豊
治
殿
へ
相
渡
シ
申

候
也

﹇
史
料
1
―
28
﹈
明
治
二
十
九
年

　
　
　
　

記

○
常
陸
豊
治

○
志
賀
久
吉

○
猪
狩
積

○
志
賀
喜
治
郎

○
志
賀
松
之
助

一
、
金
三
拾
四
銭　
　
　
　
　

御
神
酒
代
三
升

一
、
同
拾
八
銭　
　
　
　
　
　

豆
腐
代
三
十
六
丁

一
、
同
四
拾
壱
銭
六
リ　
　
　

た
こ
壱
杯

二
日
山
追
致
、
中
間
ニ
て
山
鳥
一
羽
狩
猟
あ
り
。

〆
合
計
金
九
拾
三
銭
六
リ

　

金一
人
ニ
付
差

拾
八
銭
八
リ
、
明
治
廿
九
年
十
月
晦
日

一壱
人
ニ
付

、
金
拾
三
銭
三
リ
ン
五
毛
ツ
ヽ

一
、
山
之
神
取
極
メ
候
事

酒
代
者
其
年
之
米
相
場
ヲ
以
御
勘
定
可
仕
候
事
、
祭
日
者
二
日

二
夜
ニ
限
リ
、
飯
米
者
四
度
宿
持
と
ス
、
差
合
等
有
之
候
節
者
、

仲
間
談
事
之
上
祭
日
を
定
む
可
き
候
事

　

明
治
三
拾
年
旧
十
月
廿
九
日

　
　
　

猪
狩
亀
吉
ヨ
リ

　
　
　

此
年
久
吉
殿
差
合
ニ
テ
、
亀
吉
当
前
引
受
申
候

﹇
史
料
1
―
30
﹈
明
治
三
十
一
年

　
　
　
　

キ

○
志
賀
久
吉

○
猪
狩
積

○
志
賀
喜
治
郎

○
志
賀
松
之
助

○
常
陸
留
五
郎

一
、
金
六
拾
銭　
　
　
　

御
神
酒
代
濁
酒
五
升

一
、
金
四
拾
五
銭　
　
　

と
う
ふ
代
三
箱

一
、
金
八
銭　
　
　
　
　

ゆ
は
な
代
八
疋

　

〆
金
壱
円
拾
三
銭

　

一
人
ニ
付
差
弐
拾
弐
銭
六
厘
づ
ゝ

一
、
金
三
銭
五
リ　
　
　

有
銭

一
、
山
之
神
取
極
メ
之
事

一
、
酒
代
ハ
其
年
ノ
米
相
場
ヲ
以
テ
御
勘
定
可
仕
候
事

一
、
金
八
銭　
　
　

有
銭　

有
銭
配
分

右
有
銭
之
義
ハ
、
常
陸
豊
治
ヨ
リ
志
賀
久
吉
殿
ヘ
相
渡
申
候
也

一
、
山
之
神
規
約
之
儀
者
、
左
之
通
リ
定
メ
候
事

一
、
神
社
祭
日
者
二
日
二
夜
ニ
限
リ
候
事

一
、
飯
米
ハ
四
度
家
宿
持
ト
ス

一
、
御
神
酒
代
ハ
其
年
の
米
相
場
ヲ
以
定
む
べ
き
事

一
、 

加
名
者
之
内
差
合
等
有
之
節
ハ
、
中
間
協
儀
之
上
祭
日
を

定
む
べ
し

右
之
通
り
相
定
メ
候
也

　

明
治
二
十
九
年
旧
十
月
晦
日

　
　
　

常
陸
豊
治
よ
り
当
前

　
　
　

志
賀
久
吉
殿
ヘ
相
渡
申
候
也

﹇
史
料
1
―
29
﹈
明
治
三
十
年

　
　
　
　

記

○
志
賀
久
吉

○
猪
狩
田
丸

○
志
賀
喜
治
郎

○
志
賀
松
之
助

○
常
陸
定
之
助

一
、
金
五
拾
壱
銭　
　
　
　
　

御
神
酒
代
三
升

一
、
金
拾
五
銭
六
リ
ン　
　
　

と
ふ
ふ
代

一
日
山
追
致
、
中
間
ニ
て
山
鳥
壱
把（

羽
）狩

猟
あ
り
。

〆
合
計
金
六
拾
六
銭
六
リ
ン

有
銭
壱
銭
六
リ
ン
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一
、
祭
日
ハ
二
日
二
夜
ニ
限
リ

一
、
飯
米
者
四
度
宿
持
ト
ス

一
、 
仲
間
に
て
差
合
等
有
之
節
ハ
、
談
事
之
上
祭
日
を
定
む
べ

き
事

　

明
治
三
十
一
年
旧
十
月
廿
九
日

　
　
　

志
賀
久
吉
よ
り
当
前

　
　
　

志
賀
喜
治
郎
殿
ヘ
相
渡
申
候
也

﹇
史
料
1
―
31
﹈
明
治
三
十
二
年

　
　
　
　

覚
　

志
賀
喜
次
郎

・
志
賀
松
之
助

・
常
陸
留
五
郎

　

志
賀
久
蔵

・
猪
狩
積

一
、
金
六
拾
四
銭　
　
　

御
神
酒
代
清
酒
弐
升

一
、
〃
参
拾
銭　
　
　
　

豆
腐
代
弐
箱

一
、
〃
拾
五
銭　
　
　
　

目
出
鯛
壱

三
日
山
追
致
シ
、
仲
間
に
て
山
鳥
弐
羽
狩
猟
あ
り
。

　

合
計
金
壱
円
○
九
銭

　

一
人
ニ
付
差
金
弐
拾
壱
銭
八
厘
ツ
ヽ

一
、
金
四
銭
九
厘　
　
　

有
銭
配
分

　
　

山
神
規
約

一
、
酒
代
濁
酒
之
節
者
、
其
年
の
米
相
場
に
て
御
勘
定
可
仕
候

一
、
祭
日
者
二
日
二
夜
ニ
限
リ
、
飯
米
者
四
度
宿
持
ト
ス

○
志
賀
喜
次
郎

○
志
賀
孫
三
郎

一
、
金
九
拾
銭　
　
　

御
酒
三
升
代

一
、
〃
参
拾
銭　
　
　

豆
腐
代
二
箱

一
、
連
中
ニ
而
山
追
致
、
二
日
ニ
シ
テ
兔
六
羽
狩
猟
あ
り

差
金
〆
壱
円
弐
拾
銭

　

金壱
人
ニ
付
差

弐
拾
四
銭
宛

此
内
兔
弐
羽
売　

代
金
四
拾
七
銭
六
厘

差
引
金
七
拾
弐
銭
四
厘

　

一
人
分
拾
四
銭
五
厘

　
　
　
　

規
約

一
、
祭
日
者
二
日
二
夜
ニ
限
リ
、
飯
米
者
四
度
宿
持
ト
ス

一
、 

山
神
連
中
ニ
而
差
合
等
有
之
候
節
ハ
、
談
事
之
上
祭
日
を

定
む
へ
き
事

　

明
治
参
拾
三
年
旧
十
月
廿
二
日

一
、
金
壱
銭
九
厘　
　
　

有
銭

　
　
　

当
前
有
銭
共
、
志
賀
松
之
助
ゟ

　
　
　

常
陸
留
五
郎
殿
ヘ
相
渡
申
候
也

﹇
史
料
1
―
33
﹈
明
治
三
十
四
年

　
　
　
　

順
廻

本
年
差
合
宿
換

常
陸
留
五
郎

当
前
相
済

○
志
賀
久
蔵

○
猪
狩
積

○
志
賀
主
殿

一
、 

仲
間
に
て
差
合
等
有
之
候
節
者
、
談
事
之
上
祭
日
を
定
む

事

　

明
治
丗
弐
年
十
月
晦
日

　
　
　

志
賀
喜
治
郎
ゟ
当
前

　
　
　

志
賀
松
之
助
殿
ヘ
相
渡
申
候
也

此
年
山
神
宮
立
換
致
候

　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人　

志
賀
熊
吉

一
、
御
宮　
　
　
　
　

大
工　

渡
職
人

　

代
金
壱
円
六
拾
銭

一
、
遷
宮
御
初
穂　
　

神
官　

久
保
田
安
之
助

　

金
五
拾
銭

一
、
御
神
酒　
　
　

清
酒
壱
升

　

代
金
三
拾
弐
銭

祭
祝
シ
テ
投
餅
致
候
、　

但
シ
一
戸
ニ
付
米
壱
升
ツ
ヽ

立
換
費
用
合
金
弐
円
四
拾
弐
銭

　

一
戸
ニ
付
金
弐
拾
六
銭
八
厘
八
毛
ツ
ヽ

一
、
小
田
代
氏
子　

九
戸

右
之
通
御
座
候
也

﹇
史
料
1
―
32
﹈
明
治
三
十
三
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
松
之
助

○
常
陸
留
五
郎

（
此
年
差
合
休
）

○
志
賀
久
吉

○
猪
狩
積
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○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
治
郎

○
志
賀
保

一
、
金
壱
円
拾
七
銭
三
厘　
　
　

御
酒
三
升
四
合
代

一
、
〃
四
拾
五
銭　
　
　
　
　
　

豆
腐
三
箱
代

〆
金
壱
円
六
拾
弐
銭
三
厘

　

金壱
人
ニ
付
差

弐
拾
七
銭
壱
厘
ヅ
ヽ

一
、
金
四
銭
弐
厘　
　
　

有
銭

　
　

規
約

一
、
祭
典
ハ
二
日
二
夜
ニ
限
リ
、
飯
米
者
四
度
宿
持
ト
ス

一
、 

山
神
連
中
ニ
テ
差
合
等
有
之
候
節
ハ
、
談
事
之
上
祭
日
ヲ

定
ヘ
キ
事

一
、
連
中
ニ
テ
二
日
山
追
致
シ
、
山
鳥
三
羽
狩
猟
ア
リ

　

明
治
丗
四
年
旧
十
月
晦
日
、
目
出
度
相
済

　
　
　

右
有
銭
共
志
賀
久
蔵
ゟ

　
　
　

当
前
常
陸
留
五
郎
殿
ヘ
相
渡
申
候
也

﹇
史
料
1
―
34
﹈
明
治
三
十
五
年

　
　
　
　

順
廻

○
猪
狩
積

○
志
賀
主
殿

○
仝　

孫
三
郎

○
仝　

喜
治
郎

○
仝　

保

本
年
当
前
相
済

○
常
陸
留
五
郎

一
、
金
壱
円
六
拾
四
銭　
　
　

御
神
酒
四
升
代

一
、
金
弐
拾
銭　
　
　
　
　
　

蛸
一
杯
目
量
六
百
八
十
匁

一
、
金
四
拾
八
銭　
　
　
　
　

豆
腐
二
十
四
丁
代

計
金
弐
円
三
拾
弐
銭

　

金壱
人
ニ
付
さ
し

三
十
三
銭
一
厘
余

一
、
金
八
銭
九
厘
有
銭　
　
　

是
ハ
配
分
ス

　
　

規
約

一
、
祭
典
ハ
二
日
二
夜
ニ
限
リ
、
飯
米
者
四
度
宿
持
と
す

一
、 

仲
間
ニ
テ
差
合
等
有
之
候
節
ハ
、
談
事
之
上
祭
日
定
ム
ベ

キ
事

一
、
仲
間
ニ
テ
二
日
山
追
致
、
山
鳥
五
羽
・
鴨
壱
羽
狩
猟
ア
リ

　

明
治
丗
六
年
旧
十
月
二
十
四
日
、
目
出
度
相
す
ま
し

　
　
　

当
前
猪
狩
積
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
主
殿
ヘ
相
度（

渡
）し

申
候
也

﹇
史
料
1
―
36
﹈
明
治
三
十
七
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
主
殿

○
〃　

孫
三
郎

○
〃　

喜
次
郎

○
〃　

保

○
常
陸
留
五
郎

○
志
賀
久
蔵

此
年
差
合
ニ
テ
休
ミ

猪
狩
積

有
銭
配
分
差
引
壱
人
ニ
付
二
拾
五
銭
九
厘

一
、
金
九
拾
九
銭　
　
　

清
酒
三
升

○
志
賀
久
蔵

一
、
金
七
拾
銭　
　
　

清
酒
弐
升
代

一
、
金
拾
七
銭　
　
　

豆
腐
一
箱
代

〆
金
八
拾
七
銭

　

金壱
人
ニ
付
さ
し

拾
弐
銭
四
厘
弐
毛

一
、
金
五
銭
八
厘　
　

あ
り
銭

　
　
　
　

規
約

例
年
ニ
相
か
は
ら
ず
候

本
年
寅
之
不
作
ニ
付
、
飯
米
者
壱
度
宿
持
と
す
。
仲
間
ニ
テ
山

追
半
日
致
シ
、
山
鳥
二
羽
狩
猟
あ
り
。
此
年
旧
十
月
廿
九
日
山

追
ニ
参
リ
、
ツ
ヽ
ジ
之
花
所
々
有
之
候
也
。

　

明
治
三
十
五
年
旧
拾
月
廿
九
日
、
目
出
度
相
す
ま
し
候
な
り

　
　
　

右
有
銭
と
も
常
陸
留
五
郎
ヨ
リ

　
　
　

当
前
猪
狩
積
殿
ヘ
相
渡
候
也

﹇
史
料
1
―
35
﹈
明
治
三
十
六
年

　
　
　
　

順
廻

猪
狩
○
積

志
賀
○
主
殿

〃　

○
孫
三
郎

〃　

○
喜
治
郎

〃　

○
保

常
陸
○
留
五
郎

志
賀
○
久
蔵

有
銭
配
分
差
引
壱
人
ニ
付
三
十
一
銭
九
リ
ヅ
ヽ
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一
、
金
六
拾
銭　
　
　
　

豆
腐
三
箱
代

〆
金
壱
円
五
拾
九
銭

一
、
金
弐
銭
三
厘
あ
り
銭
配
分

　

二壱
人
ニ
付
差

拾
五
銭
九
厘
ツ
ヽ

　
　

規
約

一
、
祭
典
ハ
二
日
二
夜
ニ
限
リ
、
米
ハ
四
度
宿
持
と
す

一
、 

仲
間
ニ
テ
差
合
等
有
之
候
節
ハ
、
談
事
之
上
祭
日
ヲ
定
ム

ル
コ
ト

一
、 

仲
間
ニ
テ
壱
日
半
山
追
い
た
し
、漸
ク
兔
壱
羽
狩
猟
ア
リ
。

又
堂
小
屋
菅
波
酉
治
氏
ヨ
リ
、
御
祝
儀
ト
シ
テ
清
酒
壱
升

被
下
、
皆
目
出
度
相
済
ス
。

明
治
丗
七
年
旧
拾
月
廿
九
日
鳥
居
立
換
氏
子
中

　

丗
七
年
旧
拾
月
丗
日

　
　
　

当
前
志
賀
主
殿
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
孫
三
郎
殿
へ
相
渡
ス
申
候
也

﹇
史
料
1
―
37
﹈
明
治
三
十
八
年

　
　
　
　

小
田
代
山
神
講
人
名

一
、
当
前　
　
　

志
賀
孫
三
郎

一
、
引
受　
　

○御
印

志
賀
喜
次
郎

一
、
其
次　
　

○
志
賀
保

一
、
次
ノ
一　

○
常
陸
留
五
郎

一
、
次
ノ
二　

○
志
賀
久
蔵

一
、
次
ノ
三　

○
猪
狩
積

一
、
次
ノ
四　

○
志
賀
主
殿

一
、
金
七
拾
八
銭　
　
　

当
年
御
神
酒
代

一
、
当
前　
　
　

志
賀
喜
次
郎

一
、
当
前
引
受　

志
賀
保

一
、
其
次　
　
　

常
陸
留
五
郎

一
、
其
ノ
一　
　

志
賀
久
蔵

　
　
本
年
ハ
差
合
ニ
付
狩
猟
出
ズ
、
一
人
ニ
当
ル
狩
猟
代
出
ス

一
、
其
ノ
二　
　

猪
狩
積

一
、
其
ノ
三　
　

志
賀
主
殿

一
、
其
ノ
四　
　

志
賀
孫
三
郎

一
、
金
壱
円
弐
拾
九
銭　
　
　

御
神
酒
料

一
、
〃
参
拾
六
銭　
　
　
　
　

豆
腐
弐
箱
代

〆
金
壱
円
六
拾
五
銭
、
有
銭
ハ
配
分
差
引

金壱
人
ニ
付
差

弐
拾
弐
銭
六
厘
四
毛

一
、
金
参
銭
参
厘　
　
　

有
銭

　
　
　
　

規
約

本
年
半
作
ニ
付
、
飯
米
ハ
弐
度
宿
持
ト
ス

一
、
本
年
ヨ
リ
規
約
改
正
シ
テ
、
飯
米
ハ
弐
度
宿
持
ト
ス

一
、 

仲
間
ニ
テ
差
合
有
之
出
合
ザ
ル
節
ハ
、
談
事
ノ
上
祭
日
ヲ

定
ム
ル
事

一
、 

仲
間
ニ
テ
山
追
壱
日
致
シ
、
山
鳥
弐
羽
・
青
ジ
壱
羽
・
ミ
ヽ

ヅ
ク
壱
羽
狩
猟
あ
り
。

　

明
治
丗
九
年
旧
十
月
晦
日
、
当
前
目
出
度
相
済
シ

　
　
　

志
賀
喜
次
郎
ゟ
順
廻
帳
共
当
前
有
銭
共

　
　
　

志
賀
保
殿
ヘ
相
渡
候
也

一
、
金
参
拾
六
銭　
　
　

豆
腐
弐
箱

〆
金
壱
円
拾
四
銭

壱
人
ニ
付
差
拾
六
銭　

参
是
ハ
本
年
有
配
分
ノ
為
メ
消
ス

　
　
　

厘　

宛
ツ

本
年
宿
ニ
テ
差
合
ニ
付
山
追
ニ
出
ズ
。
狩
猟
金
分
弐
銭
弐
厘
出

ス
。
是
ヲ
都
合
ニ
拠
リ
有
銭
と
す
。

外
ニ
金
四
厘
有
銭
、
〆
金
弐
銭
六
厘

　
　

規
約

本
年
は
不
作
ニ
付
、
飯
米
者
壱
度
宿
持
と
す

一
、 

仲
間
に
而
山
追
壱
日
致
、
兔
壱
羽
狩
猟
あ
り
、
本
日
ノ
狩

猟
仲
間
、
宿
ヲ
除
ク
ノ
外
六
名

一
、 

仲
間
に
て
差
合
等
有
之
節
者
、
談
事
之
上
祭
日
定
む
べ
き

事

　

明
治
参
拾
八
年
旧
拾
月
弐
拾
七
日
、
目
出
度
相
済
申
候

　
　
　

当
前
志
賀
孫
三
郎
ゟ
有
銭
弐
銭
六
厘
共

　
　
　

志
賀
喜
治
郎
様
へ
相
渡
申
候
也

本
年
不
作
ニ
テ
皆
無
届
出

一
、
大
豆　
　
　

金

一
、
白
米　
　
　

金
拾
九
銭　

但
シ
壱
升
代

一
、
ラ
ン
グ
ー　

金
拾
六
銭

一
、 

本
年
ノ
如
キ
ハ
雨
風
も
あ
た
ら
ず
し
て
皆
無
に
相
成
候
ハ

如
何
と
云
ふ
に
、
土
用
中
ハ
非
常
に
寒
く
し
て
火
の
傍
を

去
る
難
し

﹇
史
料
1
―
38
﹈
明
治
三
十
九
年

　
　
　
　

順
廻
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﹇
史
料
1
―
39
﹈
明
治
四
十
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
保

○
常
陸
留
五
郎

　

猪
狩
積

此
年
差
合
ニ
付
山
追
出
合

ズ
拠
テ
狩
猟
代
ヲ
出
ス

○
志
賀
久
三

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
次
郎

一
、
金
一
円
参
拾
八
銭　
　
　

御
神
酒
三
升
代

一
、
金
三
十
三
銭　
　
　
　
　

豆
腐
代
十
八
丁

　

金壱
人
ニ
付

弐
拾
四
銭
五
厘
ヅ
ヽ

一
、
弐
拾
参
銭
弐
厘　
　
　

有
銭

　
　
　
　

規
約

祭
典
ハ
改
正
ノ
通
リ
壱
日
一
夜
限
リ
、
飯
米
ハ
二
度
宿
持
ト
ス

一
、 

仲
間
ニ
テ
差
合
等
有
之
出
合
ザ
ル
節
ハ
、
談
事
ノ
上
祭
日

ヲ
定
ル
コ
ト

一
、 

仲
間
ニ
テ
山
追
二
日
致
シ
、
山
鳥
一
羽
・
兔
二
羽
・
バ
ン

ド
リ
小
三
羽
狩
猟
ア
リ

此
年
ハ
平
作
ニ
御
座
候
。
山
追
ニ
出
テ
、
先
ツ
山
ノ
模
様
ソ
チ

コ
チ
ニ
雪
チ
ラ
〳
〵
ア
リ
。
空
ハ
余
リ
暖
ニ
非
ズ
。
平
ナ
ル
ベ

シ
ト
云
フ
。

　

明
治
四
拾
年
旧
十
月
廿
九
日
、
当
前
目
出
度
相
す
ま
し

　
　
　

志
賀
保
ヨ
リ
順
廻
帳
並
ニ
有
銭
供（

共
）

　
　
　

常
陸
留
五
郎
殿
ヘ
相
渡
し
申
候
也

候
　

明
治
四
拾
壱
年
旧
十
月
晦
日
、
当
前
目
出
度
相
済
シ

　
　
　

常
陸
留
五
郎
ヨ
リ

　
　
　

猪
狩
積
殿
ヘ
順
廻
帳
共
相
渡
シ
申
候
也

﹇
史
料
1
―
41
﹈
明
治
四
十
二
年

　
　
　
　

規
約

祭
典
ハ
列（

例
）年

ノ
通
リ
、
壱
日
一
夜
限
リ
、
飯
米
ハ
二
度
宿
持
ト

ス一
、 

仲
間
ニ
テ
差
合
等
有
之
出
合
ザ
ル
節
ハ
、
談
事
ノ
上
祭
日

ヲ
定
ル
コ
ト

一
、
仲
間
ニ
テ
山
追
壱
日
致
シ
、
兔
三
羽
狩
猟
ア
リ

今
年
ハ
八
分
ノ
作
ニ
御
座
候
。秋
纏
ハ
先
月
中
ニ
大
尾
と
相
成
、

毎
日
ノ
晴
天
暖
気
ノ
為
め
、
土
も
シ
ミ
申
サ
ズ
候
。
富
岡
町
ニ

於
テ
新
十
一
月
廿
日
ヨ
リ
品
秤（

評
）会
、
一
昨
日
迄
デ
壱
廻（

週
）間
ア
リ

タ
リ
。

　

明
治
四
拾
弐
年
旧
十
月
十
六
日
、
当
前
目
出
度
相
渡
シ

　
　
　

猪
狩
積
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
久
三
殿
ヘ
順
廻
帳
・
有
銭
共
相
渡
シ
申
候
也

　
　
　
　

順
廻

　
　
　
　

当
前　

猪
狩
積

　
　
　
　

次
前　

志
賀
久
三

　

志
賀
主
殿

　

志
賀
孫
三
郎

　

志
賀
喜
治
郎

　

志
賀
保

﹇
史
料
1
―
40
﹈
明
治
四
十
一
年

　
　
　
　

順
廻

常
陸
留
五
郎

猪
狩
積

志
賀
久
三

志
賀
主
殿

志
賀
孫
三
郎

志
賀
喜
治
郎

志
賀
保

一
、
金
壱
円
四
拾
五
銭　
　
　

御
神
酒
参
升
代

一
、
金
参
拾
二
銭　
　
　
　
　

豆
腐
拾
六
丁
代

差
〆
金
壱
円
七
拾
七
銭

一
、
金
拾
参
銭　
　
　
　
　
　

兔
壱
羽
代　

宿
ニ
譲
る

一
、
金
弐
拾
六
銭
五
リ　
　
　

有
銭
配
分

右
差
引
〆
金
壱
円
三
拾
七
銭
五
リ

　

壱
人
差
金
拾
九
銭
七
厘

　
　
　
　

規
約

祭
典
ハ
改
正
ノ
通
リ
壱
日
一
夜
限
リ
、
飯
米
ハ
二
度
宿
持
ト
ス

一
、 

仲
間
ニ
テ
差
合
等
有
之
、
出
合
ザ
ル
節
ハ
、
談
事
ノ
上
祭

日
ヲ
定
ル
コ
ト

一
、 

仲
間
ニ
テ
山
追
壱
日
致
シ
、（
キ
ジ
）
壱
羽
・
兔
三
羽
狩

猟
あ
り

今
年
ハ
六
分
ノ
作
ニ
御
座
候
。
山
追
ニ
出
候
。
当
地
方
ニ
ハ
雪

無
之
候
得
共
、
大
瀧
根
山
ニ
ハ
一
面
白
シ
。
風
多
く
し
て
寒
さ

な
り
。
秋
纏
は
未
だ
終
り
な
ら
ざ
れ
共
、
あ
ら
〳
〵
に
相
成
申
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常
陸
留
五
郎

一
、
金
壱
円
也　
　
　

酒
弐
升
五
合
代

一
、
〃
四
拾
銭　
　
　

豆
腐
弐
箱

〆
金
壱
円
四
拾
銭

　

但
シ
壱
人
ニ
付
差
弐
拾
銭
宛

一
、
金
四
銭　
　
　

有
銭

本
年
孫
三
郎
氏
山
追
ニ
出
合
ズ
。
付
テ
兔
一
羽
代
拾
参
銭
ノ
割

合
ニ
勘
定
仕
候
。
孫
三
郎
氏
ヲ
除
ノ
外
、
一
人
ニ
付
差
拾
九
銭

壱
厘
宛
出
ス
。

﹇
史
料
1
―
42
﹈
明
治
四
十
三
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
久
三

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
治
郎

○
志
賀
保

○
常
陸
留
五
郎

○
猪
狩
積

一
、
金
壱
円
四
拾
四
銭　
　
　

御
神
酒
参
升
代

一
、
〃
四
拾
銭　
　
　
　
　
　

豆
腐
弐
箱

〆
金
壱
円
八
拾
四
銭

　

但
シ
壱
人
ニ
付
差
金
弐
拾
六
銭
三
リ

本
年
春
掃（

箒
）星

至
り
て
度
々
出
る
。
本
年
山
追
に
出
合
ず
、
孫
三

郎
・
積
氏
、
兔
一
羽
代
拾
四
銭
の
割
合
に
て
勘
定
仕
候

〆
金
壱
円
八
拾
七
銭

　

差壱
人
ニ
付
金
参
拾
壱
銭
壱
厘
六
毛

志
賀
久
蔵
・
志
賀
孫
三
郎
・
常
陸
留
五
郎
ノ
三
氏
、
山
追
ニ
出

合
ズ
。
狩
猟
代
割
前
ヲ
出
ス
。

祭
典
規
約
例
年
ノ
通
リ

仲
間
ノ
内
四
人
ニ
テ
山
追
一
日
致
シ
、
兔
弐
羽
・
長
ま
壱
羽
・

ひ
よ
鳥
弐
羽
・
か
け
す
弐
羽
猟
あ
り
。

　

明
治
四
拾
四
年
旧
十
月
廿
九
日

　
　
　

志
賀
主
殿
よ
り

　
　
　

志
賀
孫
三
郎
殿
へ
有
銭
共
相
渡
シ
申
候
也

一
、
金
拾
九七

銭
九
厘　

有
銭

　
　
　

弐
銭
消
ス
印

﹇
史
料
1
―
44
﹈
明
治
四
十
五
年
・
大
正
元
年

　
　
　
　

順
廻

　
　
　
　

二　

○
志
賀
喜
義

　
　
　
　

三　

○
志
賀
保

　
　
　
　

四　

○
常
陸
留
五
郎

　
　
　
　

五　

○
猪
狩
積

　
　
　
　

六　

○
志
賀
久
蔵

　
　
　
　

七　

○
志
賀
主
殿

　
　
　

当
前
一
○
志
賀
孫
三
郎

一
、
金
壱
円
六
拾
八
銭　
　
　

酒
参
升
代

一
、
金
四
拾
銭　
　
　
　
　
　

豆
腐
弐
箱
代

一
、
金
六
拾
銭　
　
　
　
　
　

鳥
参
羽
代

有
銭
十
三
銭
八
厘

祭
典
ハ
列（

例
）年

ノ
通
リ
、
壱
日
一
夜
限
リ
、
飯
米
ハ
二
度
宿
持
ト

ス一
、 

仲
間
ニ
テ
差
合
等
有
之
出
合
ザ
ル
節
ハ
、
談
事
ノ
上
祭
日

ヲ
定
ル
コ
ト

一
、 

仲
間
ニ
テ
山
追
二
日
致
シ
、
山
鳥
一
羽
・
兔
壱
羽
・
カ
ケ

ス
一
羽
・
ミ
ミ
ツ
ク
一
羽
狩
猟
ア
リ

今
年
者
半
作
に
て
御
座
候
。
秋
纏
者
前
日
迄
に
終
ル
。
旧
七
月

七
日
大
洪
水
、
其
後
も
毎
日
〳
〵
日
の
雨
天
な
り
し
が
、
十
月

中
者
雨
少
し
も
な
し
。

　

明
治
四
拾
参
年
旧
十
月
晦
日
、
当
前
目
出
度
相
渡
シ
申
候

　
　
　

志
賀
久
三
ヨ
リ

　
　
　

順
廻
帳
有
銭
共
志
賀
主
殿
ヘ

﹇
史
料
1
―
43
﹈
明
治
四
十
四
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
保

病
気
ニ
付
休

○
常
陸
留
五
郎

○
猪
狩
積

○
志
賀
久
蔵

一
、
金
壱
円
四
拾
七
銭　
　
　

酒
参
升
代

一
、
金
四
拾
銭　
　
　
　
　
　

豆
腐
弐
箱
代
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〆
金
弐
円
六
拾
八
銭

　

差壱
人
ニ
付
金
参
拾
八
銭
五
厘

祭
典
規
約
例
年
ノ
通
リ

　

大
正
元
年
旧
十
月
廿
九
日
、
芽
出
度
相
済

有
銭
弐
拾
九
銭　

印

　
　
　

志
賀
孫
三
郎
よ
り

　
　
　

当
前
志
賀
喜
義
殿
ヘ
有
銭
共
相
渡
候
也

有
銭
参
拾
四
銭
弐
厘

﹇
史
料
1
―
45
﹈
大
正
二
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
喜
義

●
志
賀
保

●
常
陸
留
五
郎

○
猪
狩
積

○
志
賀
久
蔵

●
志
賀
主
殿

○
志
賀
孫
三
郎

一
、
金
壱
円
八
拾
銭　
　
　

御
神
酒
料

一
、
金
四
拾
銭　
　
　
　
　

豆
腐
弐
箱
代

〆
金
弐
円
弐
拾
銭

　

差壱
人
ニ
付

参
拾
壱
銭
参
厘
宛

一
、
金
五
拾
五
銭
九
厘　
　
　

有
銭

　
　
　
　

規
約

計
金
壱
円
九
拾
六
銭
五
厘

　

有
銭
六
拾
弐
銭
配
分
ス

　
　

壱
人
ニ
付
差
拾
九
銭
弐
厘
弐
毛
、
金
弐
拾
銭
ツ
ヽ
出
金

　

余
金
有
銭
ト
ス
金
五
銭
五
リ

　
　
　
　

規
約

一
、
例
年
之
通
り

祭
典
ハ
壱
日
壱
夜
ニ
限
リ
、
飯
米
ハ
弐
度
宿
持
ト
ス
。
連
中
ニ

テ
山
追
壱
日
致
シ
、
兔
弐
羽
狩
猟
あ
り
。

本
年
度
ノ
作
者
上
作
な
り
。
暖
気
ニ
テ
旧
九
月
下
旬
頃
（
ツ
ヽ

ジ
）
ノ
花
大
に
咲
く
。
ニ
イ
ロ
フ
、
ド
ヲ
ド
の
大
戦
争
に
て
、

不
景
気
ヲ
見
る
。
生
糸
者
三
円
三
四
十
銭
、
白
米
拾
三
四
銭
。

　
　
　

当
前
志
賀
保
ヨ
リ

　
　
　

常
陸
留
五
郎
殿
ヘ
目
出
度
相
渡
シ
申
候

﹇
史
料
1
―
47
﹈
大
正
四
年

　

大
正
四
年
十
月
廿
七
日
祭

　
　
　
　

宿
廻

○
猪
狩
積

○
志
賀
久
蔵

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
保

　
　
　

当
前　

○
常
陸
留
五
郎

一
、
金
五
拾
銭　
　
　

豆
腐
弐
箱
代

一
、
祭
典
ハ
一
日
一
夜
夜
ニ
限
リ
、
飯
米
ハ
弐
度
宿
持
ト
ス

一
、 

仲氏

子間
ニ
テ
差
合
等
有
之
候
節
ハ
、
談
事
ノ
上
祭
日
ヲ
定
ム

ル
モ
差
閊
ナ
キ
事
、
但
シ
出
合
ザ
ル
者
ヘ
ハ
会
費
掛
ザ
ル

コ
ト

一
、 

連
中
ニ
テ
山
追
一
日
致
シ
、
兔
三
羽
及
ケ
一
・
リ
一
ノ
狩

猟
ア
リ

今
年
志
賀
孫
三
郎
氏
、
山
追
ニ
テ
兔
壱
羽
手
捕
ニ
致
シ
、
大
手

柄
な
と
言
語
ニ
尽
シ
難
シ
。
本
年
ハ
大
洪
水
ノ
為
メ
、
半
作
以

下
ナ
リ
。
此
出
水
ハ
六
七
十
ノ
老
翁
ハ
知
ラ
ザ
ル
出
水
ノ
由
。

今
日
ニ
至
リ
テ
（
タ
ン
ポ
ヾ
）
ノ
花
開
キ
タ
ル
ア
リ
。

一
、
金
参
拾
九
銭
九
厘　
　
　

有
銭

　
　
　

右
有
銭
共
志
賀
喜
義
よ
り

　
　
　

当
前
志
賀
保
殿
へ

﹇
史
料
1
―
46
﹈
大
正
三
年

　

大
正
三
年
旧
拾
月
七
日
祭

　
　
　
　

順
廻

○
常
陸
留
五
郎

○
猪
狩
積

○
志
賀
久
蔵

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

　
　
　

当
前　

○
志
賀
保

一
、
金
壱
円
五
拾
七
銭
五
厘　
　
　

御
神
酒
参
升
五
合
代

一
、
金
参
拾
九
銭　
　
　
　
　
　
　

豆
腐
代
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壱
人
ニ
付
差
金
七
銭
ツ
ヽ
出
金

一
、
金
拾
弐
銭　
　
　

有
銭

一
、
酒
五
升　

㊂　
梶
山

豆
田

両
氏
ヨ
リ
寄
贈
、
御
両
氏
招
待
ス

　
　
　
　

規
約

一
、
祭
典
ハ
壱
日
壱
夜
ニ
限
リ
、
飯
米
ハ
弐
度
宿
持
ト
ス

一
、 

氏
子
ニ
テ
（
連
名
）
差
合
等
有
之
候
節
ハ
、
談
事
ノ
上
祭

日
ヲ
定
ム
ル
モ
差
閊
ナ
キ
事

一
、
出
会
ザ
ル
者
ヘ
ハ
会
費
掛
ザ
ル
事

本
年
連
中
ニ
テ
山
追
一
日
致
シ
、
兔
参
羽
狩
猟
ア
リ
。

　
　
　

当
前
常
陸
留
五
郎
ヨ
リ

　
　
　

猪
狩
積
殿
ヘ
芽
出
度
相
渡
シ
候
也

﹇
史
料
1
―
48
﹈
大
正
五
年

　

大
正
五
年
旧
十
月
廿
二
日
祭

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
久
蔵

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
保

○
常
陸
豊

　
　
　

当
前　

○
猪
狩
積

一
、
金
五
拾
銭　
　
　
　
　

豆
腐
弐
箱
代

一
、
〃
壱
円
拾
弐
銭　
　
　

正
宗
四
本
代

一
、
〃
五
拾
銭　
　
　
　
　

御
神
酒
壱
升
代

○
常
陸
豊

○
猪
狩
積

　
　
　

当
前
済
○
志
賀
久
蔵

一
、
金
八
拾
銭　
　
　
　
　

豆
腐
弐
箱
代

一
、
金
壱
円
六
拾
銭　
　
　

御
酒
三
升
代

一
、
金
六
拾
銭　
　
　
　
　

山
鳥
弐
羽
代

合
金
三
円
〇
五
銭
五
リ

　

一
人
に
差
金
四
十
三
銭
六
リ
ツ
ヽ
、
有
銭
分
配
ス

﹇
史
料
1
―
50
﹈
大
正
七
年

小
田
代
山
神
講
ニ
テ
、山
追
壱
日
。
狩
猟
ハ
山
鳥
壱
羽
・
リ
ツ
ヽ

壱
羽
・
チ
ヨ
マ
壱
羽
、
其
他
ハ
茸
ア
リ
シ
ノ
ミ
。
下
町
高
野
鉄

三
郎
殿
ヨ
リ
、
正
宗
五
本
代
四
五
〇
寄
贈
ア
リ
。
本
年
ハ
狩
猟

又
ハ
地
方
ノ
肴
ナ
ク
シ
テ
、
高
野
殿
ヲ
招
待
セ
ズ
。

　
　
　
　

記

一
、
金
八
拾
銭
也　
　
　

酒
壱
升
代

一
、
〃
壱
円
也　
　
　
　

豆
腐
二
箱
代

　

〆
壱
円
八
拾
銭
也

壱
人
ニ
付
差
金
弐
拾
六
銭
ヅ
ヽ

講
中
ニ
テ
会
費
出
サ
ヾ
ル
ト
キ
ハ
、
講
中
ニ
テ
出
会
費
ス
ル
事

ト
ス

　

大
正
六（

七
）年

旧
十
月
廿
一
日
祭
典

　
　
　
　

順
廻

例
年
之
通
リ

　
　
　

志
賀
主
殿
殿
ヨ
リ

合
金
弐
円
拾
弐
銭
也

　

有
銭
金
拾
八
銭
五
リ
配
当
ス

差
引
〆
金
壱
円
九
拾
三
銭
五
リ

壱
人
ニ
付
差
弐
拾
八
銭
、
余
分
有
銭
ト
ス

規
約
例
年
之
通
り

連
中
ニ
テ
山
追
致
シ
、
兔
壱
羽
狩
猟
あ
り
。
本
年
者
暖
気
に
し

て
、
野
草
多
く
木
葉
あ
り
。
為
め
に
猟
事
は
難
気（
儀
）な
り
。
先
月

頃
者
梨
花
（
ツ
ヽ
ジ
）
の
花
あ
り
た
り
。

　
　
　

当
前
猪
狩
積
ヨ
リ
巡
廻
帳
・
有
銭
弐
銭
五
リ
共

　
　
　

志
賀
久
蔵
殿
へ
目
出
度
相
渡
シ
申
候
也

﹇
史
料
1
―
49
﹈
大
正
六
年

規
約
例
年
の
通
り

連
中
ニ
テ
山
追
半
日
致
シ
、
猟
ナ
ク
山
鳥
弐
羽
買
ヒ
受
、
山
神

仕
候
。
本
年
ハ
諸
物
高
直
ニ
シ
テ
、
生
繭
壱
〆
目
九
十
円
位
、

白
米
壱
升
弐
拾
八
銭
ナ
リ
。
目
下
木
炭
込
壱
俵
代
金
五
十
銭
以

上
、誠
ニ
金
廻
り
能
く
富
貴
ニ
御
座
候
。
作
ハ
十
分
ニ
御
座
候
。

　
　
　

当
前
志
賀
久
蔵
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
主
殿
ニ
廻（

順
廻
帳
）

順
長
・
有
銭
共
目
出
度
相
渡
シ
申
候
也

　

大
正
六
年
旧
拾
月
廿
八
日

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
重
喜

○
志
賀
保
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志
賀
孫
三
郎
様
へ
当
前
御
□
□
候
也

有
銭
金
六
銭
弐
厘○

孫
三
郎

○
重
喜

○
豊

○
亀
丸　

保
代
リ

○
積

　

久
蔵

　

主
殿

﹇
史
料
1
―
51
﹈
大
正
八
年

一
、
規
約
例
年
之
通

小
田
代
山
神
連
中
ニ
テ
、
山
追
壱
日
半
。
兔
壱
羽
・
山
鳥
壱
羽

ノ
猟
ア
リ
。
本
年
ハ
暖
気
ニ
シ
テ
、
未
ダ
土
モ
（
シ
ミ
ズ
）
木

葉
モ
青
キ
ヶ
所
諸
々
ニ
ア
リ
。
浜
方
地
方
ニ
ハ
（
ツ
ヽ
ジ
）
花

咲
キ
居
リ
候
由
。
川
内
ノ
如
キ
寒
村
ハ
、
誠
ニ
幸
福
ニ
候
。
然

共
諸
物
価
騰
貴
ナ
ル
ニ
ハ
恐
入
申
候
。
山
鳥
壱
羽
代
金
壱
円
、

兔
拾
三
割（

銭
カ
）、
白
米
壱
升
六
十
三
銭
、
大
豆
三
十
銭
、
木
炭
壱
俵

込
七
十
銭
、
生
糸
百
目
込
弐
拾
円
位
、
手
掛（

拭
）壱

反
弐
円
、
砂
糖

白
百
目
三
十
銭
、
玉
弐
十
七
銭
、
反
物
諸
物
追
々
直
上
ニ
御
座

候
。

大
正
八
年
旧
閏
七
月
廿
八
日
、
郷
社
御
位
ニ
付
、
諏
訪
神
社
御

神
幸
。
小
田
代
稲
荷
神
社
ヘ
廿
九
日
午
前
十
時
着
。
午
後
壱
時

目
出
度
御
帰
社
。
紀
念
ト
シ
テ
鳥
居
新
築
。
後
年
参
考
の
為
め

筆
記
ス
。

　

大
正
八
年
旧
十
月
十
七
日
、
祭
典

○
常
陸
豊

○
猪
狩
積

○
志
賀
久
蔵

差
合
ノ
タ
メ
出
合
ズ　

志
賀
主
殿

○
志
賀
孫
三
郎

　
　
　
　

会
費

一
、
金
弐
円
四
拾
銭　
　
　

御
神
酒
弐
升
代

一
、
金
弐
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
弐
箱
代

一
、
金
壱
円
三
拾
銭　
　
　

山
鳥
壱
羽
代

一
、
金
五
拾
銭　
　
　
　
　

イ
カ
壱
束
代

合
金
六
円
弐
拾
銭
也

　

壱
人
ニ
付
差
金
壱
円
〇
三
銭
三
リ
余

本
講
ヘ
酒
弐
升
、
池
田
工
業
会
社
田
村
忠
太
郎
殿
ヨ
リ
寄
贈

　
　
　
　

規
約

一
、
祭
典
ニ
付
飯
米
ハ
宿
持

一
、
祭
日
ハ
一
日
一
夜
ニ
限
ル

一
、 

連
中
ニ
テ
差
合
等
有
之
、
出
会
セ
ザ
ル
者
ヘ
ハ
会
費
掛
ザ

ル
コ
ト

一
、 

差
合
等
有
之
候
節
ハ
、
談
事
ノ
上
祭
日
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
、

但
シ
祭
日
ハ
十
月
中
ニ
祭
典
執
行
ノ
コ
ト

本
年
山
追
一
日
シ
テ
、
リ
ッ
ツ
壱
疋
狩
猟
。
オ
ト
、
ワ
タ
シ
ト

ス
。

　
　
　

当
前
志
賀
喜
義
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
保
殿
ヘ
有
銭
六
銭
五
厘
共
相
渡
シ
済

一
、
御
神
酒
壱
升　
　
　
　
　

代
金
壱
円
弐
十
銭

一
、
豆
腐
壱
箱
弐
十
丁　
　
　

代
金
壱
円
四
十
銭

一
、
金
三
円
六
十
銭　
　
　
　

御
神
酒
三
升
代

一
、
〃
壱
円
四
十
銭　
　
　
　

豆
腐
弐
箱

合
計
金
五
円
也

一
、
金
三
円
也　

 

是
レ
ハ
山
神
松
槇
木
代
、屋
敷
九
名
ニ
テ
割
、

一
人
分
三
十
三
銭
三
リ
ツ
ヾ

有
銭
十
二
銭

一連
中
七
人
分
有
銭
共

、
金
弐
円
四
十
五
銭
差
引

引
〆
金
弐
円
五
十
五
銭
七
人
ニ
割

　

一
人
分
三
十
六
銭
四
リ
ツ
ヾ
出
金

　
　
　
　

順
廻

　
　
　
　

当
前
○
志
賀
孫
三
郎

○
仝　

喜
義

○
仝　

保

○
常
陸
豊

○
猪
狩
積

○
志
賀
久
蔵

○
仝　

主
殿

　
　
　

 

志
賀
孫
三
郎
ヨ
リ
志
賀
喜
義
殿
へ
当
前
有
銭
共
目
出
度

御
渡
申
候
也

﹇
史
料
1
―
52
﹈
大
正
九
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
保



福島県川内村小田代集落の儀礼文書（一）

44（　 ）

﹇
史
料
1
―
53
﹈
大
正
十
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
保

○
常
陸
留
五
郎

○
猪
狩
新

○
志
賀
久
蔵

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
兵
蔵

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

　
　
　
　

会
費

一
、
金
参
円
九
拾
銭　
　
　

御
神
酒
三
升
代

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
弐
箱
代

一
、
金
弐
円
也　
　
　
　
　

山
鳥
二
羽
代

計
金
六
円
九
拾
銭
也

　

壱
人
ニ
付
割
当
金
八
拾
六
銭
五
厘
ツ
ヾ

御
祝
儀
と
し
て
猪
狩
積
様
よ
り
一
、
金
壱
円
也
、
志
賀
熊
吉
様

よ
り
金
一
円
也
、
志
賀
松
之
助
様
よ
り
五
拾
銭
頂
戴
仕
候
也

　

大
正
拾
年
旧
拾
月
廿
六
日

　
　
　
　

規
約

一
、
祭
典
ニ
付
飯
米
ハ
二
度
宿
持
ト
ス

一
、
祭
日
ハ
一
日
一
夜
ニ
限
ル

一
、 

連
中
ニ
テ
差
合
等
有
之
、
出
合
ハ
ザ
ル
者
ヘ
ハ
会
費
掛
ザ

ル
コ
ト

一
、 

差
合
等
有
之
候
節
ハ
、
談
事
ノ
上
祭
日
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
、

戴
致
候
、
志
賀
保
様
よ
り
五
拾
銭
御
祝
儀
頂
戴
仕
リ
候

　

大
正
拾
壱
年
旧
十
月
十
六
日　

速
記
者　

志
賀
久
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

伝

　
　
　
　

き
や
く

一
、
祭
典
に
付
飯
米
は
二
度
宿
持
と
す

一
、
祭
日
は
一
日
一
夜
に
限
る

一
、 

連
中
に
て
差
合
等
有
之
、
出
合
は
ざ
る
者
ニ
は
会
費
掛
ざ

る
事

一
、 

差
合
等
有
之
候
節
者
、
談
事
の
上
祭
日
を
定
む
る
事
、
但

シ
祭
日
者
旧
拾
月
中
に
祭
典
執
行
の
事

本
年
山
追
一
日
致
し
、
兔
一
羽
狩
猟
あ
り
。
当
年
者
暖
か
に
し

て
、
ツ
ヽ
じ
及
び
あ
け
び
な
ど
の
花
、
所
々
に
開
花
あ
り
。
作

柄
者
例
年
よ
り
幾
分
増
収
あ
り
。
白
米
者
一
升
金
三
拾
四
五
銭

に
候

有
銭
無
シ

　
　
　

当
ま
へ
常
陸
豊
氏
よ
り

　
　
　

猪
狩
新
殿
へ
目
出
度
相
渡
し
候
也

ソ
ラ
ス
ン
ダ
ゾ
〳
〵
〳
〵

﹇
史
料
1
―
55
﹈
大
正
十
二
年

　
　
　
　

順
廻

○
猪
狩
新

○
志
賀
久
蔵

○
志
賀
清
記

○
志
賀
兵
蔵

但
シ
祭
日
ハ
旧
十
月
中
ニ
祭
典
執
行
ノ
コ
ト

本
年
山
追
一
日
半
、
小
鳥
四
羽
狩
猟
ア
リ
。
当
年
ハ
何
分
降
雨

多
ク
シ
テ
、
作
柄
ハ
平
年
ヨ
リ
幾
分
取
オ
チ
ナ
リ
。
大
瀧
根
山

ニ
ハ
雪
一
面
ニ
白
ク
シ
テ
、
誠
ニ
寒
ジ
非
常
ナ
リ
。

ソ
ラ
ス
ン
ダ
ゾ
〳
〵
〳
〵

　
　
　

当
前
志
賀
保
ヨ
リ

　
　
　

 

常
陸
留
五
郎
殿
ヘ
有
銭
金
拾
参
銭
五
厘
供（

共
）相
渡
し
、
目

出
度
済
す

﹇
史
料
1
―
54
﹈
大
正
十
一
年

　
　
　
　

順
廻

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
久
蔵

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
兵
蔵

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

　
　
　
　

会
費

一
、
金
参
円
六
拾
銭　
　
　

御
神
酒
参
升
代

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
二
ヶ
箱
代

一
、
金
弐
円
弐
拾
銭　
　
　

山
鳥
・
キ
ジ
女
男
代

計
金
六
円
八
拾
銭
也

　

壱さ
し

人
ニ
付
七
拾
銭
也
、
ア
テ

外
ニ
猪
狩
積
様
よ
り
当
講
に
金
五
十
銭
御
祝
儀
被
下
、
難
有
頂
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○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

　
　
　
　

会
費

一
、
参
円
七
拾
五
銭　
　

御
神
酒
参
升
代

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　

豆
腐
二
箱

計
金
四
円
七
拾
五
銭

　

一
人
差
シ
金
六
十
銭

規
約
例
年
ノ
通
リ

山
追
二
日
、
山
鳥
一
羽
狩
猟
ア
リ
。
祝
日
ノ
朝
、
小
鳥
二
羽
カ

ケ
ス
・
テ
フ
マ
猟
ア
リ
。
電
気
前
川
事
務
所
ヨ
リ
御
神
酒
壱
升

頂
戴
ス
。
速
記
者
志
賀
伝
。

有
銭
拾
参
銭
也
、
内
八
銭
サ
イ
銭
・
五
銭
サ
シ
残
金
、
壱
円
参

拾
参
銭
共
相
渡
申
候

　

大
正
十
二
年
旧
十
月
廿
一
日

ソ
ラ
ス
ン
ダ
ゾ
〳
〵
〳
〵

本
年
ハ
暖
気
に
し
て
、
未
だ
雪
な
し
。
九
月
一
日
ご（

午
後
）午

京
浜
地

方
大
震
災
、
前
古
未
曾
有
損
害
約
二
十
億
。
当
時
東
京
地
方
ハ

一
面
ノ
バ
ラ
ッ
ク
建
な
り
と
。
本
年
降
雨
な
く
、
大
根
菜
ハ
不

作
。

　
　
　

当
ま
へ
猪
狩
新
ゟ

　
　
　

志
賀
久
蔵
殿
へ
目
出
度
相
渡
シ
候
也

　
　
　

志
賀
清
記
殿
へ
御
渡
し
申
候
也

ソ
ラ
ス
ン
ダ
ゾ
〳
〵
〳
〵
〳
〵

﹇
史
料
1
―
57
﹈
大
正
十
四
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
清
記

○
志
賀
兵
蔵

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
久
蔵

　
　
　
　

記

一
、
金
弐
円
四
拾
銭　
　
　

御
神
酒
弐
升
代

一
、
金
五
拾
銭　
　
　
　
　

豆
腐
壱
箱
代

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　
　

キ
ジ
壱
羽
代

一
、
金
七
拾
銭　
　
　
　
　

缶
詰
弐
個
代

一
、
金
四
拾
銭
也　
　
　
　

砂
糖
参
百
目
代

〆
金
五
円
零
銭
也

　

御
壱
人
前
差
金
六
拾
銭
也
（
昨
年
度
有
銭
十
三
銭
、
本
年
度

サ
イ
銭
十
銭
ア
リ
、
四
、
七
七
円
）

規
約
例
年
之
通
リ

祭
典
当
日
山
追
半
日
ス
。
猟
ナ
シ
。
本
年
未
ダ
降
雪
ナ
ク
、
大

根
菜
は
並
作
ナ
リ
。
当
部
落
□
兵
清
記
君
一
人
の
入
営
ア
リ
。

﹇
史
料
1
―
56
﹈
大
正
十
三
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
久
蔵

○
志
賀
清
記

○
志
賀
兵
蔵

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

　
　
　
　

会
費

一
、
金
弐
円
四
拾
銭　
　
　

御
神
酒
弐
升
代

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
壱
円
弐
拾
銭　
　
　

兔
一
羽

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　
　

砂
糖
五
百
目

計
金
五
円
六
拾
銭

有
銭
一
円
参
拾
参
銭
配
当
ス

差
引
金
四
円
二
拾
七
銭

一
人
差
金
五
拾
四
銭

規
約
例
年
ノ
通
リ

山
追
一
日
、
小
鳥
一
羽
ノ
猟
ア
リ
。

有
銭
拾
参
銭
（
八
銭
ハ
サ
イ
セ
ン
、
五
銭
有
銭
）

　

大
正
拾
三
年
十
月
廿
三
日

　
　
　

当
前
志
賀
久
蔵
氏
よ
り
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双
葉
軌
道
貫
通
工
事
の
最
中
ナ
リ
。
不
景
気
風
ハ
依
然
其
手
ヲ

緩
メ
ズ
。
本
年
ハ
米
作
ニ
適
セ
ザ
ル
気
候
ニ
ヤ
。
本
村
ト
シ
テ

モ
平
均
平
年
ヨ
リ
モ
減
少
セ
リ
。
有
銭
参
銭
。

　

大
正
拾
四
年
十
月
十
七
日
執
行

　
　
　

当
前
志
賀
清
記
よ
り

　
　
　

志
賀
兵
蔵
殿
へ
目
出
度
く
御
渡
し
申
候
也

﹇
史
料
1
―
58
﹈
大
正
十
五
年
・
昭
和
元
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
兵
蔵

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
徳
衛

○
志
賀
主
殿

　
　
　
　

費
用
之
部

金
弐
円
四
拾
銭
也　
　
　

御
神
酒
弐
升
代

金
弐
円
四
拾
銭
也　
　
　

山
鳥
参
羽
代

金
七
拾
五
銭
也　
　
　
　

豆
腐
壱
箱
半
代

金
四
拾
銭
也　
　
　
　
　

砂
糖
参
百
目
代

計
金
五
円
九
拾
五
銭
也

壱
人
割
当
金
七
拾
参
銭
也
（
昨
年
有
銭
三
銭
、
本
年
サ
イ
銭
十

銭
ア
リ
）

　
　
　
　

○
後　

志
賀
兵
蔵

　
　
　
　

○
前　

志
賀
清
記

　
　
　
　

費
用
之
部

金
弐
円
参
拾
銭
也　
　
　

御
神
酒
二
升
代

金
壱
円
也　
　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱
代

金
壱
円
也　
　
　
　
　
　

い
わ
し
缶
五
ツ
代

金
七
拾
銭
也　
　
　
　
　

雉
子
一
羽
代

金
五
拾
四
銭
也　
　
　
　

砂
糖
三
百
目
代

金
五
拾
四
銭
也　
　
　
　

さ
け
缶
二
ツ
代

計
金
六
円
八
銭
也

壱
人
割
当
金
七
拾
五
銭
也
（
昨
年
之
有
銭
二
銭
、
今
年
ノ
サ
ヘ

銭
六
銭
ア
リ
）

　
　
　
　

規
約

例
年
ニ
同
ジ
、
以
上

本
年
ノ
山
追
モ
一
日
致
シ
、
カ
ケ
ス
一
羽
猟
ア
リ
。
今
年
ノ
山

追
中
に
雷
雨
ニ
降
ラ
レ
炭
コ
ヤ
ニ
入
リ
、
後
チ
山
ニ
出
掛
ケ
タ

リ
。

全
ク
暖
ナ
年
デ
、
豊
年
テ
モ
ア
ツ
タ
。
田
一
反
ニ
付
キ
、
一
・

二
俵
位
ズ
ヽ
取
レ
増
シ
テ
居
ル
。
楢
根
丸
九
十
五
銭
、
雑
丸
八

十
銭
。
木
炭
ハ
不
景
気
ノ
割
合
ニ
、
高
値
ニ
売
ル
事
ノ
出
来
ル

ノ
ハ
、
共
有
地
ノ
賜
ナ
リ
ト
思
イ
マ
ス
。
誠
ニ
有
難
キ
。
御
神

酒
三
升
猪
狩
誠
氏
ヨ
リ
受
ケ
賜
ハ
リ
マ
シ
タ
。
有
銭
ナ
シ
。

　

昭
和
二
年
十
月
廿
四
日
祭
典
執
行

　
　
　

当
前
志
賀
伝
三
郎
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
喜
義
殿
ヘ
目
出
度
ク
相
渡
シ
候
也

　
　
　
　

規
約

一
、
祭
典
ニ
付
飯
米
ハ
二
度
宿
持
ト
ス

一
、
祭
典
ハ
一
日
一
夜
ニ
限
ル

一
、 

連
中
ニ
テ
差
合
等
有
之
、
出
合
ザ
ル
者
ニ
ハ
会
費
掛
ザ
ル

事

一
、 

差
合
等
有
之
節
ハ
、
談
事
ノ
祭
日
ヲ
定
ム
ル
事
、
但
シ
祭

典
ハ
旧
拾
月
中
ニ
執
行
ノ
事
、
以
上

本
年
山
追
一
日
致
シ
、
キ
ツ
ヽ
キ
一
羽
ノ
猟
ア
リ
。
今
年
モ
暖

ニ
シ
テ
、
未
ダ
降
雪
ナ
ド
ノ
模
様
ナ
ク
、
作
物
モ
並
ニ
シ
テ
雨

量
少
シ
。
米
一
升
丗
八
銭
。
木
炭
楢
根
○
九
十
銭
、
楢
雑
□
込

ノ
七
十
五
銭
、
楢
雑
△
込
ノ
六
十
五
銭
ノ
相
場
ナ
リ
。
本
年
モ

依
然
不
景
気
甚
シ
ク
、
狩
猟
税
ハ
十
五
円
、
証
明
手
数
料
・
村

県
税
・
双
葉
猟
友
会
会
費
、
併
セ
テ
参
円
五
拾
銭
。
以
上
〆
テ

拾
八
円
五
拾
銭
也
、
有
銭
弐
銭
。

　

大
正
拾
五
年
旧
十
月
廿
七
日
祭
典
執
行

　
　
　

当
前
志
賀
兵
蔵
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
伝
三
郎
殿
ヘ
目
出
度
く
相
渡
申
候

﹇
史
料
1
―
59
﹈
昭
和
二
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
積　

代
理
人　

菅
野
清

○
志
賀
徳
衛



東北学院大学論集　歴史と文化　第 63号

47（　 ）

﹇
史
料
1
―
60
﹈
昭
和
三
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
喜
義

差
合
ニ
テ
休　

志
賀
伝

○
常
陸
豊

差
合
ニ
テ
休　

猪
狩
新

　

志
賀
久
蔵

○
志
賀
兵
蔵

○
志
賀
清
記

○
志
賀
孫
三
郎

　
　
　
　

費
用
之
部

一
、
金
弐
円
弐
拾
銭
也　
　
　

御
神
酒
二
升
代

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱
代

一
、
金
七
拾
銭
也　
　
　
　
　

雉
子
一
羽
代

一
、
金
七
拾
銭
也　
　
　
　
　

菓
子
代

一
、
金
壱
円
四
拾
銭
也　
　
　

兔
四
羽
代

計
金
六
円
也

一
人
分
割
当
金
一
円
也
（
但
シ
六
人
ニ
テ
）

　
　
　
　

規
約

例
年
ニ
同
ジ
、
以
上

本
年
ノ
山
追
モ
一
日
行
ナ
イ
マ
シ
タ
。木
ネ
ズ
ミ
一
羽
猟
有
リ
。

山
追
日
ニ
雨
少
ア
リ
テ
、
寒
気
身
ニ
冷
タ
リ
。
又
爺
様
の
炭
小

屋
ニ
テ
暖
マ
リ
シ
。
今
年
ハ
得（

特
）ニ

御
大
礼
ノ
栄
典
、
十
一
月
十

日
ニ
行
。
国
民
一
搬（

般
）ノ

祝
賀
会
盛
大
ナ
リ
キ
。
今
年
の
作
ハ
半

凶
作
ニ
シ
テ
、
誠
ニ
人
々
ノ
驚
異
ト
ナ
ル
所
ト
ナ
レ
リ
。
異（

殊
）ニ

計
金
五
円
弐
拾
四
銭
也
、
有
銭
五
拾
銭
差
引

一
人
分
割
当
金
六
拾
八
銭
、
但
シ
七
人
ニ
テ

　
　

本
年
ノ
有
銭
三
十
四
銭

　
　
　

速
記
者　

志
賀
清
記

　
　
　
　

規
約

例
年
ニ
同
ジ
、
以
上

本
年
ノ
山
追
モ
一
日
執
行
イ
タ
シ
マ
シ
タ
。
小
鳥
三
羽
内
一
羽

ハ
伝
君
ガ
射
オ
ト
ス
。
自
慢
デ
大
得
意
。
山
追
日
ニ
ハ
雲（

曇
）
リ
、

寒
気
少
シ
ク
ア
リ
。
本
年
ハ
新
内
閣
の
成
立
ナ
ル
ヤ
、
現
内
閣

ハ
緊
縮
方
計（

針
）ニ
ヨ
ツ
テ
、
節
約
ノ
声
ハ
全
国
一
搬（

般
）ニ
渡
リ
、
当

村
ニ
於
テ
モ
緊
縮
ノ
方
針
ヲ
実
行
イ
タ
シ
、
実
行
員
ヲ
立
テ
節

約
ニ
務
メ
テ
オ
ル
。
次
ニ
山
神
祭
典
モ
其
ノ
方
針
ニ
於
テ
、
執

行
イ
タ
シ
タ
積
リ
。
今
年
ハ
一
昨
年
ニ
倍
シ
テ
、
農
作
物
ノ
豊

作
ナ
ル
事
ハ
、
百
姓
一
搬（

般
）ノ
喜
ビ
一
方
ナ
ラ
ズ
。
但
シ
四
ツ
倉

方
面
ニ
於
テ
ハ
、
浜
風
ノ
タ
メ
、
昨
年
ヨ
リ
ハ
他（

多
）少
収
穫
ハ
少

ナ
カ
ツ
タ
ト
。
豆
ハ
取
レ
ル
、
栗
ハ
取
レ
ル
、
麦
モ
同
様
。
又

タ
近
年
ニ
無
ク
、
栗
ハ
大
変
ニ
ナ
ツ
タ
ト
。
一
日
三
斗
以
上
モ

拾
ツ
タ
人
モ
ア
ル
。
一
日
一
人
平
均
一
斗
以
上
ハ
拾
ハ
レ
タ
。

食
物
ハ
豊
富
ニ
ア
ル
ケ
レ
ド
、
金
ノ
不
廻
リ
ナ
ル
事
ハ
、
一
昨

年
ヨ
リ
以
上
ニ
不
景
気
ニ
テ
、
実
際
生
活
ニ
ハ
苦
難
ナ
リ
。
殊

ニ
小
田
代
ニ
テ
ハ
共
有
地
モ
全
伐
イ
タ
シ
、
金
取
リ
ニ
ハ
不
自

由
ニ
相
成
リ
、
由
ツ
テ
一
層
生
活
苦
難
ト
相
成
ツ
タ
。
有
銭

　

昭
和
四
年
十
月
廿
一
日
祭
典
執
行

　
　
　

当
前
志
賀
伝
ヨ
リ

　
　
　

常
陸
豊
殿
ヘ
目
出
度
く
相
渡
ス
候
也

高
田
島
の
事（

如
）キ

ハ
異
大
ナ
リ
。
一
反
歩
ヨ
リ
二
斗
位
ノ
収
穫
ト

ハ
、
殆
ト
皆
無
ト
同
様
ナ
リ
。
之
即
チ
五
月
ヨ
リ
六
月
十
日
頃

迄
デ
雨
続
ノ
為
ナ
リ
。聞
バ
六
十
以
上
ノ
人
モ
知
ナ
イ
位
ダ
ト
。

半
凶
作
ノ
為
、
村
デ
ハ
救
済
ト
シ
テ
、
家
業
用
薪
炭
材
一
人
分

ヲ
配
当
サ
レ
タ
。
炭
ハ
安
ク
不
景
気
同
様
。
有
銭
四
十
四
銭
也
。

　

昭
和
三
年
十
月
十
七
日
祭
典
執
行

　
　
　

当
前
志
賀
喜
義
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
伝
殿
ヘ
目
出
度
ク
相
渡
シ
候
也

季
節
デ
ナ
イ
時
、
九
月
末
カ
ラ
十
月
中
頃
ニ
、
梨
・
ツ
ヽ
ヂ
等

ノ
花
見
ル
ハ
近
年
ニ
無
キ
事
ナ
リ
。

﹇
史
料
1
―
61
﹈
昭
和
四
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

差
合
ニ
テ
休　

志
賀
久
三

○
志
賀
清
記

○
志
賀
兵
蔵

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

　
　
　
　

費
用
之
部

一
、
金
弐
円
四
拾
銭
也　
　
　

御
神
酒
二
升
代

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱
代

一
、
金
壱
円
三
拾
銭
也　
　
　

雉
子
二
羽
代

一
、
金
五
拾
四
銭
也　
　
　
　

砂
糖
三
百
目
代
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ス
ン
ダ
ゾ
〳
〵
〳
〵

﹇
史
料
1
―
62
﹈
昭
和
五
年

　
　
　
　

順
廻

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
久
蔵

○
志
賀
清
記

○
志
賀
熊
吉

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

　
　
　
　

費
用

金
弐
円
也　
　
　
　
　

御
神
酒
弐
升
代

金
壱
円
弐
拾
銭　
　
　

オ
リ
酒
弐
升
代

金
八
拾
銭
也　
　
　
　

豆
腐
二
箱
代

金
七
拾
銭
也　
　
　
　

イ
カ
二
把
代

金
五
拾
銭
也　
　
　
　

玉
砂
糖
代

〆
金
五
円
弐
拾
銭
也

御
一
人
前
割
当
金
（
但
シ
遷
宮
費
ヲ
加
ヘ
）
壱
円
〇
七
銭
也

祭
典
費
一
人
分
廿
八
銭
也
、
但
シ
前
年
度
有
銭
四
五
銭
差
引

　

昭
和
五
年
旧
十
月
十
五
日

本
年
ヨ
リ
当
前
前
後
ニ
テ
世
話
ス
ル
コ
ト
ニ
定
ム

　

有
銭
四
銭

此
年
山
神
宮
立
換
致
候　
　

世
話
人　

常
陸
留
五
郎

差
引
〆
金
弐
円
八
拾
三
銭
也

　

御
一
人
差
シ
金
三
拾
六
銭
也

　

昭
和
六
年
旧
十
月
十
六
日

　
　

有
銭
五
銭
ア
リ

　
　
　
　

規
約

例
年
ニ
同
ジ
、
以
上

本
年
ハ
山
追
一
日
執
行
シ
マ
シ
タ
。
山
鳥
一
羽
志
賀
喜
義
君
射

落
シ
、
小
鳥
一
羽
ハ
志
賀
清
記
君
。
両
人
共
大
得
意
也
。
本
年

九
月
拾
八
日
午
前
弐
時
半
、
我
ガ
国
所
有
満
鉄
線
ヘ
北
大
営
ヨ

リ
千
二
百
米
北
方
ニ
ア
タ
リ
、
支
那
正
規
兵
破
壊
ヲ
計
リ
シ
ヲ

起
点
ニ
事
変
ハ
拡
大
化
シ
、
理
事
会
ニ
テ
平
和
的
解
決
ヲ
計
ル

ベ
ク
、
世
界
ハ
協
力
シ
ツ
ヽ
ア
ル
モ
、
今
ダ
ニ
解
決
ヲ
見
ズ
。

如
何
ニ
其
ノ
後
廻
転
ス
ル
ヤ
、
国
民
ノ
予
則（

測
）ヲ

許
サ
ヾ
ル
モ
ノ

也
。
稲
作
ハ
田
植
後
三
拾
五
日
余
雨
天
ト
、
出
穂
ニ
ア
タ
リ
毎

日
ノ
旱
天
ニ
テ
、
作
ハ
面
白
カ
ラ
ズ
。
昨
年
ニ
比
シ
七
分
ヨ
リ

五
分
作
位
ニ
終
ル
。

　
　
　
　

当
前
猪
狩
新
よ
り

　
　
　
　

志
賀
久
蔵
殿
ヘ
目
出
た
く
御
渡
し
申
上
候
也

す
ん
だ
ぞ
〳
〵

﹇
史
料
1
―
64
﹈
昭
和
七
年

　
　
　
　

順
廻

　
　
　
　

当
前
○
志
賀
久
蔵

○
志
賀
清
記

○
志
賀
孫
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
喜
義

御
宮　
　
　
　

代
金
四
円
也　

大
工　

渡
邊
定
智

遷
宮
御
初
穂　

金
壱
円
也　
　

神
官　

久
保
田
保
之
助

祭
祝
シ
テ
一
戸
ニ
付
糯
壱
升
五
合
ヅ
ヽ
出
シ
、
投
餅
シ
、
大
根

菜
・
人
参
・
里
芋
・
吊
シ
柿
其
他
ヲ
供
ヘ
タ
リ

一
、
釘
弐
百
匁　
　
　
　

志
賀
保
様
ヨ
リ
寄
附
サ
ル

一
、
金
五
拾
銭
也　
　
　

志
賀
保
様
ヨ
リ
御
祝
儀
頂
戴
ス

費
用
金
七
円
也

小
田
代
氏
子
九
戸
、
一
戸
ニ
付
七
十
八
銭
也

本
日
宿
ヨ
リ
砂
糖
餅
ノ
馳
走
ア
リ

﹇
史
料
1
―
63
﹈
昭
和
六
年

　
　
　
　

順
廻

○
猪
狩
新

○
志
賀
久
蔵

○
志
賀
清
巳

○
志
賀
熊
吉

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

　
　
　
　

費
用

一
、
金
弐
円
也　
　
　
　

御
神
酒
弐
升
代

一
、
金
五
拾
銭　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
四
拾
五
銭　
　
　

白
砂
糖
三
百
匁

計
金
弐
円
九
拾
五
銭
也
、
前
年
度
有
銭
拾
弐
銭
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○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
円
八
拾
銭　
　
　

御
神
酒
弐
升
代

一
、
金
八
拾
銭　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
一
円　
　
　
　
　
　

魚
代

一
、
金
八
拾
銭　
　
　
　
　

菓
子
代

計
金
四
円
四
拾
銭
、
前
年
度
有
銭
十
二
銭

差
引
金
四
円
二
十
八
銭

　

御
一
人
差
金
六
拾
一
銭

　

昭
和
七
年
旧
十
月
二
十
一
日

　
　

有
銭
二
銭

規
約
例
年
ニ
同
ジ
、
以
上

例
年
の
通
り
山
追
一
日
執
行
、
小
鳥
二
羽　

志
賀
伝
・
猪
狩
新

両
君
射
落
ス
。
本
年
ノ
農
作
物
ハ
上
結
果
。
農
家
ノ
満
足
此
ノ

上
ナ
シ
。
十
月
十
七
日
大
暴
風
雨
ニ
テ
、
各
所
ノ
損
害
得（

特
）大

ナ

リ
。
福
島
県
ノ
損
害
五
十
万
円
ト
ハ
驚
イ
タ
。

　
　
　

当
前
志
賀
久
蔵
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
清
記
殿
へ
目
出
度
く
申
渡
シ
候
也

ス
ン
ダ
ゾ
〳
〵

﹇
史
料
1
―
65
﹈
昭
和
八
年

　
　
　
　

順
廻

﹇
史
料
1
―
66
﹈
昭
和
九
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
孫
三
郎

差
合
ニ
テ
休
ミ

志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

山
追
手
伝

志
賀
泰
明

○
志
賀
清
記

　
　
　
　

費
用

一
、
金
五
拾
銭　
　
　

魚
代

一
、
金
一
円
也　
　
　

豆
腐
一
箱

一
、
金
弐
拾
銭　
　
　

砂
糖
代

一
、
金
弐
円
也　
　
　

御
神
酒
代

計
金
参
円
七
十
銭

　

有
銭
五
拾
五
銭
差
引

一
人
差
シ
六
拾
三
銭

　

昭
和
九
年
旧
十
月
十
七
日

　
　

有
銭
無
シ

規
約
例
年
ニ
同
ジ
、
以
上

例
年
通
り
山
追
半
日
執
行
。

　
　
　
　

猟

一
、
キ
ジ　

一
羽　
　
　

常
陸
豊

一
、
山
鳥　

一
羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
猟

一
、
小
鳥　

四
羽　
　
　

志
賀
清
記
ニ
猪
狩
新
両
君

○
志
賀
清
記

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

八
年
休
ミ  

志
賀
久
蔵

　
　
　
　

費
用

一
、
金
一
円
五
拾
八
銭　
　
　

魚
代

一
、
金
一
円
也　
　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
五
拾
銭　
　
　
　
　
　

お
菓
子
代

有
銭
八
銭
差
引
キ

合
計
金
三
円
也

一
人
差
金
五
拾
銭
也

　

昭
和
八
年
旧
十
月
十
七
日

　
　

有
銭
五
十
銭

規
約
例
年
ニ
同
ジ
、
以
上

山
神
社
鳥
居
建
替
旧
十
月
期

（
朔
カ
）日

例
年
通
リ
山
追
一
日
執
行
、
猟
ナ
シ
。
本
年
度
農
作
物
ハ
昨
年

ニ
比
シ
、
一
割
以
上
ノ
増
収
。
小
田
代
平
均
七
俵
。

一
、
御
神
酒
弐
升　
　
　

渡
辺
虎
夫
氏
ヨ
リ
寄
贈
サ
ル

一
、
御
神
酒
弐
升　
　
　

石
田
克
巳
氏
ヨ
リ
寄
贈
サ
ル

　
　
　

目
出
度
く
当
前
へ
志
賀
清
記
よ
り

　
　
　

志
賀
孫
三
郎
殿
へ
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山
鳥
ハ
志
賀
清
記
・
伝
ト
ン
〳
〵
ブ
チ

本
年
度
ハ
雨
量
多
ク
夏
土
用
、
華
氏
六
十
二
度
自
至
六
十
五
度

位
イ
ノ
冷
気
ニ
シ
テ
、
雨
天
四
十
二
日
ノ
長
キ
ニ
、
稲
開
花
出

来
ズ
。
其
レ
ニ
「
キ
ス
イ
イ
モ
チ
」「
肥
料
イ
モ
チ
」「
イ
シ
ク

病
」
等
ノ
稲
病
ニ
カ
ヽ
リ
、
平
年
ノ
四
分
作
。
昨
年
ニ
比
シ
小

田
代
ハ
他
部
落
ヨ
リ
良
く
、
平
均
一
反
三
俵
半
位
ニ
シ
テ
、
川

内
村
ヘ
救
済
ト
シ
テ
、
サ
ツ
マ
・
白
米
・
金
等
ガ
来
マ
シ
タ
。

一
、
御
神
酒
一
升　
　
　

渡
辺
虎
夫
氏
よ
り
寄
贈
サ
ル

　
　
　

目
出
度
ク
当
前
ヘ
志
賀
孫
三
郎
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
喜
義
殿
ヘ

﹇
史
料
1
―
67
﹈
昭
和
十
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

　

志
賀
泰
明

○
志
賀
清
記

　

志
賀
孫
三
郎

○
矢
内
鹿
蔵

　
　
　
　

費
用

一
、
金
二
円
也　
　
　
　

御
神
酒
代

一
、
金
一
円
也　
　
　
　

豆
腐
代

一
、
金
一
円
也　
　
　
　

菓
子
代

一
、
金
七
拾
銭
也　
　
　

山
鳥
一
羽
代

　
　
　

目
出
度
当
前
ヘ
志
賀
喜
代
治
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
﹇（

綴
じ
目
）
伝
殿
ヘ
御
カ
﹈
渡
シ

﹇
史
料
1
―
68
﹈
昭
和
十
一
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
泰
明

○
志
賀
清
記

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
代
春

○
矢
内
鹿
蔵

○
三
瓶
忠
美

　
　
　
　

費
用

一
、
金
弐
円
弐
拾
銭
也　
　
　

御
神
酒
代

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　
　
　

豆
腐
代

一
、
金
壱
円
拾
銭
也　
　
　
　

魚
代

一
、
金
五
拾
銭
也　
　
　
　
　

御
菓
子
代

計
金
四
円
八
拾
銭
也

一有
銭
差
入
六
十
一
銭
加
ヘ

人
差
シ
割
当
四
拾
六
銭
也

有
銭
四
銭
也

　

昭
和
拾
壱
年
拾
月
拾
七
日

規
約
例
年
ニ
同
シ
、
以
上

例
年
ノ
通
リ
山
追
一
日
執
行
。

計
金
四
円
七
拾
銭
也

一
、
金
三
円　
　
　
　
　

酒
三
升
代
収
入

　
　

差
引
残
金
一
円
七
拾
銭

一
人
差
シ
二
拾
五
銭
也
、

有
銭
拾
一
銭
、
五
拾
銭
、
合
計
金
六
十
一
銭
有
銭

　

昭
和
拾
年
十
月
十
日

規
約
例
年
ニ
同
、
以
上

例
年
ノ
通
リ
山
追
半
日
執
行
。

　
　
　
　

猟

一
、
山
鳥
一
羽　
　
　

伝
様

一
、
小
鳥
四
羽　
　
　

若
連

本
年
度
雨
量
多
ク
昨
年
同
様
不
作
。
三
分
作
ト
云
フ
甚
シ
。
種

類
ニ
依
テ
ハ
、
六
・
七
分
作
位
ノ
モ
ノ
モ
ア
ル
。

　
　
　
　

種
類
別

一
、
白
志

一
、
陸
羽
一
三
二
号　
　

早
手

一
、
関
山
一
合

　
　
　
　

五
六
分
作

一
、
無
穂

一
、
愛
国
二
十
号　
　
　

後
手

　
　
　
　

二
分
作

一
、
御
神
酒
一
升　
　
　

矢
内
鹿
蔵
様

一
、
御
神
酒
一
升　
　
　

志
賀
泰
明
様

一
、
御
神
酒
一
升　
　
　

高
野
商
店
様

　
　

以
上
三
人
様
ヨ
リ
頂
ク
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猟

一
、
山
鳥
二
羽　
　
　

喜
義
・
忠
美
両
氏

一
、
小
鳥
四
羽　
　
　

若
連
一
同

御
神
酒
一
升　
　
　

三
瓶
忠
美
殿

御
神
酒
一
升　
　
　

菅
野
清
殿

御
神
酒
一
升　
　
　

志
賀
長
門
殿
、
ヨ
リ
頂
ク

本
年
ハ
天
候
順
調
ニ
シ
テ
、
農
作
物
ハ
良
好
。
二
間

（
箇
カ
）年
間
ノ
不

作
ヨ
リ
恵
レ
、
明
ク
生
変
ツ
タ
様
ナ
感
ガ
イ
タ
サ
レ
タ
ノ
デ
、

人
民
ノ
嬉（

喜
）ビ
一
方
デ
ナ
イ
。
之
ニ
依
テ
、
幾
分
之
カ
ラ
景
気
モ

恢
復
ス
ル
モ
ノ
ト
思
フ
。（
日
独
協
定

5

5

5

5

ガ
成
立

5

5

ス
）

　

万
歳
〳
〵

明
年
度
ヨ
リ
御
庭
ノ
掃
除
ヲ
行
フ
コ
ト

以
上
三
人
様
ヨ
リ
御
神
酒
頂
戴
仕
リ
候

　
　
　

目
出
度
当
前
志
賀
伝
ヨ
リ

　
　
　

常
陸
豊
殿
御
渡
申
候

﹇
史
料
1
―
69
﹈
昭
和
十
二
年

　
　
　
　

順
廻

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
泰
明

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
矢
内
鹿
造

○
三
瓶
忠
美

　
　
　

猪
狩
新
殿
ヘ
御
渡
シ
申
候
也

﹇
史
料
1
―
70
﹈
昭
和
十
三
年

　
　
　
　

順
廻

○
猪
狩
新

○
志
賀
泰
明

○
志
賀
主
殿

差
合
出
ズ　

志
賀
孫
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
矢
内
鹿
造

○
三
瓶
忠
美

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

　
　
　
　

費
用

一
、
金
弐
円
六
十
銭
也　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
参
円　
　
　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
参
拾
五
銭　
　
　
　
　

兔
一
羽
代

一
、
金
五
十
銭　
　
　
　
　
　

菓
子
代

一
、
金
四
十
七
銭　
　
　
　
　

ラ
イ
ス
カ
レ
材
料
代

計
金
四
円
九
十
二
銭

一
人
差
金
七
十
銭
、
有
金
六
拾
八
銭

　
　

計
金
七
拾
七
銭
也
貯
金
ト
ス

　

昭
和
十
三
年
拾
月
十
二
日

規
約
例
年
ニ
同
ジ

本
年
ハ
冷
気
ニ
シ
テ
、
稲
作
思
シ
カ
ラ
ズ
。
七
分
作
ト
ス
。
野

菜
ハ
上
作
、
白
菜
一
〆
目
最
初
十
五
六
銭
、
後
十
銭
位
ニ
下
落

○
志
賀
伝

　
　
　
　

費
用

一
、
金
弐
円
参
拾
銭
也　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
壱
円
八
拾
銭　
　
　
　

御
魚
代

一
、
金
五
十
銭
也　
　
　
　
　

御
菓
子
代

計
金
五
円
六
十
銭
也

一
人
差
金
六
拾
参
銭
也

有
銭
弐
拾
弐
銭

　

昭
和
十
二
年
拾
月
廿
六
日

規
約
例
年
ニ
同
ジ

本
年
度
ハ
気
候
順
調
ニ
シ
テ
、
農
作
物
良
好
段
当
七
俵
余
ノ
豊

作
也
。
本
年
七
月
七
日
支
那
兵
ノ
不
法
射
激（

撃
）ニ

ヨ
リ
、
日
支
事

変
起
リ
、
本
村
内
ヨ
リ
八
十
六
名
ノ
出
征
兵
ヲ
出
シ
、
当
部
落

ヨ
リ
ハ
志
賀
清
記
君
・
志
賀
満
君
ノ
二
名
ヲ
出
シ
、
原
ヨ
リ
ハ

渡
辺
寅
久
君
。
第
七
区
内
ヨ
リ
三
名
。
同
君
等
ノ
身
体
健
固
ノ

祈
願
等
、
国
家
総
動
員
ニ
テ
急
也
。
軍
馬
徴
発
ア
リ
。
豊
氏
ノ

春
風
号
、
新
氏
ノ
小
澤
号
ノ
二
頭
出
征
セ
リ
。
七
区
内
ヨ
リ
十

七
頭
徴
発
サ
ル
。
楢
根
○
二
等
品
ニ
テ
、
目
下
小
田
代
渡
シ
九

〇
銭
也
。
然
カ
モ
十
五
銭
下
落
セ
ル
値
ナ
リ
。
本
年
度
十
二
月

十
日
ニ
志
賀
栄
君
ハ
朝
鮮
歩
兵
ニ
現
役
志
願
ト
シ
テ
、
又
来
年

一
月
十
日
ニ
ハ
志
願
喜
代
治
君
ガ
歩
二
九
ニ
ソ
レ
〴
〵
入
営
ノ

筈
ナ
リ
。今
月
一
杯
ニ
テ
補
充
兵
特
別
教
育
ノ
第
一
期
終
了
ス
。

非
常
時
〳
〵

　
　
　

目
出
度
ク
当
前
ヨ
リ
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ス
。
昨
年
ノ
日
支
事
変
ハ
今
年
ニ
ナ
ル
モ
終
ラ
ズ
。
出
征
兵
士

等
一
部
原
隊
ニ
帰
リ
タ
ル
モ
、
部
落
出
征
者
ハ
未
ニ
帰
ラ
ズ
。

川
内
出
征
者
中
ヨ
リ
、
菅
波
辰
夫
・
猪
狩
安
信
・
矢
内
良
助
・

秋
元
信
一
ノ
四
君
ノ
戦
死
者
ヲ
出
ス
。
楢
ネ
○
ハ
二
等
品
一
円

十
銭
、
物
価
協
定
ト
同
ジ
ニ
物
品
ノ
調
整
ア
リ
。
ゴ
ム
靴
・
ゴ

ム
足
袋
等
ノ
不
足
ハ
申
シ
ヨ
ウ
ナ
ク
、
ゴ
ム
靴
ハ
一
足
四
円
五

十
銭
、
足
袋
ハ
一
円
二
十
五
銭
。
昨
年
度
ニ
比
シ
四
割
以
上
ノ

高
値
ナ
リ
。

御
神
酒
一
升　
　
　

藤
田
浅
雄
氏
ヨ
リ

今
年
度
ハ　

山
鳥
一
羽　
　
　
　
　

常
陸
豊
氏

　
　
　
　
　

山
鳥
一
羽　
　
　
　
　

伝
氏
ト
忠
美
氏

　
　
　
　
　

フ
ク
ロ
ウ
一
羽　
　
　

常
陸
豊
氏

　
　
　
　
　

ミ
ヽ
ズ
ク
一
羽　
　
　

三
瓶
忠
美
氏

入
営
兵
ハ　

十
二
月
十
日　
　
　
　

志
賀
喜
代
治
君

　
　
　
　
　

明
年
三
月
一
日　
　
　

〃　

正
美
君

﹇
史
料
1
―
71
﹈
昭
和
十
四
年

　
　
　
　

順
回

○
志
賀
泰
明

○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
清

○
矢
内
鹿
造

○
志
賀
清
記

　

志
賀
伝
三
郎

　

志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
志
賀
清
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

休
ミ

志
賀
久
蔵

　
　
　
　

費
用

一
、
金
五
円
五
十
銭　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
弐
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
壱
円　
　
　
　
　
　

御
茶
菓
子

計
金
八
円
五
十
銭

一
人
当
差
金
壱
円
也

五
十
銭
貯
金
、
弐
拾
八
銭
御
サ
イ
銭

　

〆
有
銭
七
十
八
銭
（
貯
金
）

　

昭
和
十
五
年
十
月
十
七
日

規
約
例
年
通
り

皇
紀
二
千
六
百
年
、
全
国
式
典
ヲ
行
イ
、
皇
紀
ア
ル
我
帝
国
ノ

前
途
ヲ
盛
大
ニ
祝
セ
リ
。
我
ガ
村
ニ
テ
モ
、
諏
訪
神
社
ニ
於
テ

ハ
御
神
幸
ヲ
執
行
イ
タ
シ
、
各
氏
子
部
落
ヲ
御
廻
リ
ニ
ナ
リ
、

各
氏
子
モ
御
供
奉
レ
リ
。
作
ハ
例
年
ヨ
リ
平
均
四
分
落
チ
。

目
出
度
終
リ
タ
リ
。
目
出
度
〳
〵

　
　
　

三
瓶
忠
美
ヨ
リ

　
　
　

矢
内
鹿
蔵
君
御
渡
シ
候

山
鳥
（
雄
）
壱
羽　
　
　

三
瓶
忠
美
氏
ヨ
リ
寄
附
サ
ル

○
常
陸
豊

　

猪
狩
新

　
　
　
　

費
用

一
、
金
参
円
六
十
銭　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
参
円
也　
　
　
　
　

ニ
ワ
鳥
二
羽

一
、
金
弐
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

計
金
八
円
六
十
銭
也

一
人
差
金
八
十
六
銭
也

六
十
銭
貯
金
ス

　

昭
和
十
四
年
十
月
十
六
日

規
約
例
年
ノ
通
リ

本
年
度
ハ
暖
カ
ニ
シ
テ
、
気
候
順
調
也
。
農
作
物
良
好
ニ
シ
テ

増
収
也
。
日
支
事
変
ハ
終
局
ト
ナ
ラ
ズ
。
欧
州
戦
争
起
リ
其
ノ

新（
進
）展
振
ハ
驚
く
程
也
。
木
炭
楢
丸
一
と
一
、
金
七
十
八
銭
、
前

代
ノ
高
値
也
。
物
品
ト
ウ
セ
イ
ア
リ
（
全
部
）。
綿
物
ナ
ク
、

ス
フ
バ
カ
リ
ナ
リ
。
地
下
足
袋
不
足
ガ
平（

閉
）口
ス
。

　
　
　

当
前
よ
り
三
瓶
忠
美
殿
へ

　
　
　

目
出
度
く
相
渡
し
候
也

本
年
十
月
十
二
日
、
志
賀
清
記
君
目
出
度
戦
地
ヨ
リ
帰
還
ス

﹇
史
料
1
―
72
﹈
昭
和
十
五
年

　
　
　
　

順
廻

○
三
瓶
忠
美

○
矢
内
鹿
造

○
菅
野
清
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﹇
史
料
1
―
73
﹈
昭
和
十
六
年

　
　
　
　

順
廻

○
矢
内
鹿
造

出
征

菅
野
清

○
志
賀
清
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

休
ミ

志
賀
久
蔵

○
三
瓶
忠
美

　
　
　
　

費
用

一
、
金
六
円
四
拾
銭
也　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
弐
円
也　
　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　
　
　

御
茶
菓
子

計
金
九
円
四
拾
銭
也

一
人
差
シ
金
壱
円
弐
拾
銭

弐
十
銭
貯
金
、
参
十
銭
御
サ
イ
銭

　

計
金
六
十
一
銭
貯
金

　

昭
和
十
六
年
十
月
七
日

規
約
例
年
ノ
通
リ

天
候
不
順
ニ
ヨ
リ
作
柄
二
分
作
、
野
菜
上
結
果
也
。
白
米
一
升

四
十
三
銭
。
食
糧
ハ
ス
ベ
テ
配
給
ニ
テ
、
大
人
一
人
当
四
合
、

女
ハ
三
合
四
勺
、
子
供
ハ
五
才
以
下
一
合
、
六
才
以
上
拾
才
迄

御
賽
銭
四
十
六
銭
、
有
銭
七
十
銭

菅
野
清
氏
ヨ
リ
金
壱
円
也
寄
附
サ
ル

　

計
弐
円
拾
六
銭
也
貯
金
ス

　

昭
和
十
七
年
旧
十
月
十
七
日

規
約
例
年
之
通
り

本
年
ハ
稀
ナ
ル
豊
作
ニ
シ
テ
大
喜
ビ
ナ
リ
。
茲
ニ
大
東
亜
戦
争

一
周
年
ヲ
迎
ヒ
ン
ト
シ
、
皇
軍
ノ
戦
果
大
イ
ニ
挙
リ
。
銃
前
銃

後
一
丸
ト
ナ
リ
、
英
米
倒
ス
最
後
ノ
日
マ
デ
、
何
ガ
ナ
ン
デ
モ

ヤ
リ
抜
ク
意
気
旺
ナ
リ
。
食
糧
増
産
・
木
炭
増
産
ノ
奨
励
積
極

的
ニ
シ
テ
、
過
日
モ
炭
山
慰
問
ニ
飴
玉
・
塩
引
等
を
持
参
シ
、

役
人
達
出
張
セ
リ
。
本
年
ハ
ド
コ
ニ
テ
モ
、
サ
ツ
マ
芋
タ
ク
サ

ン
収
穫
セ
リ
。
旱
魃
ノ
為
、
菜
大
根
ハ
思
ハ
シ
カ
ラ
ズ
。
精
米

ノ
石
油
モ
配
給
少
ナ
ク
、
当
部
落
ニ
テ
モ
電
気
設
置
ノ
運
動
ニ

努
力
申
ナ
リ
。
支
那
事
変
ニ
続
イ
テ
、
大
東
亜
戦
争
ボ
ツ
発
ノ

為
、
極
度
ニ
物
資
ハ
欠
乏
シ
、
白
米
・
麦
・
豆
類
ハ
勿
論
、
マ
ッ

チ
・
片
栗
粉
・
塩
・
醤
油
・
手
拭
・
ズ
ボ
ン
・
紺
地
下
タ
ビ
・
絣
・

シ
ヤ
ツ
等
一
切
ハ
隣
保
班
ヲ
通
ジ
テ
配
給
ナ
リ
。「
戦
争
ニ
困

難
ハ
付
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
国
民
ハ
是
ハ
非
デ
モ
、戦
争
ニ
勝
ツ
為
、

資
源
不
足
ヲ
克
服
シ
テ
、
更
ニ
モ
増
産
ニ
力
メ
ラ
レ
タ
シ
」
東

條
英
機
首
相
ハ
カ
ク
訓
ヘ
リ
。
目
下
昨
日
ヨ
リ
警
戒
警
報
中
ニ

シ
テ
、
夜
間
ハ
灯
火
管
制
ス
。
肴
モ
菓
子
モ
メ
ッ
タ
ニ
口
ニ
入

ラ
ヌ
時
代
ト
ナ
リ
。

　
　

ハ
ト
二
羽　
　
　
　

志
賀
喜
代
治
・
忠
美

　
　

兔
一
羽　
　
　
　
　

菅
野
清

　
　

山
鳥
一
羽　
　
　
　

三
瓶
忠
美

デ
一
合
六
勺
。
一
般
労
働
ニ
従
事
セ
ザ
ル
モ
ノ
三
合
一
勺
ノ
配

給
也
。
事
変
四
年
近
衛
内
閣
改
造
、
東
條
大
将
内
閣
生
レ
、
日

米
間
ノ
交
渉
野
村
大
使
・
来
栖
大
使
当
リ
、
大
平
洋
問
題
ノ
平

和
解
決
ニ
努
力
申
也
。
出
征
ノ
タ
メ
会
ヒ
カ
ケ
ザ
ル
コ
ト
。
山

追
、
山
鳥
一
羽
・
キ
シ
一
羽
、
志
賀
喜
義
氏
捕
獲
ス
。

　
　
　

当
前
矢
内
鹿
造
ヨ
リ

　
　
　

菅
野
清
殿
へ
目
出
度
ク
相
渡
シ
申
シ
候
也

﹇
史
料
1
―
74
﹈
昭
和
十
七
年

　
　
　
　

順
廻

○
菅
野
清

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
泰
明

○
三
瓶
忠
美

○
矢
内
鹿
蔵

　
　
　
　

費
用

一
、
金
四
円
六
拾
銭
也　
　
　

御
神
酒
弐
升
代

一
、
金
壱
円
五
拾
銭
也　
　
　

豆
腐
一
箱
代

一
、
金
壱
円
七
拾
銭
也　
　
　

山
鳥
（
雌
）
壱
羽

〆
金
七
円
八
拾
銭
也

　

壱
人
当
八
拾
五
銭
也
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カ
ケ
ス
一
羽　
　
　

志
賀
泰
明

前
日
一
日
山
追
シ
、
山
鳥
一
・
兔
一
・
カ
ケ
ス
三
ノ
狩
猟
ア
リ
。

　
　
　

当
前
菅
野
清
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
主
殿
殿
ヘ
目
出
度
相
渡
申
候

﹇
史
料
1
―
75
﹈
昭
和
十
八
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
清
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
泰
明

出
征

三
瓶
忠
美

休
ミ

矢
内
鹿
造

出
征

菅
野
清

　
　
　
　

費
用

一
、
金
六
円
九
拾
銭　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
参
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
弐
円
参
拾
銭　
　
　

山
鳥
一
羽

計
金
拾
弐
円
弐
拾
銭
也

　

一
人
差
金
壱
円
六
拾
銭

一
、
金
七
拾
八
銭
也
貯
金

　

昭
和
十
八
年
旧
十
月
二
十
四
日

出
征

三
瓶
忠
美

○
矢
内
鹿
造

出
征

菅
野
清

○
志
賀
清
記

　
　
　
　

費
用

一
、
金
拾
円　
　
　

御
神
酒
代

一
、
金
四
円　
　
　

豆
腐
二
箱

計
金
拾
四
円
也

　

一
人
差
金
二
円
也

有
銭
四
拾
銭
、
之
ハ
会
計
預
リ
、
次
回
ノ
祭
典
ニ
合
計
貯
金
ス

ル
モ
ノ
ト
ス
。

　

昭
和
十
九
年
旧
十
月
十
七
日

本
年
十
月
ヨ
リ
特
別
攻
撃
隊
生
レ
、
米
英
両
国
ニ
対
シ
痛
撃
ヲ

加
ヘ
、
現
今
迄
ニ
あ
た
へ
た
る
戦
果
左
ノ
如
シ
、
空
母
撃
破
六

十
余
、戦
艦
二
十
数
艦
余
、其
他
艦
多
数
。（
山
鳥
一
羽
志
賀
伝
）

本
年
ノ
稲
作
ハ
前
年
通
リ
豊
作
ナ
ル
モ
、
取
上
不
足
成
リ
。
一

段
ト
増
産
並
馬
力
ガ
入
リ
、
木
炭
ハ
ホ
ウ
シ
ョ
ウ
金
付
ニ
テ
、

何
所
ニ
テ
モ
木
炭
増
産
の
様
テ
ア
ル
。
此
時
日
本
は
数
日
ニ
亘

リ
空
襲
ヲ
受
ケ
テ
居
リ
、
重
大
以
上
ノ
重
大
テ
ア
ル
。
決
戦
ハ

最
後
ノ
段
階
ニ
入
っ
て
居
る
。
時
昭
和
十
九
年
ノ
冬
デ
ア
ル
。

本
年
度
政
府
共（

供
）出
出
来
、
小
田
代
ニ
テ
割
当
六
十
俵
ナ
リ
。
然

ニ
部
落
民
協
力
一
到（

致
）シ

目
出
度
完
了
ス
。
十
一
月
一
日
ヨ
リ
煙

草
ハ
隣
保
班
配
給
ト
ナ
リ
、
一
人
一
日
巻
六
本
・
刻
五
瓦
ト
ナ

リ
、
煙
草
不
足
ニ
テ
困
難
ヲ
来
ス
。

　
　
　

当
前
志
賀
伝
三
郎
殿
ヨ
リ

昭
和
拾
八
年
度
稲
作
は
平
年
作
の
三
割
落
ち
、
干
害
の
た
め
甚

だ
し
き
所
有
り
。
昭
和
拾
八
年
拾
月
十
一
日
小
田
代
に
電
灯
付

く
。
昭
和
拾
八
年
十
月
二
十
七
日
よ
り
十
一
月
八
日
迄
の
ブ
ー

ゲ
ン
ヒ
ル
島
仲（
沖
）
海
戦
第
五
次
迄
続
キ
其
の
戦
下（

果
）、
一
、
戦
艦　

四
隻　

撃
沈
、
二
、
空
母　

三
隻　

轟
撃
沈
、
三
、
其
ノ
他
軍

艦
二
十
数
隻
轟
撃
沈
、
四
、
飛
行
機
五
百
余
機
撃
ツ
イ
。
ハ
ワ

イ
海
戦
ニ
続
ク
大
戦
下（
果
）で
あ
る
。
昭
和
十
八
年
、
比
島
・
ビ
ル

マ
・
印
度
が
独
立
す
。
十
一
月
万（

満
）四

十
才
以
下
の
国
民
兵
教
育

有
リ
。
又
兵
役
は
万（

満
）四
十
五
才
迄
と
成
る
。
本
年
は
例
年
よ
り

寒
は
早
し
。
十
一
月
十
八
日
夜
る
雪
降
る
。
初
雪
に
て
一
寸
ぐ

ら
へ
。

　
　

山
鳥
一
羽　
　
　

志
賀
喜
義

　
　

鳩
一
羽　
　
　
　

菅
野
清

喜
義
・
豊
・
伝
の
諸
氏
は
山
に
狩
、
残
り
人
は
小
田
代
・
東
山

間
の
道
路
修
理
。
道
路
も
今
迄
に
無
く
完
全
に
作
る
。

　
　
　

当
者

（
前
抜
）志
賀
清
記
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
伝
三
郎
殿
に
目
出
度
相
渡
申
候
也

﹇
史
料
1
―
76
﹈
昭
和
十
九
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
泰
明
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志
賀
喜
義
殿
へ
目
出
度
相
渡
候
也

﹇
史
料
1
―
77
﹈
昭
和
二
十
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
喜
義

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
泰
明

○
三
瓶
忠
美

○
矢
内
鹿
造

○
菅
野
清

○
眞
方
秀
義

○
志
賀
清
記

○
志
賀
伝
三
郎

　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　

費
用

一
、
金
拾
七
円
也　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
弐
拾
円
也　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
参
拾
円
也　
　
　

魚
代

計
金
六
拾
七
円
也

一
人
差
金
六
円
弐
拾
銭
也

眞
方
秀
義
氏
新
加
入
ニ
付
キ
、
一
、
金
拾
円
也　

寄
付
有
リ

有
銭
計
金
拾
四
円
弐
銭

イ
タ
チ
皮
一
枚
五
円
五
十
銭
、
計
金
十
九
、
五
二
銭

○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
清

差
合

眞
方
秀
義

新
加
入

○
中
川
一
郎

○
志
賀
清
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

　
　
　
　

費
用

一
、
金
六
拾 

弐
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
弐
升

　
　

〃　

壱
百
円
也　
　
　
　

豆
腐
弐
箱
代

　
　

〃　

九
円
参
拾
銭　
　
　

酒
参
合
代

〆
金
壱
百
七
拾
壱
円
弐
拾
銭

　

壱
人
当
拾
七
円
弐
拾
銭
也

　
　

差
引
一
人
さ
し
十
四
円
也

　

昭
和
二
十
一
年
旧
十
月
十
七
日

前
日
山
追
致
し
、
木
鼠
壱
羽
・
菅
野
清
氏
、
三
瓶
忠
美
・
菅
野

清
両
氏
に
て
山
鳥
壱
羽
。
更
に
当
日
志
賀
泰
明
・
三
瓶
忠
美
両

氏
に
て
山
鳥
壱
羽
の
狩
猟
あ
り
た
り
。
本
日
新
加
入
ノ
為
、
中

川
一
郎
氏
ヨ
リ
金
参
拾
円
也
寄
附
あ
り
た
り
。
豆
腐
二
丁
売
却

金
拾
円
也
、
サ
イ
銭
八
十
一
銭
、
有
銭
十
九
円
五
十
銭
貯
金
ス
。

　
　
　
　

規
約

一
、
祭
典
ニ
付
飯
米
ハ
二
度
宿
持
ト
ス

一
、
祭
典
ハ
一
日
一
夜
ニ
限
ル

一
、 

連
中
ニ
テ
差
合
等
有
之
、
出
合
ハ
ザ
ル
者
ヘ
ハ
会
費
掛
ケ

ザ
ル
コ
ト

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日

大
東
亜
戦
争
ハ
米
・
英
・
ソ
・
支
ニ
対
シ
、
無
条
件
降
伏
セ
リ
。

大
東
亜
戦
争
ハ
此
上
終
結
セ
リ
。聯
合
軍
ニ
ヨ
ツ
テ
陸
海
空
軍
、

並
ニ
陸
軍
省
・
海
軍
省
・
大
本
営
ハ
姿
ヲ
消
シ
テ
、
今
ハ
大
日

本
建
設
ニ
七
千
万
国
民
が
第
一
歩
ヲ
進
ミ
始
メ
マ
シ
タ
。
今
ハ

日
本
モ
平
和
ニ
立
替
ラ
ン
ト
シ
テ
居
ル
。
物
価
ハ
同
テ
高
イ
。

木
炭
ハ
今
所
一
俵
八
円
七
八
十
銭
ナ
リ
。日
本
ハ
終
結
ト
共
ニ
、

タ
イ
ワ
ン
・
満
州
・
カ
ラ
フ
ト
・
チ
ョ
ウ
セ
ン
ヲ
元
通
リ
ニ
返

還
、
本
州
・
北
海
道
・
九
州
・
四
国
ノ
ミ
ト
ナ
リ
、
食
糧
ハ
配

給
米
麦
二
合
五
勺
迄
行
カ
ズ
、
食
糧
難
ニ
合
ツ
テ
居
ル
。
例
年

ニ
無
ク
農
作
物
ハ
肥
料
不
足
ニ
テ
、
半
作
ニ
モ
行
カ
ズ
。

本
年
ノ
山
追
ニ
ハ
、
シ
ギ
一
・
カ
ケ
ス
二　
　
　
　

志
賀
喜
義

　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
ラ
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
泰
明

　
　
　
　
　
　
　
　

イ
タ
チ
一
・
カ
ケ
ス
一　
　
　

三
瓶
忠
美

　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ケ
ス
一　
　
　
　
　
　
　
　

真
方
秀
義

山
追
ニ
ハ
山
鳥
ニ
モ
出
合
ツ
テ
モ
、
猟
ナ
ク
本
日
.

　
　
　

当
前
志
賀
喜
義
殿
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
伝
殿
へ
目
出
度
相
渡
候
也

﹇
史
料
1
―
78
﹈
昭
和
二
十
一
年

　
　
　

順
廻

宿
○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
泰
明
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一
、 

差
合
等
有
之
節
ハ
、
談
事
ノ
上
祭
日
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
。
但

シ
祭
典
日
ハ
旧
十
月
中
ニ
執
行
ノ
コ
ト

　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　

記
録

本
年
ハ
一
般
ニ
豊
作
年
ナ
リ
シ
モ
、
肥
料
不
足
ト
水
不
足
、
加

フ
ル
ニ
本
年
三
月
末
迄
ノ
保
有
米
ヲ
全
部
供
出
シ
テ
、
ソ
ノ
為

七
・
八
・
九
月
ハ
特
ニ
食
糧
難
ニ
陥
リ
青
刈
セ
シ
為
、
予
想
外

ノ
収
穫
ハ
見
ラ
レ
ズ
。
夏
頃
ハ
南
瓜
一
〆
目
二
十
円
セ
シ
モ
、

目
下
ハ
甘
藷
等
豊
作
ノ
為
買
手
モ
ナ
キ
様
ナ
リ
。
白
米
一
升
八

十
円
モ
セ
シ
ガ
、
目
下
其
ノ
半
値
モ
セ
ズ
。
木
炭
一
俵
二
十
五

円
、
塩
モ
一
升
仝
値
。
米
ハ
配
給
値
一
升
五
円
、
サ
ツ
マ
一
〆

目
同
値
ナ
リ
。
大
根
公
定
一
〆
目
三
円
五
十
銭
。
山
鳥
・
キ
ジ

一
羽
壱
百
円
。
柿
（
小
田
代
産
）
一
〆
目
（
公
）
二
十
円
。
林

檎
一
個
十
円
。
地
下
タ
ビ
一
足
百
五
十
円
ヨ
リ
二
百
円
。
衣
料

品
ニ
於
テ
ハ
古
着
ト
雖
モ
三
四
百
円
ヲ
下
ラ
ズ
。
目
下
小
田
代

ニ
土
方
二
十
人
程
滞
在
、
割
山
廿
四
尺
掘
下
ゲ
ノ
工
事
ニ
着
手

中
ナ
リ
（
坂
ノ
上
リ
口
ヨ
リ
平
梨
迄
工
費
三
万
七
百
円
）。
終

戦
以
来
在
外
軍
人
並
邦
人
ノ
引
揚
ハ
大
体
終
了
セ
シ
モ
、
未
ダ

南
方
殊
ニ
満
州
及
ビ
シ
ベ
リ
ヤ
ニ
ハ
何
十
万
ト
復
員
セ
ザ
ル
者

ア
リ
。
十
一
月
三
日
ヲ
ト
シ
、
新
憲
法
発
布
ニ
ナ
リ
、
各
戸
祝

酒
二
合
宛
配
給
ニ
ナ
リ
タ
リ
。敗
戦
後
各
地
ニ
鉄
道
ゼ
ネ
ス
ト
・

電
産
ゼ
ネ
ス
ト
・
教
組
ゼ
ネ
ス
ト
、
其
他
新
聞
ダ
ト
カ
、
炭
鉱

ダ
ト
カ
ノ
争
議
猛
烈
ニ
起
コ
リ
、
或
ハ
ラ
ヂ
オ
ニ
放
送
シ
ナ
カ

ツ
タ
リ
、
或
ハ
電
気
ヲ
消
灯
シ
タ
リ
シ
テ
騒
立
テ
タ
リ
。
戦
後

目
立
ツ
コ
ト
ハ
、
食
糧
ノ
欠
乏
ト
闇
売
買
ノ
流
行
。
若
者
ガ
髪

ヲ
伸
バ
ス
コ
ト
ヽ
、
煙
草
ヲ
配
給
ダ
ト
言
フ
ノ
ニ
誰
彼
ナ
シ
ニ

ケ
ス
一
羽
、
第
一
組
ノ
猟
。
第
二
組
タ
カ
一
羽
・
ス
ヾ
メ
六
羽
・

チ
ヨ
マ
一
羽
。
三
瓶
忠
美
・
志
賀
喜
代
治
・
志
賀
伝
三
郎
ノ
狩

猟
。
近
年
ニ
ナ
キ
猟
。
本
年
度
ノ
作
柄
ハ
、
冷
気
ニ
シ
テ
水
量

多
ク
、
一
般
平
年
作
也
。
肥
料
ノ
方
ハ
、
昨
年
ヨ
リ
ハ
ヤ
ヽ
良

ロ
シ
キ
モ
、
反
当
八
百
匁
位
ニ
テ
、
結
果
ハ
思
フ
様
ニ
ナ
ラ
ズ
。

米
ノ
値
段
ハ
供
出
一
石
一
千
八
百
円
。
木
炭
一
俵
楢
五
十
五
円

七
十
銭
。
雑
五
十
三
円
五
十
銭
。
運
賃
ハ
政
府
ニ
於
テ
、
一
俵

七
円
ノ
補
助
金
ヲ
出
ス
。
キ
シ
・
山
鳥
一
羽
二
百
円
、
塩
一
〆

目
（
約
三
升
）
一
百
十
円
位
、
地
下
足
袋
ハ
三
百
八
十
円
ヨ
リ

四
百
弐
拾
円
位
。
白
米
一
升
ノ
暗（

闇
）値

段
ハ
百
弐
拾
円
位
。
昨
年

十
一
月
二
十
三
日
、
農
地
委
員
会
設
立
。
農
家
一
家
ノ
耕
作
面

積
、
二
町
五
反
ノ
制
限
ヲ
受
ケ
、
二
町
五
反
ヲ
越
ル
田
畑
ハ
、

小
作
者
ニ
売
渡
ス
事
ト
ナ
リ
、
相
当
地
主
・
小
作
間
ニ
争
イ
ア

ル
事
ト
予
想
サ
レ
ル
。
供
出
米
ハ
川
内
一
千
弐
拾
七
俵
、
昨
年

ノ
約
三
倍
ト
ナ
ル
。
十
一
月
二
十
三
日
、
各
区
ノ
割
当
キ
マ
ラ

ズ
、
同
シ
各
戸
ノ
割
当
モ
出
来
ナ
イ
。
供
出
モ
相
当
困
難
ガ
予

想
サ
レ
ル
。

　
　
　

常
陸
豊
よ
り

　
　
　

猪
狩
新
殿
ニ
相
渡
シ
申
候
也

常
陸
隠
居
様
ヨ
リ
金
拾
円
也

御
祝
儀
ト
〆
金
四
拾
八
円
四
拾
銭
貯
金
ト
ス

﹇
史
料
1
―
80
﹈
昭
和
二
十
三
年

　
　
　

順
廻

○
猪
狩
新

●
志
賀
泰
明

吸
フ
コ
ト
ダ
。
猟
銃
ノ
修
繕
費
ハ
七
百
円
〜
千
円
ナ
リ
。

　
　
　

志
賀
伝
ゟ

　
　
　

常
陸
豊
殿
へ
相
渡
申
候

﹇
史
料
1
―
79
﹈
昭
和
二
十
二
年

　
　
　
　

順
廻　

常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
泰
明

○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
清

○
眞
方
秀
義

○
中
川
一
郎

○
志
賀
清
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
伝

　
　
　
　

費
用

一
、
金
弐
百
六
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
弐
升

　
　

〃
弐
百
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

計
金
四
百
六
円
也

　

一
人
差
金
四
拾
円
也

　
　

有
銭
サ
イ
銭
四
、
四
〇
銭
、
計
三
八
、
四
十
銭
貯
金

　

昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
三
日

山
追
一
日
、
山
鳥
一
羽
・
カ
モ
一
羽
・
ス
ヽ
メ
六
羽
。
志
賀
泰

明
・
眞
方
秀
義
・
菅
野
清
・
中
川
一
郎
狩
猟
。
外
ニ
泰
明
君
カ
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○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
清

●
志
賀
清
記

○
志
賀
伝
三
郎

●
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

　
　
　
　

費
用

一
、
金
七
百
六
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
弐
升

　
　

〃
四
百
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

　
　

〃
参
百
五
拾
円
也　
　
　

キ
ジ
一
羽

計
金
壱
千
五
百
拾
円
也

　

差
一
人
宛
金
壱
百
七
拾
円
也

　
　

有
銭
弐
百
拾
円
也
貯
金

　

昭
和
二
十
三
年
旧
十
月
十
七
日

山
追
一
日
、
カ
ケ
ス
二
羽
・
ハ
ト
一
羽
。
当
日
午
前
中
、
志
賀

泰
明
君
、
兔
一
羽
・
タ
カ
一
羽
・
リ
ス
一
羽
・
チ
ヨ
マ
一
羽
ノ

大
猟
。
三
瓶
忠
美
君
ハ
兔
一
羽
ノ
猟
。
二
人
共
猟
天
狗
デ
大
イ

バ
リ
。
本
年
度
ハ
六
・
七
月
二
ヶ
月
、
冷
気
雨
天
続
キ
ニ
テ
、

稲
発
育
悪
ル
ク
、
作
柄
モ
相
当
気
ツ
カ
カ
ワ
レ
タ
ガ
、
肥
料
昨

年
ニ
倍
ス
ル
配
給
ニ
テ
、
八
月
ヨ
リ
ノ
天
気
ニ
順
々
ト
持
チ
ナ

ホ
シ
、
平
年
作
。
米
ノ
供
出
ハ
、
昨
年
ヨ
リ
少
シ
ス
ク
ナ
ク
、

小
田
代
部
落
デ
四
拾
九
俵
供
出
。
供
出
代
金
ハ
早
場
米
一
石
三

千
八
百
五
拾
三
円
也
。
山
鳥
一
羽
三
百
五
拾
円
。
地
下
足
袋
一

足
公
定
弐
百
円
、
闇
値
ハ
六
百
五
拾
円
。
木
炭
一
俵
樫
壱
百
拾

　

差
一
人
宛
金
百
拾
円
也

　
　

有
銭
参
拾
円
也
貯
金

　

昭
和
二
十
四
年
旧
十
月
十
七
日

志
賀
栄
氏
ヨ
リ
御
神
酒
一
升
寄
附
あ
り

十
六
日
山
追
一
日
行
へ

（
く
カ
）

　
　
　

三
瓶
忠
美
氏　
　
　
　

山
鳥
一
羽

　
　
　

志
賀
利
之
氏　
　
　
　

カ
ケ
ス
一
羽

　
　
　

菅
野
清
氏
ノ
犬　
　
　

山
鳥
一
羽
、
狩
猟
ア
リ
。

本
年
度
ヨ
リ
志
賀
栄
氏
加
入
ス
ル
。
昭
和
二
十
四
年
度
ノ
狩
猟

税
金
・
村
税
共
ニ
四
千
弐
百
円
納
メ
ル
。
近
年
ニ
無
ク
大
風
ガ

強
ク
「
キ
テ
イ
」「
ア
イ
ロ（

オ
）

ン
」
と
名
付
ケ
ラ
ル
。
大
風
ノ
為

ニ
稲
作
ハ
小
田
代
ニ
テ
三
割
落
ニ
テ
、
全
国
ニ
テ
弐
百
参
拾
万

石
ノ
減
収
ナ
リ
。
天
皇
様
モ
「
キ
テ
イ
」
台
風
ニ
テ
、
屋
根
等

ガ
吹
キ
飛
バ
サ
レ
タ
。

　
　
　

志
賀
泰
明
ヨ
リ

　
　
　

三
瓶
忠
美
殿
ニ
目
出
度
相
渡
シ
申
候
也

﹇
史
料
1
―
82
﹈
昭
和
二
十
五
年

　
　
　
　

順
廻

○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
伊
佑

○
志
賀
栄

○
志
賀
英
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

六
円
、
雑
壱
百
六
円
ノ
高
値
ナ
リ
。
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
十

四
日
、
日
米
戦
争
犯
罪
人
東
條
大
将
、
以
下
弐
十
五
名
ノ
判
決

云
渡
シ
有
リ
。
国
際
裁
判
検
事
キ
ー
ナ
ン
主
席
、
絞
死
刑
東
條

大
将
以
下
七
名
、
無
期
刑
小
磯
大
将
以
下
十
五
名
、
七
年
体
刑

等
云
渡
サ
ル
。
歴
史
的
裁
判
ノ
終
リ
。

　
　
　

猪
狩
新
よ
り

　
　
　

志
賀
泰
明
殿
ニ
目
出
度
ク
相
渡
シ
候
申
也

今
回
ノ
申
合
セ
デ
、
以
後
豆
腐
ハ
壱
箱
ト
ス
ル
コ
ト

﹇
史
料
1
―
81
﹈
昭
和
二
十
四
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
泰
明

○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
清

○
志
賀
栄

○
志
賀
清
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

　
　
　
　

費
用

一
、
金
四
百
円
也　
　
　
　
　

御
神
酒
二
升

一
、
金
四
百
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
弐
百
七
拾
円
也　
　
　

魚
一
貫
匁

計
金
壱
千
七
拾
円
也
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○
志
賀
弘

○
常
陸
豊

○
猪
狩
新

○
志
賀
泰
明

　
　
　
　

費
用

一
、
金
六
百
円
也　
　
　
　

御
神
酒
二
升

一
、
金
四
百
円
也　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
弐
百
五
拾
円　
　
　

山
鳥
一
羽

一
、
金
壱
百
円
也　
　
　
　

肴イ
カ

一
、
金
壱
百
円
也　
　
　
　

お
茶
菓
子

　

合
計
壱
阡
四
百
五
拾
円
也

差
一
人
宛
金
百
五
拾
円
也

有
銭
五
拾
七
円
五
拾
壱
銭

　

昭
和
二
五
年
旧
十
月
十
七
日

十
六
日
の
山
追
は
取
や
め
。
現
住
猟
者
は
三
瓶
忠
美
氏
一
人
に

し
て
、
山
追
出
来
す
、
取
や
め
と
す
。
本（
今
）朝
横
根
山
に
積
雪
五

分
程
度
有
。
霜
は
後（

遅
）か
っ
た
が
、
寒
さ
は
早
い
様
だ
。
本
年
農

作
物
は
平
年
以
上
な
り
。
木
炭
は
目
下
楢
極
上
二
百
五
拾
円
、

山
代
金
は
一
百
四
拾
円
か
ら
五
拾
円
。

　
　
　

当
前
三
瓶
忠
美
氏
ヨ
リ

　
　
　

菅
野
伊
佑
殿
へ
目
出
度
相
渡
候
也

﹇
史
料
1
―
83
﹈
昭
和
二
十
六
年

　
　
　
　

順
廻　

菅
野
清

　
　
　

菅
野
清
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
栄
殿
ニ
目
出
度
相
渡
申
候
也

﹇
史
料
1
―
84
﹈
昭
和
二
十
七
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
栄

　

志
賀
留
夫

　

志
賀
伝
三
郎

　

志
賀
喜
代
治

　

志
賀
弘

　

常
陸
茂

　

猪
狩
新

　

志
賀
貞
夫

　

三
瓶
忠
美

　

菅
野
清

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
阡
壱
百
参
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
二
升

一
、
金
四
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
弐
百
七
拾
円
也　
　
　
　
　

肴

一
、
金　

参
百
円
也　
　
　
　
　
　

御
茶
菓
子

計
金
弐
阡
壱
百
円
也

一
人
当
り
金
弐
百
拾
円
也

　

有
銭
参
拾
六
円
也
貯
金

　

昭
和
二
十
七
年
旧
十
月
十
七
日

前
日
ハ
山
追
ヲ
実
施
ス
ル
。
三
瓶
忠
美
氏　

キ
ジ
一
羽
・
カ
モ

・
志
賀
栄

・
志
賀
英
記

　

志
賀
伝
三
郎

・
志
賀
喜
代
治

・
志
賀
伝

・
常
陸
豊

・
猪
狩
俊
二

・
志
賀
貞
夫

・
三
瓶
忠
美

　
　
　
　

費
用

一
、
金
八
百
円
也　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
四
百
円
也　
　
　

豆
腐
二
箱

一
、
金
弐
百
円
也　
　
　

肴

一
、
金
参
百
円
也　
　
　

御
茶
菓
子

計
金
壱
千
七
百
円
也

一
人
当
壱
百
七
拾
円
也

　

有
銭
参
弐
拾
六
円
七
拾
銭
也
貯
金
ト
ス

　

昭
和
二
十
六
年
旧
十
月
十
七
日

十
六
日
山
追
ヲ
実
施
ス
ル
。

　

志
賀
喜
義
氏　
　
　

山
鳥
一
羽
・
リ
ス
一
匹

　

志
賀
貞
夫
氏　
　
　

キ
ジ
一
羽

　

三
瓶
忠
美
氏　
　
　

キ
ジ
一
羽
、
以
上
ノ
狩
猟
ア
リ
。

本
年
度
作
柄
ハ
二
割
落
チ
。
大
東
亜
戦
争
終
戦
後
六
年
目
ニ
、

講
和
条
約
ガ
成
ル
。
昭
和
二
十
六
年
九
月
九
日
、
米
国
「
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
ニ
於
テ
行
ハ
レ
タ
。
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一
羽
、
右
ノ
狩
猟
あ
り

昭
和
二
十
三
年
度
ノ
申
合
セ
ニ
ヨ
リ
、
豆
腐
ハ
壱
箱
ト
ス
ル
コ

ト
　
　
　

志
賀
栄
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
留
夫
殿
ニ
目
出
度
相
渡
シ
申
候

﹇
史
料
1
―
85
﹈
昭
和
二
十
八
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
留
男

　

志
賀
孫
三
郎

　

志
賀
喜
義

　

志
賀
伝

　

常
陸
茂

　

猪
狩
充
司

　

志
賀
貞
夫

　

三
瓶
忠
美

　

菅
野
清

　

志
賀
栄

　
　
　
　

費
用

一
、
金
弐
千
壱
百
弐
拾
円
也

　
　
　
　

内
訳

一
、
金
九
百
七
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
代

一
、
金
四
百
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
代

一
、
金
参
百
円
也　
　
　
　
　

茶
菓
子
代

一
、
金
四
百
五
拾
円
也　
　
　

サ
カ
ナ
吉
次
代

本
年
は
山
追
の
捕
獲
量
豊
富
の
為
、
キ
ジ
一
羽
常
陸
豊
氏
に
金

○
志
賀
弘

○
常
陸
豊

○
猪
狩
充
司

○
志
賀
貞
夫

○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
清

○
志
賀
栄

○
志
賀
留
男

　
　
　
　

費
用

合
計
金
弐
阡
壱
百
六
拾
円
也

　
　
　
　

内
訳

一
、
金
壱
阡
拾
円
也　
　
　
　

御
神
酒

一
、
金
弐
百
五
拾
円
也　
　
　

豆
腐
一
箱

一
、
金
四
百
円
也　
　
　
　
　

タ
コ
代

一
、
金
弐
百
円
也　
　
　
　
　

サ
ン
マ
代

一
、
金
参
百
円
也　
　
　
　
　

菓
子
代

一
人
当
り
二
百
二
十
円

有
銭
百
弐
拾
円
貯
金

山
追
ニ
依
リ
テ
、
三
瓶
忠
美
氏　
　
　
　

キ
ジ
一
羽

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
喜
代
治
氏　
　
　

ハ
ト
一
羽

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
伝
氏　
　
　
　
　

イ
ワ
ナ
一
匹

　
　
　
　
　
　
　

 

志
賀
栄
・
猪
狩
俊
二
・
志
賀
主
殿
氏
ハ
キ
ノ

コ
ト
リ

　
　
　
　

規
約

一
、
来
年
度
ヨ
リ
山
追
ハ
一
時
中
止
ス
ル
コ
ト
ニ
申
合
セ
ス
ル

一
、
祭
日
ノ
世
話
ハ
宿
ノ
後
光
ニ
テ
ス
ル
コ
ト

参
百
円
に
て
売
渡
す
。
志
賀
伝
、
都
合
上
、
久
保
田
清
記
代
人

と
し
て
山
追
に
出
猟
せ
ず
。
御
茶
菓
子
二
百
円
に
決
る
。

　

昭
和
二
十
八
年
旧
十
月
十
七
日

前
日
山
追
を
実
施
す
。
三
瓶
忠
美
、
キ
ジ
雄
・
山
鳥
雄
二
羽
、

志
賀
貞
夫
、
山
鳥
雄
一
羽
。
何
れ
も
大
猟
。
本
年
度
は
冷
気
甚

だ
し
き
為
、
冷
害
関
係
に
て
、
本
村
は
稲
作
其
他
の
作
物
は
、

皆
無
状
態
な
り
。
恵
た
る
事
に
わ（
は
）当
部
落
に
わ（

は
）、
祖
先
以
来
相

続
し
た
る
共
有
地
あ
り
。
是
は
志
賀
松
之
助
・
志
賀
巳
与
松
・

志
賀
久
左
衛
門
の
三
氏
が
、
明
治
三
十
五
年
の
大
凶
作
を
屈
服

シ
、
納
税
を
完
納
せ
し
め
、
其
後
大
正
九
年
志
賀
喜
治
郎
世
話

人
と
し
て
、
植
林
に
活
動
し
、
右
三
ケ
所
に
杉
・
檜
を
植
樹
し
、

部
落
九
名
共
同
一
到（

致
）し

て
、其
手
入
を
完
了
し
た
る
も
の
な
り
。

本
年
度
大
凶
作
に
当
り
、
此
一
部
を
薪
炭
材
・
用
材
と
も
、
一
、

金
九
百
六
万
円
に
て
売
払
へ
、本
年
の
凶
作
機（

危
機
）厄

を
掃
解
せ
り
。

但
シ
志
賀
久
三
持
を
売
払
ふ
。
本
年
は
全
村
に
亘
り
、
共（
供
）出
米

は
全
免
、
闇
米
は
一
升
金
百
八
十
円
也
が
相
場
。

会
費
一
人
弐
百
円
也
、
有
銭
弐
百
五
拾
八
円
也
貯
金
ス

規
約
例
年
の
通

　
　
　

志
賀
清
記
よ
り

　
　
　

志
賀
伝
三
郎
殿
へ
目
出
度
相
渡
申
候

　

昭
和
二
十
八
年
旧
十
月
十
七
日

﹇
史
料
1
―
86
﹈
昭
和
二
十
九
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治



福島県川内村小田代集落の儀礼文書（一）

60（　 ）

　
　
　
　

記
録

六
、
七
、
八
月
中
頃
迄
ハ
非
常
ニ
冷
害
ニ
テ
心
配
シ
テ
居
タ
ガ
、

其
ノ
後
天
候
ハ
良
ク
ナ
リ
、
二
割
落
等
ニ
上
リ
、
何
ン
ト
カ
減

作
ニ
テ
収
カ
ク
シ
タ
。

　
　
　

志
賀
伝
三
郎
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
喜
代
治
氏
ニ
目
出
度
相
渡
シ
候
也

　

昭
和
二
十
九
年
旧
十
月
十
七
日

﹇
史
料
1
―
87
﹈
昭
和
三
十
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
弘

○
常
陸
茂

○
猪
狩
俊
二

○
志
賀
泰
明

○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
清

○
志
賀
栄

○
志
賀
英
記

○
志
賀
伝
三
郎

　
　
　
　

費
用

合
計
金
参
阡
弐
百
六
拾
円
也

　
　
　
　

内
訳

一
、
金
壱
阡
拾
円
也　
　
　
　
　
　

御
神
酒

一
、
金
弐
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

豆
腐
一
箱

一
、
金
壱
千
四
百
五
拾
円
也　
　
　

サ
カ
ナ
全
部

○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
伊
祐

○
志
賀
栄

○
志
賀
英
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
千
拾
円
也　
　
　
　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

鳥
弐
羽
代

一
、
金
弐
百
五
拾
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
壱
箱
代

一
、
金
壱
千
弐
百
八
拾
円
也　
　
　

御
肴
代

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

御
菓
子
代

　

〆
金
参
阡
五
百
四
拾
円
也

　
　

一
人
当
り
差
金
参
百
五
拾
円
也

有
銭
金
六
十
六
円
也
貯
金
す

　

昭
和
参
拾
壱
年
旧
十
月
十
七
日

　
　
　
　

規
約

一
、
祭
典
は
一
日
と
し
、
飯
米
は
弐
度
宿
持
と
す

一
、 

祭
典
は
旧
十
月
十
七
日
と
す
る
が
、差
合
等
有
之
場
合
は
、

談
合
の
上
祭
典
日
を
決
す
る
こ
と
を
得

一
、 

連
中
に
て
差
合
等
有
之
出
会
せ
ざ
る
者
へ
は
、
会
費
掛
ざ

る
こ
と
、
以
上

　
　
　
　

記
録

本
年
は
冷
害
に
て
、
約
五
分
作
な
り
。
目
下
大
滝
根
は
白
く
、

稲
刈
は
早
期
に
終
り
し
も
、
三
日
毎
の
雨
に
て
、
よ
う
や
く
昨

日
・
今
日
に
至
り
、
川
内
一
整（

斉
）に

脱
穀
を
初
め
た
り
。
大
小
豆

一
、
金
参
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

菓
子
代

一
、
金参百
円
ヲ
二
三
〇
円
ニ
引
イ
テ
モ
ラ
ウ

弐
百
参
拾
円
也　
　
　
　
　

山
ト
リ
壱
羽

一
人
当
り
差
金
参
百
参
拾
円
也
、
余
り
四
拾
円
也

　

有
銭
六
拾
六
円
也

　

合
計
金
壱
百
六
円
也

　

右
に
山
ド
リ
代
七
拾
円
加
イ
テ
、
有
銭
共
壱
百
七
拾
六
円
也

一
、
前
年
の
申
合
に
よ
り
山
追
は
や
ら
ず

一
、
祭
日
の
世
話
は
宿
の
後
光
に
て
ス
ル

　
　
　
　

記

一
、 

本
年
は
相
変
ら
す
毎
年
の
金
つ
ま
り
に
て
、
思
ふ
様
に
金

は
入
ら
ず
。
し
か
し
、
今
年
の
豊
作
は
全
国
的
に
て
、
農

作
物
は
豆
・
小
豆
迄
が
今
迄
に
な
く
取
れ
、
農
家
の
ケ
ー

キ
は
何
よ
り
で
あ
る
。
本
年
十
一
月
末
ワ
ラ
ビ
た
い
ら
方

面
、
小
田
代
部
落
の
山
わ
け
を
や
り
、
一
人
当
り
弐
拾
万

位
に
て
各
自
切
っ
た
り
、
売
っ
た
り
し
ま
し
た
。
本
年
は

豊
作
に
て
、
川
内
村
下
川
内
に
て
御
神
幸
有
、
前
迄
は
小

田
代
迄
来
た
る
も
、
本
年
は
東
山
迄
し
か
来
ず
。

　
　
　

志
賀
喜
代
治
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
弘
殿
ニ
目
出
度
相
渡
シ
候
也

﹇
史
料
1
―
88
﹈
昭
和
三
十
一
年

　
　
　
　

順
廻宿

○
志
賀
弘

○
常
陸
茂

○
猪
狩
俊
二

○
志
賀
泰
明
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共
不
作
な
れ
ど
、
柿
は
毎
多
ク
作
あ
り
。
川
内
も
オ
ー
ト
バ
イ

熱
盛
に
し
て
、
時
折
事
故
も
あ
り
。
小
田
代
共
有
地
も
本
年
度

松
・
モ
ミ
・
栗
材
を
売
却
し
て
、
愈
々
全
伐
の
姿
と
な
れ
り
。

川
内
小
学
校
講
堂
、
目
下
鉄
筋
に
て
建
設
中
な
り
。
鳩
山
総
理

大
臣
自
ら
日
ソ
交
渉
に
お
も
む
き
、
過
日
帰
国
せ
り
。
川
内
診

療
所
に
て
も
、
昨
年
よ
り
優
秀
外
科
医
に
て
、
可
成
の
手
術
も

す
る
様
に
な
れ
り
。

　
　
　

当
前
志
賀
弘
よ
り

　
　
　

常
陸
茂
殿
へ
目
出
度
相
渡
申
候

﹇
史
料
1
―
89
﹈
昭
和
三
十
二
年

　
　
　
　

順
廻宿

○
常
陸
茂

○
猪
狩
俊
二

○
志
賀
泰
明

○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
伊
祐

○
志
賀
栄

○
志
賀
英
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
弘

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
阡
拾
円
也　
　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
六
百
円
也　
　
　
　
　

山
鳥
弐
羽

一
、
金
弐
百
五
拾
円
也　
　
　

豆
腐
壱
箱

○
志
賀
貞
夫

○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
伊
祐

○
志
賀
栄

○
志
賀
英
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
弘

差
合

常
陸
茂

新
加
入

鈴
木
豊

　
　
　
　

費
用

一
、
金
九
百
八
拾
円
也　
　
　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
弐
百
五
拾
円
也　
　
　
　
　

キ
ジ
一
羽

一
、
金
弐
百
五
拾
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
一
箱

一
、
金
壱
阡
四
百
八
拾
円
也　
　
　

御
肴

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

御
菓
子

　

〆
金
参
阡
四
百
六
拾
円
也

御
祝
儀　

金
五
百
円
也　

鈴
木
豊
氏
ヨ
リ
頂
戴
ス
ル

差
引
金
弐
阡
九
百
六
拾
円
也

一
人
当
り
参
百
参
拾
円
也

有
銭
五
拾
八
円
也
貯
金
ス
ル

　

昭
和
三
十
三
年
旧
十
月
十
七
日

﹇
史
料
1
―
91
﹈
昭
和
三
十
四
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
貞
夫

一
、
金
八
百
円
也　
　
　
　
　

御
肴

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　

御
菓
子

　

〆
金
参
阡
壱
百
六
拾
円
也

御
祝
儀
金
壱
百
円
也
、 

隠
居
と
し
て
招
待
せ
る
に
付
、
常
陸
留

五
郎
翁
よ
り
頂
戴
す

以
上
御
賽
銭
共
引
、
一
人
差
シ
金
参
百
円
也

有
銭
五
拾
五
円
な
る
も
、
金
四
拾
五
円
也
を
志
賀
伝
三
郎
氏
御

寄
付
下
さ
れ
、
金
壱
百
円
也
と
し
て
貯
金
す

　

昭
和
丗
二
年
旧
十
月
十
七
日

規
約
例
年
之
通
り

　
　
　
　

記
録

本
年
は
豊
作
な
り
。
総
理
大
臣
岸
信
介
、
農
業
委
員
山
井
委
員

其
他
区
内
の
幹
部
改
選
あ
り
た
り
。
八
月
に
は
福
島
県
知
事
佐

藤
善
一
郎
氏
当
選
せ
り
。
目
下
米
は
百
十
円
。
楢
〇
上
四
百
五

十
円
が
山
渡
し
な
り
。
大
工
賃
金
四
百
三
十
円
に
て
、
昨
年
よ

り
三
十
円
高
な
り
。
バ
ス
賃
も
富
岡
迄
十
五
円
値
上
に
て
、
一

百
五
円
な
り
。
一
般
に
物
価
は
騰
り
た
る
も
、
農
家
の
懐
具
合

芳
し
か
ら
ず
。
二
ヶ
月
前
ソ
聯
に
て
人
工
衛
星
打
上
げ
は
世
界

注
視
の
的
に
て
、
本
年
の
特
筆
す
べ
き
一
つ
で
せ
う
。
本
年
高

沢
巡
査
・
板
倉
担
当
区
主
任
が
そ
れ
〴
〵
赴
任
せ
り
。

　
　
　

当
前
常
陸
茂
ゟ

　
　
　

猪
狩
俊
二
殿
へ
目
出
度
相
渡
シ
申
し
ま
し
た

﹇
史
料
1
―
90
﹈
昭
和
三
十
三
年

　
　
　
　

順
廻宿

○
猪
狩
俊
二
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○
三
瓶
忠
美

○
菅
野
伊
祐

差
合

志
賀
栄

○
志
賀
主
殿

○
志
賀
泰
臣

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
伝

○
常
陸
豊

○
鈴
木
豊

○
猪
狩
新

　
　
　
　

費
用

御
祝
儀
た
こ
及
さ
ん
ま　
　
　

鈴
木
豊
氏
よ
り

一
、
金
九
百
八
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
弐
百
五
拾
円
也　
　
　

キ
ジ
一
羽

一
、
金
弐
百
五
拾
円
也　
　
　

豆
腐
一
箱

一
、
金
壱
阡
円
也　
　
　
　
　

ブ
タ
肉

一
、
金
五
百
円　
　
　
　
　
　

御
菓
子

合
計
金
弐
阡
九
百
八
拾
円

　

有
銭
金
七
拾
弐
円
也

　
　

一
人
当
り
金
参
百
参
拾
円
也

貯
金
八
拾
弐
円
也

　

昭
和
三
十
四
年
旧
十
月
十
七
日

　
　
　

志
賀
貞
夫
か
ら

　
　
　

三
瓶
忠
美
殿
ニ
目
出
度
相
渡
し
申
し
ま
し
た

　
　
　

菅
野
伊
祐
殿
ニ
目
出
度
相
渡
シ
マ
シ
タ

﹇
史
料
1
―
93
﹈
昭
和
三
十
六
年

　
　
　
　

順
廻

○
菅
野
清

差
合

志
賀
栄

○
鈴
木
豊

○
志
賀
英
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
弘

○
常
陸
茂

○
猪
狩
俊
二

差
合

志
賀
泰
明

○
三
瓶
忠
美

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
阡
拾
円
也　
　
　
　

御
神
酒
二
升

一
、
金
参
百
五
拾
円
也　
　
　

ト
リ
一
羽
代

一
、
金
弐
百
五
拾
円
也　
　
　

豆
腐
代

一
、
金
六
百
六
拾
円
也　
　
　

ブ
タ
肉
代

一
、
金
壱
百
弐
拾
円　
　
　
　

サ
ン
マ
代

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　

お
茶
菓
子
代

合
計
金
弐
阡
八
百
九
拾
円
也

一
人
当
リ
差
費
金
参
百
弐
拾
円

　
　
　
　

記
録

本
年
は
豊
作
な
り
し
も
、
台
風
で
耕
地
整
理
の
田
圃
も
一
面
こ

﹇
史
料
1
―
92
﹈
昭
和
三
十
五
年

　
　
　
　

順
廻　

三
瓶
忠
美

・
菅
野
伊
祐

差
合

志
賀
栄

・
志
賀
英
記

・
志
賀
伝
三
郎

・
志
賀
喜
代
治

・
志
賀
弘

・
常
陸
茂

・
鈴
木
豊

・
猪
狩
俊
二

・
志
賀
貞
夫

　
　
　
　

費
用

一
、
金
九
百
八
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
二
升

一
、
金
六
百
五
拾
円
也　
　
　

キ
ジ
二
羽
代

一
、
金
弐
百
五
拾
円
也　
　
　

豆
腐
一
箱

一
、
金
五
百
五
拾
円
也　
　
　

御
茶
菓
子

一
、
金
壱
阡
円
也　
　
　
　
　

ブ
タ
肉
代

一
、
金
壱
阡
壱
百
円
也　
　
　

魚
代
サ
ン
マ
・
タ
マ
ゴ

合
計
金
四
阡
五
百
参
拾
円

　

有
銭
五
拾
円
貯
金
ス
ル

　
　

一
人
当
り
四
百
五
拾
円
也

旧
十
月
十
七
日
初
雪
四
寸
等（

程
）降

雪
、
気
温
暖
か
り

　

昭
和
三
十
五
年
旧
十
月
十
七
日

　
　
　

三
瓶
忠
美
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わ
れ
た
所
を
見
ら
れ
た
。
今
朝
初
雪
。

　

昭
和
三
十
六
年
旧
十
月
十
七
日

　
　
　

菅
野
清
氏
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
栄
殿
へ

﹇
史
料
1
―
94
﹈
昭
和
三
十
七
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
栄

○
鈴
木
豊

○
志
賀
清
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
弘

○
常
陸
茂

○
猪
狩
新

○
志
賀
貞
夫

○
三
瓶
忠
美

　
　
　
　

費
用

一
、
金
九
百
弐
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
二
升

一
、
金
七
百
五
拾
円
也　
　
　

山
鳥
二
羽

一
、
金
弐
百
五
拾
円
也　
　
　

ト
ー
フ
代
一
箱

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　

御
菓
子
代

一
、
金
壱
阡
円
也　
　
　
　
　

魚
代

合
計
金
参
阡
四
百
弐
拾
円
也

　

一
人
当
り
費
用
参
百
四
拾
円

　
　

有
銭
弐
拾
八
円
、
㋣
氏
カ
ラ
六
拾
円
頂
戴
ス
ル

一
、
金
壱
阡
六
百
円
也　
　
　

肴
代

合
計
参
千
九
百
拾
五
円

　

一
人
当
り
四
百
五
拾
円
也

　
　

有
銭
百
八
拾
参
円
也

㋣
氏
よ
り
酒
一
升
・
生
菓
子
頂
戴
ス

　
　
　
　

記
録

一
、
ケ
ネ
デ
イ
大
統
領
暗
殺
サ
レ
ル
。

　

昭
和
三
十
八
年
旧
十
月
十
七
日

　
　
　

㋣
氏
ヨ
リ
志
賀
英
記
氏
へ
目
出
度
相
渡
申
也

﹇
史
料
1
―
96
﹈
昭
和
三
十
九
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
英
記

　

志
賀
伝
三
郎

　

志
賀
喜
代
治

　

志
賀
弘

　

常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

　

志
賀
泰
明

　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
栄

　

鈴
木
豊

　
　
　
　

費
用

一
、
金
九
百
七
拾
円　
　
　
　

御
神
酒

一
、
金
四
百
五
円　
　
　
　
　

サ
ト
ウ
代

一
、
金
七
百
六
拾
五
円　
　
　

袋
菓
子

　
　
　
　

記
録

小
田
代
道
割
山
を
七
米
を
さ
げ
る
工
事
が
始
め
、
伝
氏
ノ
門
口

迄
道
路
幅
を
ひ
ろ
げ
る
事
行
は
れ
て
居
る
。
耕
地
整
理
第
二
年

後
に
な
り
、
米
の
収
入
が
多
く
成
り
ま
し
た
。
道
ノ
下
川（

河
川
カ
）線工

事
四
百
五
拾
万
ノ
大
和
田
建
設
に
依
り
、
作
業
が
進
め
ら
れ
て

居
る
。

一
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
十
月
十
日
ヨ
リ
開
会
ス
。

　

昭
和
三
十
七
年
旧
十
月
十
七
日
、
十
一
月
十
三
日

﹇
史
料
1
―
95
﹈
昭
和
三
十
八
年

　
　
　
　

順
廻

　

宿　

鈴
木
豊

　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
治

　

志
賀
弘

　

常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

　

志
賀
泰
明

　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
栄

　
　
　
　

費
用

一
、
金
九
百
七
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
二
升
代

一
、
金
七
百
弐
拾
円
也　
　
　

兎
肉
代

一
、
金
百
弐
拾
五
円
也　
　
　

豆
腐
五
丁
代

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　

御
茶
菓
子
代
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一
、
金
壱
百
五
拾
円　
　
　
　

サ
ツ
マ
ア
ゲ

一
、
金
壱
百
弐
拾
五
円　
　
　

コ
ン
ニ
ヤ
ク

一
、
金
壱
阡
五
百
円　
　
　
　

ブ
タ
肉

一
、
金
七
百
円　
　
　
　
　
　

ト
リ
二
羽

一
、
金
壱
百
五
拾
円　
　
　
　

ハ
ム

一
、
金
弐
百
五
拾
円　
　
　
　

玉
子
（
2
5
）

一
、
金
弐
百
五
拾
円　
　
　
　

ト
ー
フ

一
、
金
壱
阡
弐
百
円　
　
　
　

タ
コ

一
、
金
六
百
円　
　
　
　
　
　

魚

合
計
金
七
阡
六
拾
五
円

　

差
費
一
人
当
り
五
百
円

　
　

差
引
弐
千
六
拾
五
円
ハ
遷
宮
費
ヨ
リ
負
担
ス
ル

費
用
一
切
ヲ
遷
宮
費
ヨ
リ
負
担
ス
ル
コ
ト
ヲ
決
定
ス
ル

　

有
銭
参
拾
円

　
　
　
　

記
録

昭
和
三
十
九
年
旧
十
月
十
七
日
、
金
比
羅
神
社
・
山
祇
神
社
、

雨
覆
修
理
遷
宮
ヲ
行
フ
。
昭
和
三
十
九
年
十
月
十
日
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
ス
ル
。本
日
の
祭
典
に
有
銭
参
拾
円
を
加
へ
、

金
五
阡
四
百
七
拾
五
円
也
貯
金
す
。

﹇
史
料
1
―
97
﹈
昭
和
四
十
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
弘

○
常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

○
志
賀
泰
三

　

三
瓶
忠
美

○
志
賀
栄

　

鈴
木
豊

○
志
賀
英
記

○
志
賀
伝
三
郎

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
阡
弐
拾
円
也　
　
　

御
神
酒

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　

袋
菓
子

一
、
金
参
百
円
也　
　
　
　
　

ト
ー
フ
代

一
、
金
壱
阡
七
拾
円
也　
　
　

魚
代

一
、
金
壱
阡
円
也　
　
　
　
　

ブ
タ
肉
代

一
、
金
壱
阡
四
百
円
也　
　
　

ト
リ
二
羽

計
金
五
阡
弐
百
七
拾
円
也

一
人
当
り
出
費
五
百
五
拾
円
、
有
銭
六
拾
五
円
也

貯
金
参
百
弐
拾
五
円
也

御
神
酒
壱
升　
　
　

志
賀
伝
三
郎
氏
ヨ
リ

　
　
　
　

記
録

異
議
ナ
ク
欠
席
シ
タ
ル
者
ニ
差
費
ヲ
附
加
エ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
。

今
年
カ
ラ
実
施
ス
ル
コ
ト
ニ
決
議
ス
ル
モ（

ノ
抜
）ト

ス
ル
。
午
前
中
全

員
ニ
テ
神
道
造
リ
ヲ
実
施
ス
ル
。八
雲
神
社
迄
の
間
ヲ
行
ツ
タ
。

小
田
代
供
米
ハ
史
上
最
高
ノ
二
八
四
俵
テ
ア
ル
。
其
ノ
代
金
一

九
八
八
、〇
〇
〇
円
ト
ナ
ル
。

　

昭
和
四
拾
壱
年
旧
十
月
十
七
日

○
猪
狩
俊
二

○
志
賀
泰
明

○
三
瓶
忠
美

○
志
賀
栄

○
鈴
木
豊

○
志
賀
英
記

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
阡
五
拾
円
也　
　
　
　
　

御
神
酒
代

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

袋
菓
子
代

一
、
金
豆
腐　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
百
円
也

一
、
金
タ
コ
・
魚
代
（
イ
カ
）　
　

壱
阡
五
百
円

一
、
金
ブ
タ
肉　
　
　
　
　
　
　
　

壱
阡
円
也

合
計
金
四
阡
参
百
五
拾
円
也

　

一
人
当
り
五
百
円
也
、
有
銭
弐
百
円
也

　
　
　
　

記
録

本
年
度
の
前
半
期
は
低
温
に
し
て
、
稲
作
完
全
で
な
い
。
然
し

後
半
は
日
照
多
く
、
大
豊
作
の
夢
を
見
る
。

一
、
福
島
ニ
テ
博
覧
会
ガ
開
ク
（
九
、
二
四
日
）

　
　
　

志
賀
伝
三
郎
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
喜
代
治
氏
に
目
出
度
ク
相
渡
シ
申
候
也

﹇
史
料
1
―
98
﹈
昭
和
四
十
一
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
喜
代
治

○
志
賀
盛

　

常
陸
茂
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﹇
史
料
1
―
99
﹈
昭
和
四
十
二
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
弘

○
常
陸
茂

○
猪
狩
新

差
合

志
賀
泰
明

○
三
瓶
忠
美

差
合

志
賀
栄

○
鈴
木
豊

差
合

志
賀
英
記

○
志
賀
伝
三
郎

○
志
賀
喜
代
治

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
阡
壱
百
円
也　
　
　
　
　

御
神
酒

一
、
金
参
百
六
拾
円
也　
　
　
　
　

袋
菓
子

一
、
金
参
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

ト
ー
フ
代

一
、
金
壱
阡
四
百
弐
拾
円
也　
　
　

魚
代

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

ブ
タ
肉

一
、
金
六
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

ト
リ
代

合
計
四
二
八
〇
円
也

一
人
当
り
六
〇
〇
円
也

有
銭
五
〇
円
也

御
神
酒
壱
升　
　
　

志
賀
伝
三
郎
氏
よ
り
戴
く

　
　
　
　

記
録

自（
地
方
自
治
法
）

治
制
及
中（

学
校
教
育
法
）

学
校
施
行
二
十
周
年
記
念
行
事
ア
リ
。
福
島
県
水

稲
史
上
最
高
の
収
量
で
あ
る
。
小
田
代
で
は
四
斗
俵
三
三
五
俵

一
、
金
五
百
円
御
祝
儀　

三
瓶
忠
美
氏

　
　
　
　

記
録

川
内
村
議
補
充
選
挙
ア
リ
。
第
七
区
ヨ
リ
久
保
田
寿
郎
氏
当
選

ス
ル
。
明
治
百
年
行
事
。
大
学
フ
ン
争
ア
リ
。
第
三
次
佐
藤
栄

作
内
閣
出
来
ル
。

　

昭
和
四
十
三
年
旧
十
月
十
七
日

﹇
史
料
1
―
101
﹈
昭
和
四
十
四
年

　
　
　
　

順
廻

○
猪
狩
俊
二

○
志
賀
泰
三

○
三
瓶
忠
美

○
志
賀
栄

○
鈴
木
豊

○
志
賀
英
記

○
志
賀
泰
臣

○
志
賀
喜
代
治

　

志
賀
弘

○
常
陸
茂

　
　
　
　

費
用

金
壱
阡
壱
百
六
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
二
升

金
五
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

御
菓
子

金
参
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

ト
ー
フ
代

金
五
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

ブ
タ
肉
代

金
壱
阡
弐
百
円
也　
　
　
　
　

魚
代
タ
コ

合
計
金
参
阡
六
百
六
拾
円

供
米
ス
ル
。
永
雨
の
為
発
芽
ス
ル
モ
其
ノ
代
金
ハ
一
俵
七
八
〇

〇
円
。

　

昭
和
四
十
二
年
旧
十
月
十
七
日

﹇
史
料
1
―
100
﹈
昭
和
四
十
三
年

　
　
　
　

順
廻　

常
陸
茂

✓
猪
狩
俊
二

✓
志
賀
泰
三

✓
三
瓶
忠
美

✓
志
賀
栄

　

鈴
木
豊

✓
志
賀
英
記

✓
志
賀
泰
臣

✓
志
賀
喜
代
治

✓
志
賀
弘

　
　
　
　

費
用

金
壱
阡
壱
百
六
拾
円　
　

御
神
酒
二
升

金
五
百
円
也　
　
　
　
　

御
菓
子

金
参
百
円
也　
　
　
　
　

ト
ー
フ

金
壱
阡
八
百
円
也　
　
　

タ
コ
・
イ
カ

金
五
百
円
也　
　
　
　
　

ブ
タ
肉

　

〆
四
阡
弐
百
六
拾
円
也

　

一
人
当
り
五
百
円
也

　

有
銭
参
百
拾
壱
円
貯
金

御
祝
儀
清
酒
壱
升　
　
　

久
保
田
寿
郎
氏
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一
人
当
り
四
百
円
也

　

有
銭
二
十
円
也

　
　
　
　

記
録

本
年
度
七
月
廿
三
日
、
川
内
村
に
農
業
電
話
開
通
し
た
。
去
七

月
十
六
日
ア
ポ
ロ
十
一
号
が
月
表
面
に
初
の
人
類
着
陸
し
た
。

十
一
月
十
八
日
ア
ポ
ロ
十
三
号
が
第
二
回
目
着
陸
し
た
。

　
　
　

当
前
猪
狩
俊
二
宅
ヨ
リ

　
　
　

志
賀
泰
明
氏
へ
目
出
度
相
渡
シ
申
シ
候
也

﹇
史
料
1
―
102
﹈
昭
和
四
十
五
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
泰
三

　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
栄

　

鈴
木
豊

　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
登

　

志
賀
盛

　

常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
千
参
百
六
拾
円　
　
　

御
神
酒
代

一
、
金
壱
千
円
也　
　
　
　
　
　

袋
菓
子
代

一
、
金
参
百
円
也　
　
　
　
　
　

豆
腐
代

一
、
金
弐
千
円
也　
　
　
　
　
　

魚
代

　

常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

　

志
賀
泰
三

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
千
参
百
六
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
弐
升

一
、
金
参
百
五
拾
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
壱
箱

一
、
金
参
阡
円
也　
　
　
　
　
　
　

御
肴
代

一
、
金
七
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

豚
肉

一
、
金
参
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

鶏
壱
羽

計
五
阡
七
百
拾
円
也

　

壱
人
さ
し
七
百
弐
拾
円
也

有
銭
壱
百
参
円
也

　

昭
和
四
十
六
年
旧
十
月
十
七
日

　
　
　
　

規
約

一
、
祭
典
は
一
日
と
し
、
飯
米
は
弐
度
宿
持
と
す

一
、 

祭
典
は
旧
十
月
十
七
日
と
す
る
も
、差
合
等
有
之
場
合
は
、

談
合
の
上
祭
典
日
を
決
す
る
こ
と
を
得

一
、 

氏
子
に
て
差
合
等
有
之
出
会
せ
ざ
る
者
へ
は
、
会
費
か
け

ざ
る
こ
と
、
以
上

　
　
　
　

記
録

台
風
二
十
三
号
（
八
月
三
十
日
）
の
被
害
は
、
曾
て
な
き
豪
雨

に
て
、
水
の
氾
濫
は
村
内
、
特
に
七
区
八
区
を
お
そ
い
、
山
崩

れ
、
道
路
の
決
壊
、
家
屋
の
浸
水
は
遂
に
知
事
・
建
設
省
よ
り

の
大
が
か
り
な
調
査
と
な
り
、
川
内
村
の
被
害
総
額
は
実
に
三

億
五
千
万
円
の
ボ
ー
大
な
る
数
字
を
記
録
す
る
に
至
り
。河
川
・

道
路
・
耕
地
の
復
旧
は
、
向
ふ
四
ヶ
年
を
要
す
工
事
と
な
れ
り
。

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　
　

ブ
タ
肉
代

合
計
五
千
壱
百
六
拾
円
也

　

差
し
一
人
当
り
六
百
円
也

貯
金
参
百
円
也

　
　
　
　

記
録

一
、
川
内
村
役
場
新
築
八
月
竣
工
式
。

一
、
三
年
連
続
の
大
豊
作
。

一
、 

米
一
升
二
百
円
に
て
豊
富
に
あ
り
、
減
反
調
製（

整
）す

る
段
階

に
入
る
。
一
割
減
反
す
る
。

一
、
佐
藤
内
閣
第
四
選
成
立
ス
ル
。

一
、
川
島
正
次
郎
死
去
、
四
五
、
十
一
月
。

例
年
に
な
き
大
雪
が
本
日
降
り
始
め
、
七
五
三
の
お
祝
慶
々
、

現
在
の
積
雪
は
十
糎
内
外
に
な
る
見
込
な
り
。
本
年
は
寒
さ
雪

と
も
早
々
来
て
、
出
稼
は
皆
村
を
離
れ
て
県
外
へ
転
出
し
て
ゐ

る
現
況
な
り
。

　
　
　

志
賀
泰
三
氏
よ
り

　
　
　

三
瓶
忠
美
氏
、
目
出
度
相
渡
シ
申
シ
候
也

　

昭
和
四
十
五
年
十
月
（
旧
）
十
七
日

﹇
史
料
1
―
103
﹈
昭
和
四
十
六
年

　
　
　
　

順
廻

　

宿　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
登

　

志
賀
盛
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雨
量
五
百
七
ミ
リ
、
台
風
前
か
ら
の
不
順
天
候
は
、
又
稲
作
も

五
分
作
と
ゆ
う
凶
作
と
な
り
、
大
根
一
本
六
、
七
十
円
も
値
上

が
り
し
、
耕
作
意
欲
を
そ
ぐ
こ
と
甚
だ
し
。
目
下
秋
ま
で
も
終

り
、
供
出
米
は
四
等
・
五
等
或
は
等
外
と
品
質
も
悪
く
、
大
興

電
気
の
人
夫
に
出
た
り
し
て
、
現
金
収
入
を
は
か
っ
て
働
い
て

居
る
。
小
田
代
の
蕨
平
方
面
の
橋
も
七
ツ
も
大
興
電
気
で
架
替

へ
て
く
れ
る
わ
け
だ
。
本
日
は
新
暦
の
十
二
月
四
日
、
あ
と
幾

日
も
な
く
し
て
、
お
正
月
と
な
る
。
各
自
の
健
康
を
の
ぞ
む
。

　
　
　

当
前
三
瓶
忠
美
よ
り

　
　
　

志
賀
英
記
殿
へ
目
出
度
た
く
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た

﹇
史
料
1
―
104
﹈
昭
和
四
十
七
年

　
　
　
　

順
廻

　

宿　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
登

　

志
賀
盛

　

常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

　

志
賀
泰
三

　

三
瓶
忠
美

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
阡
参
百
弐
拾
円　
　
　

御
神
酒
弐
升
代

　
　

〃
参
百
五
拾
円　
　
　
　
　

豆
腐
一
箱
代

一
、
金
御
肴
代　
　
　
　
　
　
　

参
阡
円
也

一
、
金
鶏
・
ウ
サ
ギ
代　
　
　
　

参
千
円
也

一
、
金
八
百
円
也　
　
　
　
　

菓
子
代

一
、
金
壱
阡
円
也　
　
　
　
　

肉
代

一
、
金
弐
阡
四
百
円
也　
　
　

魚
代
一
式

一
、
金
八
〇
〇
円　
　
　
　
　

ト
リ
一
羽
代

一
人
当
り
八
〇
〇
円

　

昭
和
四
十
八
年
旧
十
月
十
七
日

規
約
例
年
の
通
り

　
　
　
　

記
録

夏
期
に
雨
量
少
く
、
近
年
に
無
い
水
不
足
と
成
る
が
、
米
作
は

ま
た
近
年
に
無
い
大
豊
作
で
あ
る
。
一
昨
年
の
二
十
三
号
台
風

に
依
る
被
害
は
、
小
田
代
部
落
内
も
復
旧
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

値（
価
）格

表

・
米
一
俵　
　
　

一
万
円
也

・
一
日
日
給　
　

二
阡
円
〜
二
阡
五
百
円
等
が
あ
る

・
タ
バ
コ
は
反　

一
九
万
〜
二
一
万
等

・
蚕
キ
ロ　
　
　

二
阡
円
〜
二
阡
二
百
円

・
有
銭　
　
　
　

二
百
二
十
円
也

﹇
史
料
1
―
106
﹈
昭
和
四
十
九
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
盛

○
常
陸
茂

○
猪
狩
俊
二

○
志
賀
泰
三

○
三
瓶
忠
美

一
、
金
御
菓
子
代　
　
　
　
　
　

四
〇
〇
円
也

一
人
当
り
差
シ
壱
阡
円
也

　

昭
和
四
十
七
年
旧
十
月
十
七
日

規
約
例
年
の
通
り

　
　
　
　

記
録

田
中
首
相
の
第
一
次
選
挙
を
十
二
月
十
日
に
行
ひ
、
当
第
三
区

に
て
も
七
人
立
候
補
に
対
し
、
三
人
の
議
席
を
争
ふ
段
階
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
の
作
柄
は
、
例
年
に
な
く
天
候
も
良
く
、
品

質
・
量
と
も
に
勝
り
、
供
米
も
大
幅
に
上
廻
り
、
農
家
も
ほ
く

〳
〵
の
情
勢
な
り
。

　
　
　

当
前
志
賀
英
記
よ
り

　
　
　

志
賀
泰
臣
殿
へ
相
渡
候
也

﹇
史
料
1
―
105
﹈
昭
和
四
十
八
年

　
　
　
　

順
廻

　

宿　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
治

　

志
賀
盛

　

常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

　

志
賀
泰
三

　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
英
記

　
　
　
　

費
用

一
、
金
七
百
五
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
一
升
代

一
、
金
五
百
円
也　
　
　
　
　

豆
腐
一
箱
代
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○
志
賀
英
記

○
志
賀
泰
臣

　
　
　
　

費
用

一
、
金
壱
阡
八
百
六
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
二
升
代

一
、
金
六
百
円
也　
　
　
　
　
　
　

豆
腐
十
個

一
、
金
弐
阡
四
百
円
也　
　
　
　
　

サ
シ
ミ
代

一
、
金
壱
阡
弐
百
円
也　
　
　
　
　

煮
魚

一
、
金
壱
阡
壱
百
参
拾
円
也　
　
　

ブ
タ
肉
一
キ
ロ
代

一
、
金
九
百
四
拾
四
円
也　
　
　
　

カ
シ
代

合
計
八
一
三
四
円

一
人
当
り
一
二
〇
〇
円

有
銭
五
一
六
円
也
、
ト
リ
一
羽
一
二
〇
〇
円

酒
二
升　

久
保
田
寿
郎
、
酒
二
升　

菅
波
長
吉
氏
ヨ
リ
頂
戴
す

る
。

　
　
　
　

記
録

今
年
度
の
作
況
は
半
作
の
米
作
で
、
一
大
凶
作
で
あ
る
。
物
値（

価
）

は
米
一
俵
一
五
〇
〇
〇
円
、
日
級（

給
）は
三
三
〇
〇
円
。

　

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
三
十
日
、
旧
十
月
十
七
日

　
　
　

志
賀
盛
氏
に
申
送
る
も
の
也

　
　
　

志
賀
喜
代
治

﹇
史
料
1
―
107
﹈
昭
和
五
十
年

　
　
　
　

順
廻

○
志
賀
盛

○
常
陸
茂

○
猪
狩
俊
二

﹇
史
料
1
―
108
﹈
昭
和
五
十
一
年

　
　
　
　

順
廻　

常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

　

志
賀
泰
三

　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
登

　

志
賀
盛

　
　
　
　

費
用

金
弐
千
円
也　
　
　
　
　

御
神
酒
二
升
代

金
六
百
円
也　
　
　
　
　

ト
ー
フ
代

金
菓
子
代　
　
　
　
　
　

壱
千
弐
百
円
也

金
壱
千
六
百
円
也　
　
　

ブ
タ
肉
代
一
キ
ロ

金
七
百
円
也　
　
　
　
　

ト
リ
代

金
参
千
五
百
円
也　
　
　

魚
代

合
計
九
千
六
百
円
也

一
人
当
り
壱
千
弐
百
円
也
、
有
銭
一
五
〇
円

御
祝
儀
箭
内
酉
治
氏
よ
り
清
酒
一
升
頂
き

　
　
　
　

記
録

・ 

昭
和
二
十
八
年
の
大
不
作
を
生
じ
、
川
内
村
で
も
米
・
タ
バ

コ
の
大
減
収
を
見
る
に
至
て
、
又
小
田
代
で
も
舗
装
工
事
と

交
通
は
一
段
と
便
利
を
良
く
し
た
。

・ 

村
長
任
期
満
了
に
な
り
、
当
部
落
よ
り
志
賀
清
記
氏
立
候
補

し
、
当
選
す
る
。

○
志
賀
泰
三

○
三
瓶
忠
美

○
志
賀
英
記

○
志
賀
泰
臣

○
志
賀
喜
代
治

　
　
　
　

費
用

金
弐
千
円
也　
　
　
　
　

御
神
酒
二
升
代

金
六
百
円
也　
　
　
　
　

ト
ー
フ
代

金
菓
子
代　
　
　
　
　
　

壱
阡
弐
百
円
也

金
壱
阡
七
百
円
也　
　
　

ブ
タ
肉
代
一
キ
ロ
代

金
参
阡
六
百
円
也　
　
　

魚
代

合
計
九
一
〇
〇
円
也

一
人
当
一
三
〇
〇
円
也
、
有
銭
七
〇
円
也

酒
代
一
二
八
〇
円
也

　

右
は
諏
訪
神
社
ヨ
リ
御
神
酒
代
と
し
て
頂
戴
す
る

貯
金
一
三
六
〇
円
也

規
約
は
例
年
通
り
と
す
る

　
　
　
　

記
録

一
、
小
田
代
線
工
事
に
し
て
三
月
完
成
見
込

一
、
産
業
文
化
祭　

一
一
、
十
四
、
十
五
日

例
年
に
な
く
夏
は
異
常
乾
燥
に
し
て
、
秋
は
不
順
に
し
て
取
込

順
調
な
ら
ず
。

　

昭
和
五
〇
年
十
月
十
七
日

　
　
　

志
賀
盛
氏
よ
り

　
　
　

常
陸
茂
氏
目
出
た
く
相
渡
シ
申
し
候
也
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・ 

国
会
も
改
選
あ
り
。
三
区
よ
り
斉
藤
邦
吉
・
菅
波
茂
・
上
坂

昇
当
選
ス
（
十
二
月
五
日
投
票
）。

　

昭
和
五
十
一
年
旧
十
月
十
七
日

　
　
　

当
前
常
陸
茂
氏
よ
り

　
　
　

猪
狩
俊
二
宅
へ
目
出
度
く
相
渡
し
候
也

﹇
史
料
1
―
109
﹈
昭
和
五
十
二
年

　
　
　
　

順
廻宿　

猪
狩
俊
二

　

志
賀
泰
三

　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
登

　

志
賀
盛

　

常
陸
茂

　
　
　
　

費
用

一
、
金
弐
千
百
六
拾
円
也　
　
　

御
神
酒
二
升
分

一
、
金
七
百
円
也　
　
　
　
　
　

豆
腐
十
丁
分

一
、
金
壱
千
六
百
円
也　
　
　
　

豚
肉
一
Ｋ
分

一
、
金
六
百
円
也　
　
　
　
　
　

鳥
肉
代

一
、
金
弐
千
円
也　
　
　
　
　
　

御
菓
子
代

一
、
金
魚
代　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
六
〇
〇
円
也

合
計
金
壱
万
弐
千
六
百
六
拾
円

　

一
人
当
り
差
費
千
八
百
円
也

御
祝
儀
と
し
て
酉
治
魚
店
よ
り
一
升
頂
戴
致
し
ま
し
た

　
　
　
　

費
用
の
部

金
、
御
神
酒
代
二
升
分　
　
　

二
一
六
〇
円
也

金
、
七
〇
〇
円
也　
　
　
　
　

ト
ー
フ
代

金
、
豚
肉
代
一
Ｋ
分　
　
　
　

二
五
〇
〇
円
也

金
、
菓
子
代　
　
　
　
　
　
　

二
四
〇
〇
円
也

金
、
鳥
肉
代　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇
〇
円
也

金
、
魚
代　
　
　
　
　
　
　
　

三
一
五
〇
円
也

合
計
金
額
一
万
三
千
九
〇
〇
円
也

一
人
当
り
差
し
二
千
円
也

　
　

 

有
銭
二
四
〇
円
、
一
人
当
り
の
差
し
残
り
九
〇
円
に
て
、

併
せ
て
、
貯
金
三
三
〇
円
也

　
　
　
　

記
録

近
年
に
な
い
豊
作
に
し
て
、
米
・
タ
バ
コ
も
大
収
入
な
り
。
目

下
米
代
金
六
〇
Ｋ
当
り
一
七
〇
〇
〇
上
に
し
て
、
五
〇
万
ト
ン

の
余
り
米
を
政
府
は
処
分
に
頭
痛
の
種
と
か
？
日
当
は
男
六
千

円
前
後
也
。
葉
タ
バ
コ
は
上
位
級
は
一
六
〇
〇
円
位
、
五
等
な

ど
は
値
下
げ
と
な
り
四
〇
〇
円
前
後
な
り
し
。
本
日
は
箭
内
酉

治
氏
、又
志
賀
盛
氏
よ
り
御
祝
儀
一
升
づ
ゝ
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
三
年
十
月
十
七
日
（
旧
）

　
　
　

志
賀
泰
三
氏
よ
り

　
　
　

三
瓶
哲
夫
氏
目
出
度
相
渡
申
し
候
也

﹇
史
料
1
―
111
﹈
昭
和
五
十
四
年

　
　
　
　

順
廻　

三
瓶
哲
夫

　

志
賀
英
記

　
　

有
銭
一
一
〇
円
、
貯
金
は
一
五
一
〇
円
と
す
る

規
約
は
例
年
通
り

　
　
　
　

記
録

一
、 

史
上
六
番
の
豊
作
と
か
、
余
り
米
の
消
化
、
来
年
度
の
減

反
調
整
と
農
家
に
は
深
刻
な
り
。

一
、 

二
〇
〇
カ
イ
リ
漁
業
問
題
、
魚
は
か
つ
て
な
い
高
値
を
呼

ぶ
。

一
、 

村
に
て
産
業
文
化
祭
を
開
催
。

日
当
は
五
〇
〇
〇
円
に
て
、
米
は
一
万
七
〇
〇
〇
円
、
ガ
ソ
リ

ン
ℓ
一
二
〇
円
。世
は
正
に
不
況
の
波
を
押
寄
せ
る
現
況
な
り
。

注
、
一
人
当
り
の
差
し
一
八
〇
〇
円
な
り
し
も
、
二
〇
〇
〇
円

に
し
、
残
一
四
〇
〇
円
を
有
銭
と
も
貯
金
す
る

　

昭
和
五
十
二
年
旧
十
月
十
七
日

　
　
　

当
前
猪
狩
俊
二
よ
り

　
　
　

志
賀
泰
三
氏
に
目
出
度
く
相
渡
候
也

﹇
史
料
1
―
110
﹈
昭
和
五
十
三
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
泰
三

　

三
瓶
哲
夫

　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
登

　

志
賀
盛

　

常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二
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○
志
賀
泰
臣

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
盛

　

常
陸
茂

○
猪
狩
俊
二

○
志
賀
泰
三

　
　
　
　

費
用

御
神
酒
代
二
升
分　
　
　

金
二
一
六
〇
円

御
魚
代　
　
　
　
　
　
　

金
五
五
〇
〇
円

肉
代　
　
　
　
　
　
　
　

金
一
一
六
〇
円

ト
ウ
フ
代　
　
　
　
　
　

金
七
〇
〇
円

山
鳥
代
金　
　
　
　
　
　

金
一
五
〇
〇
円

御
菓
子
代　
　
　
　
　
　

金
一
二
〇
〇
円

合
計
一
二
二
二
〇
円

　

一
人
当
り
金
一
五
二
七
五
〇
銭

御
祝
酒
壱
升　
　
　

と
の
ぶ
魚
店

有
銭
金
二
九
〇
円
、
貯
金
五
七
〇
円

今
年
度
は
差
合
一
人
あ
り
、
七
人
会
計
一
人
当
り
一
八
〇
〇
円

貯
金
に
三
五
〇
円
加
算
す
る

　

昭
和
五
十
四
年
旧
十
月
十
七
日

　
　
　

三
瓶
哲
夫
氏
よ
り

　
　
　

志
賀
英
記
氏
に
目
出
度
相
渡
し
ま
し
た

﹇
史
料
1
―
112
﹈
昭
和
五
十
五
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
英
記

﹇
史
料
1
―
113
﹈
昭
和
五
十
六
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
泰
臣

○
志
賀
喜
代
治

○
志
賀
盛

○
常
陸
茂

○
猪
狩
俊
二

○
志
賀
泰
三

○
三
瓶
忠
美

○
志
賀
英
記

　
　
　
　

費
用

御
神
酒
代
二
升　
　
　

三
千
六
百
六
拾
円

御
魚
代　
　
　
　
　
　

一
〇
五
〇
〇
円

豚
肉
代　
　
　
　
　
　

二
二
五
〇
円

ト
リ
肉
代　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
円

お
菓
子
代　
　
　
　
　

二
七
五
〇
円

ト
ー
フ
代　
　
　
　
　

八
〇
〇
円

合
計
二
〇
九
六
〇
円

一
人
当
り
一
六
〇
〇
円
也

　

有
銭
五
五
〇
円
、
貯
金
三
九
〇
円

志
賀
清
記
様
よ
り
金
三
〇
〇
〇
円
御
祝
儀
戴
ま
し
た
。

猪
狩
忍
様
よ
り
御
清
酒
二
升
・
金
五
〇
〇
〇
円
戴
き
ま
し
た
。

佐
久
間
彦
一
様
御
清
酒
二
升
戴
き
ま
し
た
。

酉
治
魚
店
よ
り
御
清
酒
一
升
戴
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

記
録

本
年
は
二
年
練（

連
）続

凶
作
と
思
っ
た
が
、
天
候
快
福（

復
）し

て
、
村
平

○
志
賀
泰
臣

○
志
賀
喜
代
登

　

志
賀
盛

○
常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

○
志
賀
泰
三

○
三
瓶
忠
美

　
　
　
　

費
用

御
神
酒
代
二
升
一
□　
　
　

三
阡
弐
百
円

御
魚
代　
　
　
　
　
　
　
　

八
五
六
〇
円

肉
代　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
五
〇
円

ト
ウ
フ
代　
　
　
　
　
　
　

七
〇
〇
円

山
鳥
代
金　
　
　
　
　
　
　

三
七
〇
〇
円

御
菓
子
代　
　
　
　
　
　
　

二
四
〇
〇
円

ガ
ソ
リ
ン
代　
　
　
　
　
　

三
〇
〇
〇
円

一
人
当
り
三
七
〇
〇
円
也

合
計
二
一
八
一
〇
円

御
祝
儀
酒
一
升　
　
　

ト
ノ
ブ
魚
店

有
銭
百
七
拾
円
、
貯
金
五
六
〇
円

　
　
　
　

記
録

本
年
は
村
長
・
村
議
の
選
挙
、
衆
議
院
・
参
議
院
選
挙
、
六
月

二
十
二
日
。
七
月
よ
り
異
状（

常
）気
象
で
、
稲
作
は
大
凶
作
、
皆
無

同
様
で
あ
っ
た
。
反
当
り
五
ｋ
〜
一
〇
ｋ
で
あ
っ
た
。
十
月
十

一
日
小
田
代
共
有
林
五
〇
五
立
木
売
却
、
一
阡
二
百
六
拾
八
万

也
。

　
　
　

志
賀
泰
臣
に
目
出
度
く
相
渡
し
候
也
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均
七
分
作
と
な
っ
た
。
志
賀
盛
氏
ユ
カ
板
寄
布（

付
）、

志
賀
泰
明
氏

ユ
カ
板
カ
ン
ナ
カ
ケ
て
く
れ
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
旧
十
月
十
七
日
、
新
暦
十
一
月
十
三
日

﹇
史
料
1
―
114
﹈
昭
和
五
十
七
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
喜
代
治

　

志
賀
盛

　

常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

　

志
賀
泰
三

　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　
　
　
　

費
用

清
酒
三
升　
　
　

前
年
度
ク
リ
越
の
事

ト
リ
肉　
　
　
　

一
六
〇
〇
円

カ
シ
代　
　
　
　

二
五
〇
〇
円

フ
タ
肉　
　
　
　

二
〇
〇
〇
円

焼
ト
ウ
フ　
　
　

四
四
七
円

ト
ウ
フ　
　
　
　

九
〇
〇
円

魚
代　
　
　
　
　

一
〇
一
〇
〇
円

計
一
七
五
四
七
円

一
人
当
り
二
五
〇
〇
円

有
銭
共
に
貯
金
三
〇
六
三
円

御
神
酒
壱
升　
　
　

元
部
屋
様

御
祝
儀
チ
ッ
プ
会
社
ヨ
リ
ウ
イ
ス
キ
ー
二
本
、
酉
治
魚
店
ヨ
リ

一
升
頂
戴
す
る
。

　
　
　
　

記
録

一
、 

三
年
連
続
の
不
作
に
今
年
は
な
ん
と
か
？
平
年
作
に
な
り
、

農
家
に
も
明
る
い
表
情
と
な
る
。

一
、 

田
中
角
栄
の
最
終
判
決
に
な
り
、
国
会
は
解
散
す
る
見
通

す
る（

者
抜
カ
）

多
く
、
十
二
月
一
八
日
選
挙
の
段
階
に
入
る
公
算
多

し
。

現
在
の
日
当
は
男
八
〇
〇
〇
円
、
女
は
五
〇
〇
〇
円
位
。
米
は

一
万
八
〇
〇
〇
円
也
。
台
風
も
少
く
ま
ず
〳
〵
の
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
十
月
十
七
日
（
旧
）

　
　
　

志
賀
盛
宅
よ
り

　
　
　

常
陸
茂
宅
へ
目
出
度
相
渡
シ
候
也

﹇
史
料
1
―
116
﹈
昭
和
五
十
九
年

　
　
　
　

順
廻　

常
陸
茂

　

猪
狩
新

　

志
賀
泰
三

　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
登

　

志
賀
盛

　
　
　
　

費
用

三
年
続
け
て
不
作
で
あ
っ
た
。
今
年
は
六
十
％
の
収
入
で
あ
っ

た
。

　

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
日

　
　
　

当
前
志
賀
喜
代
治
よ
り

　
　
　

志
賀
泰
臣
殿
へ
目
出
た
く
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た

﹇
史
料
1
―
115
﹈
昭
和
五
十
八
年

　
　
　
　

順
廻宿　

志
賀
盛

　

常
陸
茂

　

猪
狩
俊
二

　

志
賀
泰
三

　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
登

　
　
　
　

費
用

清
酒
二
升
代　
　
　

二
千
七
〇
〇
円
也

ト
リ
肉
代　
　
　
　

一
〇
〇
〇
円
也

豚
肉
代　
　
　
　
　

二
〇
〇
〇
円
也

ト
ー
フ
代　
　
　
　

八
〇
〇
円
也

魚
代　
　
　
　
　
　

八
〇
五
〇
円
也

御
菓
子
代　
　
　
　

二
〇
〇
〇
円
也

合
計
壱
万
六
千
五
百
五
拾
円

　

一
人
当
二
一
〇
〇
円
也
、　

御
賽
銭
一
〇
〇
〇
円

　

残
金
一
二
五
〇
円
を
貯
金
す
る
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豚
肉　
　
　
　
　

一
五
〇
〇
円

と
り
肉　
　
　
　

一
〇
〇
〇
円

ト
ー
フ
代　
　
　

八
〇
〇
円

お
菓
子
代　
　
　

二
四
〇
〇
円

肴
代　
　
　
　
　

九
九
二
〇
円

　

計
一
五
六
二
〇
円
也

有
銭
七
〇
〇
円
、
一
人
当
り
二
〇
〇
〇
円
、
貯
金
一
〇
八
〇
円

御
神
酒
ハ
猪
狩
忍
氏
よ
り
清
酒
三
升
・
ウ
エ（

イ
）ス

キ
ー
ボ
ト
ル
二

本
、
酉
治
魚
店
清
酒
一
升
戴
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

記
録

今
年
は
春
よ
り
異
状（

常
）気
象
で
心
配
さ
れ
た
が
、
五
年
ぶ
り
の
大

豊
作
と
成
り
、
明
る
い
表
情
で
秋
の
取
入
れ
を
見
る
事
が
出
来

た
。
夏
は
猛
暑
が
続
き
、八
王
子
で
は
観
測
史
上
最
高
と
三
九
・

四
度
を
記
録
、
本
村
で
も
三
五
・
七
度
を
記
録
し
た
。

　

昭
和
五
十
九
年
旧
十
月
十
七
日
（
旧
暦
）

　
　
　
　
　
　
　

新
暦
十
一
月
九
日
（
金
曜
日
）

　
　
　

常
陸
茂
宅
よ
り
猪
狩
新
宅
へ
、
目
出
度
く
相
渡
し
候
也

﹇
史
料
1
―
117
﹈
昭
和
六
十
年

　
　
　
　

順
廻宿

○
猪
狩
新

　

志
賀
泰
三

○
三
瓶
忠
美

○
志
賀
英
記

○
志
賀
泰
臣

○
志
賀
喜
代
登

る
。
築（

筑
波
科
学
万
博
）

波
化
学
万
博
は
三
月
十
六
日
か
ら
九
月
十
四
日
迄
実
施

す
る
。
二
阡
万
人
を
越
す
。

　

昭
和
六
十
年
旧
十
月
十
七
日

　
　
　

宿
猪
狩
新
よ
り

　
　
　

志
賀
泰
三
様
へ
目
出
た
く
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た

﹇
史
料
1
―
118
﹈
昭
和
六
十
一
年

　
　
　
　

順
廻宿

○
志
賀
泰
三

○
三
瓶
忠
美

○
志
賀
英
記

○
志
賀
泰
臣

○
志
賀
喜
代
登

○
志
賀
盛

○
常
陸
茂

○
猪
狩
新

　
　
　
　

費
用

一
、
御
神
酒
二
升　
　
　
　

二
七
六
〇
円

一
、
ト
ー
フ　
　
　
　
　
　

八
〇
〇
円

一
、
と
り
肉
・
豚
肉　
　
　

二
五
五
三
円

一
、
魚
代　
　
　
　
　
　
　

七
二
〇
〇
円

一
、
お
菓
子
代　
　
　
　
　

二
四
〇
〇
円

計
一
五
七
一
三
円

有
銭
一
阡
四
百
拾
円
也
、
一（

一
人
当
り
）

当
り
二
〇
〇
〇
円
也

貯
金
一
七
〇
〇
円

清
酒
一
升　
　
　

酉
治
魚
店
よ
り
頂
戴
し
ま
し
た

　

志
賀
盛

○
常
陸
茂

　
　
　
　

費
用
の
部

一
、
御
神
酒
弐
升　
　
　

二
七
六
〇
円

一
、
と
う
ふ
一
箱　
　
　

八
〇
〇
円

一
、
と
り
肉　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
円

一
、
豚
肉　
　
　
　
　
　

一
五
〇
〇
円

一
、
お
菓
子　
　
　
　
　

二
四
〇
〇
円

一
、
肴
代　
　
　
　
　
　

七
四
〇
〇
円

計
一
五
八
六
〇
円

　

一
人
さ
し
二
二
〇
〇
円
也

　

有
銭
八
百
八
拾
円
也

清
酒
一
升　
　
　

酉
治
肴
屋
よ
り
頂
戴
し
ま
し
た

　
　
　
　

規
約

一
、 
祭
典
は
旧
暦
十
月
十
七
日
と
し
、
宿
は
順
廻
り
と
し
、
二

回
の
食
事
は
宿
持
と
し
、
費
用
は
頭
割
と
す

一
、
出
会
せ
ざ
る
者
へ
も
割
当
て
る
こ
と

一
、 

祭
典
の
十
七
日
前
の
日
曜
日
を
祭
日
日
と
決
定
し
、
宿
に

都
合
あ
る
場
合
は
後
日
日
曜
日
と
す
る
。

一
、
八
雲
神
社
祭
日
は
、
二
月
第
一
日
曜
日
と
決
定
す
る

　
　
　
　

記
録

二
年
続
き
の
豊
作
で
大
い
に
助
か
っ
た
。
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
の
栽

培
が
今
年
よ
り
盛
ん
に
な
っ
た
。
共
有
地
の
立
木
を
川
内
森
林

に
売
却
（
字
小
田
代
）、
一
戸
当
り
九
十
万
円
。
新
聞
の
報
ず

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
来
年
は
更
に
減
反
す
る
よ
う
な
り
。
上

越
新
幹
線
及
東
北
新
幹
線
の
上
野
来（

乗
入
）入

は
三
月
十
四
日
実
施
す
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昭
和
六
十
一
年
は
稲
は
普（

通
抜
カ
）作。

一
番
国
内
で
困
っ
た
事
は
、
円

高
と
言
や
っ
か
い
な
事
情
が
続
き
、
各
家
庭
で
は
多
少
の
電（
電
気
）器

料
や
電
話
代
が
四
％
ぐ
ら
い
安
く
成
り
、
ガ
ソ
リ
ン
類
も
安
く

成
り
良
い
様
で
す
が
、
全
般
的
に
は
不
凶（

況
）続
で
新
し
い
進
歩
は

見
ら
れ
そ
う
も
有
り
ま
せ
ん
。供
出
米
は
昨
年
と
同
様
で
し
た
。

　

昭
和
六
一
年
十
一
月
十
六
日

　
　
　

志
賀
泰
三
よ
り

　
　
　

三
瓶
忠
美
様
江
目
出
度
相
渡
し
候
也

﹇
史
料
1
―
119
﹈
昭
和
六
十
二
年

　
　
　
　

順
廻宿　

三
瓶
忠
美

　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
登

　

志
賀
盛

　

常
陸
茂

　

猪
狩
サ
ク

　

志
賀
泰
三

　
　
　
　

費
用

一
、
御
神
酒
二
升　
　
　
　

二
七
六
〇
円

一
、
ト
フ
一
〇
ヶ　
　
　
　

八
〇
〇
円

一
、
和
菓
子
代　
　
　
　
　

二
四
〇
〇
円

一
、
魚
代　
　
　
　
　
　
　

七
〇
〇
〇
円

一
、
ト
リ
肉
・
豚
肉　
　
　

二
五
〇
〇
円

計
一
五
六
〇
〇
円
也

　
　
　
　

費
用

一
、
御
神
酒
二
升　
　
　

二
七
六
〇
円

一
、
ト
ー
フ
代　
　
　
　

八
〇
〇
円

一
、
御
菓
子
代　
　
　
　

一
六
〇
〇

一
、
魚
代　
　
　
　
　
　

四
五
〇
〇
円

一
、
ト
リ
肉
代　
　
　
　

二
四
二
五
円

一
、
豚
肉
代　
　
　
　
　

一
五
〇
〇
円

　

計
一
四
三
八
五
円
、
有
銭
七
六
〇
円
也

一有
銭
差
引
き

人
当
り
一
七
〇
〇
円
也

貯
金
な
し

　
　
　
　

規
約

一
、
例
年
通
り

　
　
　
　

記
録

一
、 

今
年
も
例
年
に
な
い
初
雪
が
、
十
一
月
十
八
日
、
一
寸
ぐ

ら
い
積
っ
た
。
福
島
気
象
台
で
は
作（
昨
年
よ
り
）

よ
り
六
日
早
く
、
平

年
よ
り
一
週
間
早
い
と
ゆ
う
。

一
、 

今
年
は
五
十
五
年
冷
害
よ
り
下
廻
る
。
川
内
村
は
二
分
作

な
り
。
た
ば
こ
は
三
分
作
ぐ
ら
い
。

一
、
川
内
村
長
選
挙

　

現　
　

遠
藤
一
雄　

一
三
？
？　

票

　

議
長　

渡
辺
尊
之　

一
四
？
？　

票

渡
辺
尊
之
、
村
長
の
座
に
す
わ
っ
た
。
川
内
高
原
開
発

株（

公

社

）

式
会
社
発
足
。
会
長
は
村
長
・
渡
辺
尊
之
、
代
表
取
締
役
、

議
長
・
秋
元
彊
、
山
口
實
、
監
査
役
・
山
下
和
正
。

　

右
記
の
通
り

　

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
日

　

有
銭
六
八
〇
円
、
有
銭
共
一
〇
八
〇
円
也

一
人
当
り
二
〇
〇
〇
円
也
、
貯
金
一
〇
八
〇
円
也

清
酒
一
升　
　
　

酉
治
商
店
ヨ
リ

　
　
　
　

記
録

一
、 

今
年
は
例
年
に
な
い
。
十
一
月
廿
八
日
初
雪
五
ミ
リ
ぐ
ら

い
降
っ
て
、
十
二
月
一
日
朝
か
ら
雪
が
降
っ
て
、
夕
方
ま

で
十
五
糎
ぐ
ら
い
積
っ
た
。
又
、
十
二
月
六
日
昼
ま
で
に

十
七
糎
積
っ
て
、
ま
だ
降
り
続
い
て
居
る
。

一
、 

国
会
は
十
一
月
六
日
、
中
曽
根
内
閣
か
ら
竹
下
登
氏
に
内

閣
変（

代
）っ

た
。

一
、 

米
・
た
ば
こ
が
値
下
り
し
た
。
米
一
俵
一
ト
米
、
一
八
〇

七
〇
円
。

　

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
六
日
、
旧
十
月
十
六
日

　
　
　

三
瓶
忠
美
氏
よ
り

　
　
　

志
賀
英
記
宅
に
目
出
度
く
相
渡
し
候

﹇
史
料
1
―
120
﹈
昭
和
六
十
三
年

　
　
　
　

順
廻　

志
賀
英
記

　

志
賀
泰
臣

　

志
賀
喜
代
登

　

志
賀
盛

　

常
陸
茂

　

猪
狩
サ
ク

　

志
賀
泰
三

　

三
瓶
忠
美
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志
賀
英
記
宅
よ
り

　
　
　

志
賀
泰
臣
宅
に
目
出
度
く
相（

相
渡
し
）し候
な
り

﹇
史
料
2
﹈
大
正
八
年
・
御
神
幸
記
録

（
表
紙
・
横
帳
）

「　
　

大
正
八
年
七
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　

御
神
幸
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
狩
積
謹
記　
　

」

大
正
八
年
閏
七
月
廿
八
日
御
祭
典
執
行
、
同
日
御
神
幸
、
廿
七

日
定
祭
タ
リ
。
然
ル
ニ
郡
長
田
中
得
太
郎
殿
臨
祭
都
合
ニ
依
リ

一
日
延
テ
、
即
チ
廿
八
日
祭
典
ト
シ
、
郡
長
外
弐
名
ノ
供進

使
随
員

（
郡
書
記
）、
郷
社
々
司
久
保
田
保
之
助
殿
外
六
名
ノ
神
職
臨
席

祭
典
執
行
。
種
々
ノ
供
物
沢
山
・
棒
（
数
不
明
）、
社
司
・
来

臨
ノ
神
職
、
奉
詞
奏
シ
テ
夫
ヨ
リ
御
神
幸
、
坂
シ
内
御
仮
屋
ニ

御
休
、
町
組
ニ
テ
御
神
酒
献
、
夫
ヨ
リ
田
沢
マ
テ
行
、
安
良
宿

元
学
校
ニ
御
宿
リ
、
供
随
員
ハ
佐
久
間
長
造
氏
宅
ニ
御
休
ミ
帰

ル
。
学
校
ニ
御
仮
屋
ヲ
設
ケ
、
庭
内
ニ
（
ヤ
グ
ラ
）
ヲ
立
テ
、

大
踊
リ
等
ア
リ
テ
賑
々
敷
御
座
イ
マ
シ
タ
。
廿
九
日
ハ
朝
原
屋

敷
ヲ
廻
ツ
テ
、
東
山
姥
神
社
ヘ
御
休
、
朝
□
御
神
酒
捧
ゲ
、
尚

供
方
ヘ
連
レ
ト
モ
御
神
酒
頂
戴
ア
リ
。
夫
ヨ
リ
小
田
代
ヘ
御
神

幸
。

　
　

小
田
代
御
神
迎
寄
附
及
御
仮
屋
設
置
記
録

一
、
男
女
ノ
別
ナ
ク
一
致
協
力
ヲ
以
奉
迎
ス
ル
コ
ト

一
、 

掃
除
等
ニ
ハ
一
戸
一
名
ニ
限
ラ
ズ
、
心（

信
心
）神
ヲ
旨
ト
シ
出
来

得
ル
限
リ
手
伝
ス
ル
コ
ト
。

道
掃
除
ハ
三
日
間
モ
掛
リ
テ
、
志
賀
ノ
氏
神
稲
荷
社
ニ
御
仮
屋

弐
升　
　
　
　
　
　

猪
狩
亀
吉

壱
升　
　
　
　
　
　

常
陸
豊
治

壱
升　
　
　
　
　
　

志
賀
久
蔵

弐
升　
　
　
　
　
　

志
賀
タ
ネ

弐
升　
　
　
　
　
　

常
陸
タ
メ

弐
升　
　
　
　
　
　

猪
狩
タ
キ

弐
升　
　
　
　
　
　

志
賀
チ
ヨ

弐
升　
　
　
　
　
　

志
賀
ト
リ

弐
升　
　
　
　
　
　

志
賀
サ
ク
ヨ

弐
升　
　
　
　
　
　

志
賀
セ
ン

弐
升　
　
　
　
　
　

志
賀
ウ
メ

弐
升　
　
　
　
　
　

志
賀
ム
ラ

　
　
　
　

小
豆
有
志

一
、
壱
升　
　
　
　

志
賀
タ
ネ

一
、
壱
升　
　
　
　

志
賀
セ
ン

一
、
壱
升　
　
　
　

猪
狩
タ
キ

〆
参
升

　
　
　
　

金
有
志

一
、
金
壱
円　
　
　
　
　

志
賀
熊
吉

一
、
〃
七
拾
銭　
　
　
　

松
崎
徳
治

一
、
〃
壱
円　
　
　
　
　

志
賀
主
殿

一
、
〃
壱
円　
　
　
　
　

志
賀
松
之
助

一
、
〃
五
十
銭　
　
　
　

志
賀
里
み

一
、
〃
弐
円　
　
　
　
　

猪
狩
積

一
、
〃
壱
円
五
十
銭　
　

志
賀
保

一
、
〃
五
十
銭　
　
　
　

常
陸
豊
治

ヲ
設
、
平
梨
ヨ
リ
熊
吉
氏
ノ
門
、
久
蔵
氏
ノ
門
、
稲
荷
社
マ
テ

盛
沙
ヲ
致
シ
、
屋
敷
中
ハ
所
々
ニ
松
ヲ
立
テ
、
縄
ヲ
張
リ
、
紙

ヲ
ハ
サ
ミ
、
不
浄
ニ
ハ
青
木
ヲ
立
テ
沙
ヲ
マ
キ
、
又
ハ
布
ヲ
張

リ
、糸
立
等
ヲ
廻
シ
タ
ル
ハ
、実
ニ
心
地
能
ク
ア
リ
マ
シ
タ
（
他

ノ
屋
敷
ニ
テ
モ
松
立
テ
〆
張
リ
マ
シ
タ
）。

一
、
御
神
幸
ノ
ト
キ
ハ
蒔
糯
ス
ル
コ
ト

一
、
御
神
酒
壱
升
供ソ

ナ
イル
コ
ト

一
、
供
物
ヲ
献
ス
ル
コ
ト

一
、 

神
職
社
司
一
人
、
其
他
役
廻
リ
御
供
方
一
同
ニ
ハ
、
砂
糖

糯
ヲ
馳
走
ス
ル
コ
ト

一
、
準
備
宿
心
神（

信
心
）志
賀
保
宅

一
、
御
供
致
シ
テ
帰
リ
其
他
計
算
等
ニ
酒
壱
斗
宛
ル
コ
ト

一
、 

御
神
還
幸
後
ハ
年
老
ノ
方
、
又
ハ
女
中
御
仮
屋
ニ
テ
御
神

酒
頂
戴
シ
テ
帰
ル
コ
ト
（
但
シ
ニ
シ
メ
等
ハ
二
三
戸
ヅ
ヽ

寄
合
テ
、
思
ヒ
〳
〵
ニ
供
イ
ル
コ
ト
）

一
、 
小
屋
敷
ナ
ル
タ
メ
、
女
中
ハ
糯
コ
シ
ラ
イ
、
男
ハ
道
掃
除
・

御
仮
屋
等
ノ
準
備
等
、
実
ニ
多
忙
デ
ア
リ
マ
シ
タ

志
賀
松
之
助
・
常
陸
豊
治
・
猪
狩
積
、
御
巡
代
表
ト
シ
テ
、
姥

神
社
ヘ
参
リ
マ
シ
タ
。
手
ス
キ
次
第
追
々
御
迎
ニ
出
マ
シ
タ
。

午
前
九
時
御
神
幸
御
供
方
三
百
人
余
、砂
糖
糯
八
百
人
分
出
来
、

沢
山
余
リ
マ
シ
タ
。

一
、
糯
米　

壱
戸
弐
升
宛
割
当

〆九
戸
分壱斗

八
升
蒔
餅
ニ
当
ル

　
　
　
　

寄
附

三
升　
　
　
　
　
　

志
賀
巳
与
松

弐
升　
　
　
　
　
　

志
賀
松
之
助



東北学院大学論集　歴史と文化　第 63号

75（　 ）

一
、
〃
壱
円　
　
　
　
　

常
陸
留
五
郎

一
、
〃
壱
円
五
十
銭　
　

志
賀
喜
治
郎

一
、
〃
五
拾
銭　
　
　
　

志
賀
孫
三
郎

一
、
〃
五
拾
銭　
　
　
　

志
賀
久
蔵

一
、
金
壱
円　
　
　
　
　

猪
狩
亀
吉

一
、
五
十
銭　
　
　
　
　

志
賀
久
吉

一
、
〃
弐
円　
　
　
　
　

常
陸
初
夜

　
　
　

内
壱
円
ハ
米
ト
ア
リ

計
金
拾
四
円
弐
拾
銭

一
、
酒
弐
斗　
　
　

但
シ
壱
斗
代
拾
壱
円

一
、
拾
銭　
　
　
　

〆
紙
代

一
、
弐
円
五
拾
銭　

砂
糖
壱
〆
目

一
、 

壱
円
五
拾
銭　

是
ハ
七
区
ニ
テ
部
落
〳
〵
ニ
割
当
タ
ル
、

社
司
ニ
初
穂
小
田
代
分

〆
九
戸
ニ
割

　
　
　
　

供
物

御
神
酒
・
大
備ソ
ナ
イ餅　

　
　
　

氏
子

ナ
ス
・
ナ
シ
五
ツ　
　
　
　

保

大
根
・
稲　
　
　
　
　
　
　

留
五
郎

人
参　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
殿

牛
蒡　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
三
郎

菜
・
ナ
シ
五
ツ　
　
　
　
　

久
蔵

キ
ウ
リ
・
ハ
タ
イ
モ　
　
　

喜
治
郎

タ
マ
ナ
・
ネ
ギ　
　
　
　
　

積

タ
マ
ナ　
　
　
　
　
　
　
　

里
み

マ
イ
タ
ケ
ハ
ツ
モ
ノ　
　
　

熊
吉

メ
ン
固
ル
。

　

昭
和
十
二
年
七
月
二
十
二
日
（
旧
六
月
十
五
日
）

　
　
　
　
　
　
　

社
司　
　
　
　

久
保
田
保
之
助

　
　
　
　

第
七
区
代
理
区
長　
　

志
賀
喜
義

　
　
　
　

御
移
ニ
付
臨
時
会
計　

猪
狩
積

山
神
御
移
ニ
付
経
費

一
、
金
百
弐
拾
円　
　

木
代

　
　
　
　

内
訳

惣
経
費
金
壱
百
〇
四
円
四
拾
七
銭
外
ニ
金
弐
円
米
代
有

差
引
金
五
円
五
拾
参
銭
残

　

之
ヲ
小
田
代
部
落
会
計
志
賀
伝
氏
ニ
渡
シ
引
継

右
遷
宮
撒
餅
致
ニ
付
、
寄
附
人
名

一
、
酒
一
升　
　
　
　
　
　
　

逧
谷
タ
ン

一
、
糯
米
一
升
・
小
豆
一
升　

志
賀
ウ
メ

一
、
糯
米
三
升
・
小
豆
一
升　

志
賀
ハ
ツ
ヨ

一
、
糯
米
二
升　
　
　
　
　
　

志
賀
ヨ
シ
イ

一
、
仝　

二
升　
　
　
　
　
　

仝　

ヤ
エ

一
、
糯
米
二
升　
　
　
　
　
　

志
賀
ム
ラ

一
、
仝　

三
升　
　
　
　
　
　

志
賀
キ
シ
エ

一
、
仝　

一
升　
　
　
　
　
　

仝　

タ
ネ

一
、
仝　

二
升　
　
　
　
　
　

常
陸
ア
キ
エ

一
、
仝　

一
升　
　
　
　
　
　

仝　

タ
メ

一
、
仝　

二
升　
　
　
　
　
　

猪
狩
ワ
カ

一
、
仝　

一
升　
　
　
　
　
　

仝　

タ
キ

一
、
仝　

二
升　
　
　
　
　
　

志
賀
チ
ヨ

一
、
仝　

一
升　
　
　
　

石
川
配
下

志
賀
伝
三
郎

御
祈
祷
・
シ
シ
舞
ス
ミ
テ
、
蒔
餅
之
御
神
酒
・
砂
糖
餅
等
ノ
御

馳
走
ヲ
シ
テ
、
大
ニ
供
方
及
屋
敷
一
同
歓
ビ
、
御
神
送
西
山
屋

敷
ヲ
廻
リ
、
八
幡
社
ヘ
御
仮
屋
、
酒
・
赤
飯
等
ノ
御
馳
走
ア
リ
。

夫
ヨ
リ
堂
小
屋
組
ハ
馬
橋
ノ
座
元
ニ
御
仮
屋
ヲ
設
ケ
、
堂
小
屋

中
道
ヲ
通
リ
宮
渡
ニ
行
、
座
元
ニ
御
仮
屋
、
夫
ヨ
リ
御
還
幸
郷

社
ニ
テ
御
祝
目
出
度
。

﹇
史
料
3
﹈
昭
和
十
二
年
・
山
津
見
神
社
々
御
移
記
録

　
（
表
紙
欠
・
横
帳
）

　
　
　
　

小
田
代
山
津
見
神
社
々
御
移
記
録

一
、 

昭
和
十
二
年
七
月
ニ
至
リ
、
小
田
代
大
山
津
見
神
社
ノ
境

内
、
松
樅
等
数
年
前
ヨ
リ
枯
レ
、
石
段
ハ
其
形
ナ
ク
崩
レ
、

之
ガ
暴
風
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
根
ヨ
リ
倒
ル
ヽ
ハ
勿
論
、
人
家

ニ
モ
及
ス
恐
レ
ア
ル
為
メ
、
山
神
尊
ヲ
他
ニ
御
移
シ
ス
ル

事
ヲ
、
小
田
代
氏
子
一
決
シ
、
調
査
ノ
上
金
比
羅
神
社
々

宅
ニ
御
移
シ
ス
ル
事
ト
ナ
リ
、
社
司
久
保
田
保
之
助
氏
ヲ

頼
ミ
御
祈
祷
ヲ
致
シ
、
境
内
ノ
木
ヲ
小
宅
武
四
郎
氏
ニ
金

百
弐
拾
円
ニ
テ
売
却
シ
、
雨
屋
及
石
段
ヲ
新
築
ス
ル
コ

ト
ヽ
シ
、
御
宮
ヲ
御
移
シ
、
鳥
居
ヲ
建
替
ヘ
、
石
段
ハ
三

瓶
惣
吉
氏
ニ
金
弐
拾
四
円
ニ
テ
渡
シ
、
屋
根
ハ
富
岡
町
川

端
豊
次
郎
氏
ガ
造
ル
。
雨
屋
ハ
志
賀
孫
三
郎
氏
金
拾
四
円

四
拾
銭
に
渡
、
仝
年
旧
六
月
十
五
日
ヲ
以
テ
遷
宮
式
ヲ
挙

行
シ
、
神
職
ヲ
招
聘
シ
、
又
石
出
シ
手
伝
及
部
落
ノ
年
老

者
等
ヲ
招
キ
、
女
衆
ノ
手
伝
ニ
テ
撒
餅
ヲ
シ
、
盛
大
ナ
ル

遷
宮
式
ヲ
挙
行
後
、
区
長
志
賀
喜
義
氏
宅
ニ
テ
夜
ノ
九
時

頃
迄
大
宴
会
ア
リ
。
此
日
夕
方
ヨ
リ
雨
降
ル
。
地
固
ル
セ
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一
、
仝　

一
升　
　
　
　

仝　

熊
谷
三
郎

忌
中
ニ
付
遠
慮　

矢
内
喜
蔵

小
田
代
山
神
講
人
名

　
　
　
　
　
　
　

常
陸
豊

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
正
親

　
　
　
　
　
　
　

猪
狩
新

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
泰
明

　
　
　
　
　
　
　

三
瓶
忠
美

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
清
記

　
　
　
　
　
　
　

矢
内
喜
蔵

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
伝
三
郎

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
喜
代
治

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
熊
吉

　
　
　
　
　
　
　

志
賀
伝

﹇
史
料
4
﹈
昭
和
十
五
年
・
御
神
幸
記
録

（
表
紙
・
横
帳
）

　
　
「　
　

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
祭
典

　
　
　
　

御
神
幸
記
録

　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
十
一
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
狩
新
謹
記　
　

」

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
御
神
幸
記
録

勅
語
（
十
一
月
十
日
）
茲
ニ
紀
元
二
千
六
百
年
ニ
膺
リ
、
百
僚

衆
庶
相
会
シ
、
之
レ
カ
慶
祝
ノ
典
ヲ
挙
ケ
、
以
テ
肇
国
ノ
精
神

ヲ
昂
揚
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
朕
深
ク
焉
レ
ヲ
嘉
尚
ス
。
今
ヤ
世
局

ノ
激
変
ハ
、実
ニ
国
運
隆
替
ノ
由
リ
テ
以
テ
判
カ
ル
ヽ
所
ナ
リ
、

同
東
山
或
ハ
割
山
迄
奉
迎
セ
リ
。「
奉
祝
皇
紀
二
千
六
百
年
」

ノ
旗
ヲ
先
頭
ニ
、
大
太
鼓
・
御
賽
銭
箱
、「
郷
社
諏
訪
神
社
」

ノ
旗
、
之
ニ
続
キ
稚
児
・
獅
子
供
奉
員
ト
、
美
々
シ
ク
モ
又
崇

厳
極
リ
ナ
ク
、
入
御
ナ
サ
レ
タ
リ
。
時
正
ニ
正
午
ナ
リ
。
小
学

校
長
渡
邊
義
唯
氏
ハ
、職
員
ト
共
ニ
旗
行
列
ノ
生
徒
ヲ
引
率
シ
、

多
数
賑
々
シ
ク
御
供
ニ
ナ
レ
リ
。
東
ハ
志
賀
熊
吉
氏
門
迄
、
南

ハ
志
賀
久
蔵
氏
門
迄
、
御
神
幸
ニ
ナ
リ
、
其
ヨ
リ
稲
荷
様
境
内

ノ
御
仮
屋
ニ
安
置
申
シ
タ
リ
。
御
供
多
数
ノ
為
境
内
ニ
溢
れ
、

御
道
筋
及
ビ
屋
敷
内
ニ
テ
御
待
申
上
グ
者
多
数
ア
リ
。
殊
ニ
小

田
代
ヘ
ハ
初
メ
テ
ノ
人
モ
見
受
ケ
タ
リ
。
部
落
民
ノ
真
心
込
メ

シ
供
物
ヲ
奉
リ
、
御
灯
明
ヲ
上
ゲ
、
神
官
祝
詞
ヲ
奏
上
シ
、
終

ツ
テ
投
餅
致
シ
、
御
神
酒
・
オ
煮
〆
・
赤
飯
ノ
オ
握
リ
等
ヲ
一

般
ニ
馳
走
セ
リ
。
午
後
一
時
小
田
代
出
発
、
何
レ
モ
奉
送
多
数

御
供
仕
ル
。
太
鼓
・
御
賽
銭
箱
ハ
何
レ
モ
二
名
宛
、
小
田
代
組

ニ
於
テ
次
ノ
御
仮
屋
迄
御
送
リ
申
シ
タ
リ
。
西
山
ハ
屋
敷
端
シ

ヨ
リ
引
返
シ
、
八
幡
神
社
境
内
ノ
御
仮
屋
ヘ
御
休
ミ
ニ
ナ
リ
タ

リ
。
小
田
代
同
様
ノ
式
後
、
投
餅
（
及
ビ
蜜
柑
）・
御
神
酒
ノ

馳
走
ニ
ナ
リ
居
ル
内
、
予
定
ノ
午
後
二
時
十
五
分
ニ
ナ
リ
、
恰

モ
東
京
ニ
於
テ
宮
城
外
苑
ノ
会
場
ニ
ハ
両
陛
下
臨
御
、
両
日
重

ネ
テ
勅
語
ヲ
賜
リ
、
奉
祝
会
総
裁
宮
御
代
理
高
松
宮
殿
下
ノ
御

発
声
ニ
テ
、
万
歳
三
唱
セ
ラ
ル
ヽ
筈
ニ
付
、
我
々
一
同
モ
輝
ク

盛
儀
ニ
感
激
漲
ル
。
赤
城
ニ
精
一
杯
唱
和
シ
タ
ノ
デ
ア
ツ
タ
。

其
レ
ヨ
リ
一
同
帰
路
ニ
ツ
ク
。
猪
狩
積
氏
部
落
代
表
シ
、
氏
子

総
代
ト
シ
テ
最
後
迄
御
供
仕
リ
、
堂
小
屋
ハ
馬
橋
広
場
ニ
御
仮

屋
設
ケ
、
堂
小
屋
ヲ
一
巡
シ
テ
宮
渡
迄
御
神
幸
。
夕
方
郷
社
ニ

目
出
度
御
還
幸
ニ
ナ
レ
リ
。
一
同
帰
宅
後
、
志
賀
孫
三
郎
氏
新

爾
臣
民
其
レ
克
ク
嚮
ニ
降
タ
シ
シ
宣
諭
ノ
趣
旨
ヲ
体
シ
、
我
カ

惟
神
ノ
大
道
ヲ
中
外
ニ
顕
揚
シ
、
以
テ
人
類
ノ
福
祉
ト
万
邦
ノ

協
和
ト
ニ
寄
与
ス
ル
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
セ
ヨ
。

勅
語
（
十
一
月
十
一
日
）
爰
ニ
紀
元
二
千
六
百
年
慶
祝
ノ
讌
ニ

臨
ミ
、
各
国
代
表
者
竝
ニ
朝
野
ノ
代
表
者
ト
歓
ヲ
罄
ク
シ
楽
ヲ

偕
ニ
ス
ル
ハ
、
朕
ノ
深
ク
懌
フ
所
ナ
リ
。
今
ヤ
一
大
世
変
ニ
際

会
ス
ル
モ
、
平
和
ノ
日
ナ
ラ
ス
シ
テ
恢
復
セ
ラ
レ
、
万
邦
卜
倶

ニ
其
ノ
慶
ニ
頼
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
。

皇
紀
二
千
六
百
年
ヲ
奉
祝
紀
念
ス
ベ
ク
、
全
国
各
地
ニ
於
テ
各

種
ノ
計
画
・
催
シ
物
等
ア
リ
。
宮
城
外
苑
ノ
会
場
ニ
ハ
、
十
日

ハ
式
典
、
十
一
日
ハ
奉
祝
会
デ
、
両
日
共
両
陛
下
臨
御
、
未
曾

有
ノ
盛
大
且
森
厳
ナ
ル
、曠
古
ノ
大
盛
典
ヲ
挙
行
セ
ラ
レ
タ
リ
。

即
チ
当
村
ニ
テ
ハ
、
十
一
月
十
日
郷
社
ニ
於
テ
祭
典
ヲ
執
行
、

翌
十
一
日
午
前
八
時
、
郷
社
出
御
御
神
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
。
各
戸

ハ
国
旗
ヲ
掲
揚
シ
、
御
道
筋
ヲ
清
掃
シ
テ
、
御
待
申
上
グ
。
郷

社
々
司
久
保
田
保
之
助
氏
、
外
一
般
供
奉
参
列
シ
、
坂
シ
内
ヲ

経
テ
、
荒
宿
佐
久
間
長
造
氏
庭
ニ
御
仮
屋
設
ケ
奉
迎
ス
。
原
・

荒
宿
部
落
ハ
道
路
ノ
両
側
ニ
松
ヲ
建
テ
、
注
連
縄
ヲ
廻
シ
、
奉

迎
ノ
誠
ヲ
示
ス
。更
ニ
御
神
輿
ハ
東
山
姥
神
様
ニ
御
休
ミ
ア
リ
。

此
処
ニ
テ
昼
食
ヲ
済
マ
シ
、
小
田
代
ニ
向
フ
。
是
ヨ
リ
曩
、
小

田
代
ニ
テ
ハ
、
前
日
部
落
民
男
女
協
力
、
道
路
修
繕
及
御
仮
屋

ノ
設
置
ニ
誠
意
奉
仕
セ
リ
。
第
七
区
代
理
区
長
志
賀
喜
義
氏
宅

ニ
於
テ
、
部
落
民
全
員
ニ
テ
一
切
ノ
準
備
ヲ
整
ヒ
タ
リ
。
当
日

ハ
早
朝
ヨ
リ
平
梨
迄
ノ
道
路
ヲ
掃
キ
、
新
宅
入
口
ヨ
リ
ハ
両
側

ニ
竹
ヲ
立
テ
注
連
縄
ヲ
廻
シ
、
紙
ヲ
挟
ミ
、
盛
砂
ヲ
シ
、
不
浄

ニ
ハ
杉
等
ヲ
以
テ
囲
ヒ
、
砂
ヲ
蒔
キ
浄
メ
タ
リ
。
時
刻
ニ
ハ
一
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宅
ヲ
借
受
、今
日
ノ
盛
儀
ヲ
歓
ビ
合
ヒ
祝
宴
シ
、供
物
ノ
餅
（
オ

ゴ
ク
）
ヲ
頒
チ
、
供
物
ノ
オ
米
ヲ
夕
飯
ト
シ
、
剰
余
金
弐
拾
円

八
拾
銭
ハ
、
之
ヲ
ミ
山
神
社
ノ
基
本
貯
金
ニ
積
立
テ
ヽ
、
目
出

度
解
散
セ
リ
。

　
　
　
　

寄
附
（
四
十
四
円
也
）

一
、
金
五
円
也　
　
　
　

志
賀
保

一
、
金
五
円
也　
　
　
　

猪
狩
積

一
、
金
五
円
也　
　
　
　

志
賀
伝

一
、
金
五
円
也　
　
　
　

猪
狩
新

一
、
金
五
円
也　
　
　
　

志
賀
喜
義

一
、
金
五
円
也　
　
　
　

常
陸
豊

一
、
金
五
円
也　
　
　
　

志
賀
主
殿

一
、
金
五
円
也　
　
　
　

志
賀
孫
三
郎

一
、
金
壱
円
也　
　
　
　

三
瓶
忠
美

一
、
金
参
円
也　
　
　
　

矢
内
鹿
蔵

一
、
金
弐
円
也　
　
　
　

志
賀
久
蔵

一
、
糯
米
壱
戸
弐
升
宛
割
当
〆
弐
斗
参
升

　
　
　
　

撒
餅
及
ビ
赤
飯
ニ
当
ル

モ
チ
米
弐
升　
　
　
　
　

志
賀
孫
三
郎

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
喜
義

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
伝

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
主
殿

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
ヨ
シ
エ

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
狩
新

モ
チ
米
参
升　
　
　
　
　

志
賀
久
蔵

〃
弐
升　
　
　
　
　
　
　

三
瓶
忠
美

　

メ
デ
タ
シ
〳
〵
〳
〵

﹇
史
料
5
﹈
昭
和
三
十
九
年
・
雨
覆
修
繕
遷
宮
記
録

（
表
紙
・
横
帳
）

　
　
「

　
　
　
　

金
毘
羅
神
社

　
　
　
　

山
祇
神
社　
　
　

雨
覆
修
繕
遷
宮
記
録

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
三
十
九
年
旧
十
月
十
七
日　
　
　

」

本
年
度
落
雷
の
た
め
、
境
内
の
松
立
木
二
本
を
損
傷
し
、
つ
い

で
雨
屋
の
柱
二
本
、
及
び
ツ
カ
等
を
裂
傷
せ
し
た
め
、
こ
れ
が

修
理
に
右
赤
松
を
売
却
す
べ
く
、
氏
子
総
出
で
伐
採
搬
出
に
当

り
、
屋
曲
り
を
ス
ジ
カ
イ
を
入
足
し
て
直
し
、
周
囲
の
雨
し
ぶ

き
を
防
ぐ
た
め
、
三
方
を
ト
タ
ン
張
と
な
し
た
り
。
た
ま
た
ま

山
ノ
神
講
の
祭
典
を
期
し
、
宮
司
久
保
田
税
氏
を
招
聘
し
遷
宮

せ
り
。
当
日
部
落
の
古
老
連
も
招
待
し
、
宿
に
於
い
て
は
婦
人

達
も
総
出
で
投
餅
を
作
り
、
あ
ん
こ
餅
を
馳
走
し
、
盛
大
裡
に

散
会
せ
り
。

　
　
　
　

収
入

一
、
金
壱
万
九
阡
五
百
円
也

　
　

赤
松
八
石
五
斗
七
升
代
（
但
し
工
場
渡
し
の
値
段
）

　
　
　
　

支
出

一
、
金
壱
阡
円
也　
　
　
　
　
　

御
祈
祷
料

一
、
金
四
百
八
拾
五
円
也　
　
　

御
神
酒
壱
升

一
、
金
壱
阡
八
百
円
也　
　
　
　

御
肴
代

一
、
金
壱
阡
九
百
円
也　
　
　
　

白
浪
ト
タ
ン
十
枚
代

一
、
金
壱
百
円
也　
　
　
　
　
　

釘
一
寸
二
分
一
キ
ロ

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
内
鹿
蔵

〃
壱
升　
　
　
　
　
　
　

志
賀
久
吉

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
陸
留
五
郎

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
狩
積

　
　
　
　

小
豆
寄
附
者

五
合　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
ハ
ツ
ヨ

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
ヤ
イ

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
ウ
メ

　
　
　
　

供
物
献
上

雉
壱
羽　
　
　
　
　
　
　

志
賀
喜
義

牛
蒡
・
人
参　
　
　
　
　

志
賀
ハ
ツ
ヨ

大
根　
　
　
　
　
　
　
　

猪
狩
ワ
カ

白
菜　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
キ
シ
エ

牛
蒡　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
ヤ
イ

白
米　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
ハ
ツ
ヨ

御
神
酒　
　
　
　
　
　
　

氏
子

御
供
餅　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　
　
　

費
用
之
部

一
、
金
拾
六
円
五
拾
銭　
　

御
神
酒
六
升

一
、
金
八
拾
八
銭　
　
　
　

削
粉
・
醤
油
一
升

一
、
金
拾
八
銭　
　
　
　
　

半
紙
三
帖

一
、
金
五
円　
　
　
　
　
　

御
肴

一
、
金
四
拾
五
銭　
　
　
　

白
米
一
升

一
、
金
弐
拾
銭　
　
　
　
　

豆
腐
二
丁

　

合
計
金
弐
拾
参
円
弐
拾
壱
銭
也

差
引
残
金
弐
拾
壱
円
八
拾
銭
貯
金
ス
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一
、
金
八
百
八
拾
五
円
也　
　
　

修
理
当
日
慰
労
代

一
、
金
弐
阡
円
也　
　
　
　
　
　

伐
採
運
賃

一
、
金
壱
百
四
拾
円
也　
　
　
　

小
豆
壱
升

一
、
金
五
阡
弐
百
六
拾
五
円
也　

 

酒
二
升
・
鶏
二
羽
・
卵
二
十

五
ヶ
・
豚
肉
五
百
匁
一
五
〇

〇
円
・
豆
腐
一
箱
・
菓
子
・

ハ
ム
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
さ
つ

ま
あ
げ

一
、
金
四
百
八
拾
円
也　
　
　
　

袋
菓
子
・
雑
品
代

　

計
金
壱
万
四
阡
五
拾
五
円
也

差
引
金
五
阡
四
百
四
拾
五
円
也
貯
金
す

　
　
　
　

寄
附
者

一
、
モ
チ
米
壱
升
宛　
　
　
　

氏
子
一
同

一
、
柱
及
び
ツ
カ

　
　

御
札
材
料
及
び
製
造　
　

志
賀
泰
明
殿

一
、
製
材
及
び
サ
ン
等

一
、
清
酒
弐
升　
　
　
　
　
　

丸
川
工
業
株
式
会
社

一
、
落
雷
除
の
ア
ー
ス
設
置　

志
賀
喜
義
殿

一
、
御
肴　
　
　
　
　
　
　
　

㋣
魚
店
殿

有
銭
参
拾
円
を
加
へ
て
、
貯
金
五
四
七
五
円
也

　
　
　

記
録
係　

猪
狩
新

﹇
史
料
6
﹈
昭
和
四
十
三
年
・
御
神
幸
記
録

　
（
表
紙
・
横
帳
）

　
　
「　
　

明
治
百
年
を
記
念
し
て

　
　
　
　

御
神
幸
記
録

て
西
山
は
渡
辺
一
氏
の
庭
先
に
て
安
置
、
昼
食
と
し
て
同
家
に

休
憩
、
三
十
分
余
分
に
か
ゝ
る
。
御
仮
舎
は
、
せ
り
場
・
西
山
・

七
区
公
民
館
・
熊
越
・
毛
戸
分
校
・
五
枚
沢
県
道
筋
と
六
ヶ
所

と
す
。
神
社
側
の
方
針
と
し
て
、
今
日
の
御
神
幸
は
今
迄
一
度

も
渡
行（
御
）の

な
か
つ
た
八
区
に
行
く
こ
と
ゝ
し
た
為
、
小
田
代
・

宇
津
川
方
面
へ
は
時
間
の
関
係
上
行
か
ず
、
東
西
橋
よ
り
七
区

公
民
館
へ
と
向
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。
小
田
代
に
て
も
大
多
数

東
山
ま
で
出
向
い
て
参
拝
せ
り
。
七
区
民
は
東
西
橋
附
近
ま
で

皆
お
迎
ひ
し
、
直
ち
に
公
民
館
前
の
御
仮
舎
に
安
置
申
上
ぐ
。

御
神
酒
数
多
く
奉
納
あ
り
。
米
・
野
菜
・
鯉
・
ブ
ド
ウ
其
他
数
々

の
お
供
ひ
物
で
賑
々
し
く
執
行
せ
り
。
殊
に
紅
白
の
投
餅
は
、

両
手
に
余
る
人
も
あ
る
程
。
一
番
の
賑
や
か
さ
と
奉
迎
の
誠
を

尽
く
し
た
七
区
は
、
や
が
て
口
紙
を
く
わ
い
た
若
人
の
一
斉
に

か
つ
ぎ
出
す
頃
は
、
近
日
に
な
い
青
空
も
見
え
て
汗
ば
む
。
熊

越
は
福
田
哲
之
助
の
入
口
に
て
休
憩
。
こ
ゝ
に
て
汗
を
ぬ
ぐ
い

自
動
車
に
シ
メ
を
廻
し
て
ミ
コ
シ
を
の
せ
、
自
動
車
三
台
に
分

乗
し
て
八
区
に
向
ふ
。
毛
戸
分
校
に
て
は
渡
御
初
め
て
と
あ
つ

て
、
目（

珍

し

さ

）

づ
ら
し
さ
も
加
へ
感
激
一
し
ほ
。
獅
子
役
者
が
疲
れ
て

る
と
言
つ
た
が
、た
つ
て
の
頼
み
で
西
山
獅
子
だ
け
奉
納
す
る
。

毛
戸
分
校
を
見
送
ら
れ
て
五
枚
沢
入
、
五
枚
沢
に
て
は
揃
ひ
の

子
供
は
っ
ぴ
に
豆
し
ぼ
り
の
手
拭
・
鉢
巻
で
奉
迎
、
こ
ゝ
で
も

獅
子
舞
を
見
せ
、浦
安
舞
は
レ
コ
ー
ド
持
参
せ
ぬ
た
め
行
は
ず
。

か
く
て
そ
れ
く
自
動
車
に
分
乗
し
て
神
社
へ
帰
還
せ
り
。
こ
の

時
夕
方
の
五
時
三
十
分
、
あ
ら
ゆ
る
閉
式
の
行
事
終
つ
て
社
務

所
に
て
祝
宴
。
夜
は
七
時
よ
り
豊
年
踊
を
境
内
に
て
行
ふ
。
あ

ら
か
じ
め
地
元
青
年
に
て
櫓
の
設
備
を
美
々
し
く
飾
り
、
十
時

　
　
　
　
　

昭
和
四
十
三
年
九
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
狩
新
謹
記　
　

」

本
年
は
明
治
以
来
百
年
目
に
当
り
、
こ
れ
を
記
念
す
べ
く
全
国

に
各
種
の
事
業
計
画
あ
り
。
諏
訪
神
社
に
於
い
て
も
、
こ
れ
の

記
念
事
業
と
し
て
、
又
本
年
の
史
上
稀
な
豊
作
を
祝
つ
て
、
旁

神
威
の
高
揚
と
も
相
俟
つ
て
、
御
神
幸
の
運
び
と
は
相
成
つ
た

も
の
で
あ
る
。
時
勢
の
波
は
お
祭
の
祭
典
日
の
変
更
も
余
儀
な

く
さ
れ
、
春
は
新
暦
の
五
月
五
日
、
秋
は
同
じ
く
九
月
七
日
と

一
昨
年
よ
り
改
正
せ
り
。
九
月
六
日
の
宵
祭
に
は
台
風
十
三
号

の
発
生
も
懸
念
さ
れ
、
ボ
ン
ボ
リ
も
取
は
づ
し
た
様
な
次
第
だ

つ
た
が
、
七
日
の
当
日
と
も
な
れ
ば
、
朝
か
ら
夜
の
踊
ま
で
シ

け
、
空
も
一
時
晴
れ
間
さ
い
見
せ
て
、
誠
に
好
都
合
で
し
た
。

先
ず
午
前
八
時
祭
典
執
行
、
同
九
時
半
神
輿
渡
御
の
た
め
神
社

を
出
発
、
先
導
は
猿
田
彦
・
神
官
・
賽
銭
箱
と
続
き
、
神
輿
の

直
後
に
は
四
人
の
浦
安
舞
の
舞
姫
・
町
獅
子
・
西
山
獅
子
の
笛

太
鼓
、
更
に
は
宝
物
奉
持
者
・
氏
子
惣
代
・
祭
典
係
・
各
区
長
・

各
種
団
体
長
・
一
般
崇
敬
者
と
数
多
続
く
。
神
社
側
よ
り
は
各

御
仮
舎
に
対
し
、
御
神
酒
五
升
（
内
二
升
は
ミ
コ
シ
か
ぐ
人
）・

草
履
八
足
・
口
紙
・
シ
メ
縄
の
シ
デ
八
本
・
三
宝
七
ヶ
（
同
数

紙
）
を
持
参
す
る
こ
と
ゝ
し
、各
区
よ
り
は
神
輿
か
ぐ
人
八
人
・

同
白
足
袋
・
神
饌
物
の
準
備
、
玉
串
奉
典（

奠
）者

等
を
依
頼
す
。
か

く
て
最
初
の
御
仮
舎
は
宮
ノ
下
は
セ
リ
場
の
一
角
に
設
け
、
待

機
せ
る
部
落
民
の
奉
迎
を
受
け
た
り
。
神
饌
物
（
酒
・
米
・
野

菜
・
肴
・
果
物
・
水
・
塩
・
モ
チ
）
等
を
供
へ
、
紅
白
の
投
餅

で
一
般
を
喜
ば
せ
（
一
御
仮
舎
の
休
憩
時
間
を
約
三
十
分
と
定

む
）、
第
六
区
に
向
ふ
。
局
前
に
て
肩
代
り
し
、
堂
小
屋
を
経
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ま
で
櫓
の
周
囲
を
三
重
に
も
な
つ
て
踊
る
。
神
社
よ
り
各
部
落

の
婦
人
会
へ
慰
労
と
し
て
金
三
千
円
宛
贈
る
。
か
く
て
例
祭
日

を
期
し
た
る
明
治
百
年
の
意
義
あ
る
行
事
と
し
て
の
御
神
幸
を

目
出
度
く
も
賑
々
し
く
終
了
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
九
月
七
日
、
秋
の
例
大
祭
日

小
田
代
よ
り
神
輿
か
ぐ
奉
仕
者　
　
　

志
賀
喜
代
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
泰
三
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